




はじめに

Ski-Doo®スノーモービルをご購入いた
だき、ありがとうございます。購入い
ただいた製品のサポートは、どのモデ
ル に つ い て も 、 B o m b a r d i e r
Recreational Products Inc. (BRP) の保証
サービス、お客様が必要とされる部
品、サービスおよびアクセサリーを取
り揃えているSki-Dooスノーモービル
ディーラーの認定ディーラーネット
ワークが行っています。
各ディーラーとも、お客様が満足され
るように努めています。また、ディー
ラーは、初期調整やスノーモービルの
点検、ならびに本製品の使用前にお客
様の体重や走行環境に合わせたに最終
調整を行うためのトレーニングを受け
ています。
納品時には、お客様に保証範囲をお知
らせいたします。また、新しい車両が
ご満足いただけるものであることを保
証するために、お客様に納品前チェッ
クリストにご署名いただいています。

乗車前に確認すべきこと
お客様、同乗者、またはその場に居合
わせた人が負傷または死亡する危険の
回避方法を学ぶため、スノーモービル
を操作する前に以下のセクションをお
読みください。
- 安全に関する情報
- 車両についての情報
スノーモービルに貼付されているすべ
ての警告ラベルをよく読んで理解し、
安全講習ビデオをよくご覧ください。
当社では、お客様が安全なコースを走
行するよう強く推奨しています。お客
様の地域のディーラーまたは地元の監
督官庁などにご確認ください。
オペレーターズガイドの警告に従わな
いと、重傷や死亡事故につながる恐れ
があります。
走行場所の表面状態は、スノーモービ
ルの正常動作に影響を与える場合があ
ります。詳細は走行条件とスノーモー
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ビルについてのセクションを参照して
ください。
安全上の警告
本ガイドに記載されている安全に関す
る安全上の警告の種類、特徴および本
ガイドでどのように使用されているか
を以下に説明します。
警告記号 は、人が負傷する恐
れがあることを示します。

警告
指示に従わなかった場合、重傷や死
亡事故を招く恐れがあることを示し
ます。

注意この指示に従わない場合、軽
症またはほどほどの負傷を負う恐れが
あることを示しています。
注記 指示に従わなかった場合は、車
両の構成部品などに重大な損傷が生じ
る恐れがあることを示します。
このオペレーターズガイドに
ついて
本オペレーターズガイドは、このス
ノーモービルとそのさまざまなコント
ローラー類、安全な走行法およびメン
テナンスの注意事項について、オー
ナー／オペレーターおよび同乗者の方
によく知っていただくために作成され
ています。
本ガイドでは、オペレーター、同乗者
および車両の構成に関する用語は、以
下の意味で使用されます。
- オペレーター：コントローラー類

を操作して、スノーモービルを運
転する人を指します。

- 同乗者：オペレーターの後ろに座
る人を指します。

- 1-UP：オペレーター1人用に設計さ
れたモデルを指します。

- 2-UP：1人の同乗者を乗せるよう
に設計されたモデルを指します。

本オペレーターズガイドは車両内に保
管し、メンテナンスやトラブルシュー
ティングの際、また他の人に指導する
際に参照してください。
本ガイドは、各言語に翻訳されていま
す。内容に不一致が生じた場合は、英

語版の内容が正しいものと見なされま
す。
オペレーターズガイドの閲覧やコピー
を希望する場合は、ウェブサイト
www.operatorsguides.brp.comにア
クセスしてください。
本書に記載されている情報は、発行時
点で正確なものです。ただし、BRPは、
それ以前に製造された製品に同様の改
善を施す義務を負うことなく、製品を
継続的に改善する方針を持っていま
す。その後の変更により、製造された
製品と本ガイドに記載の説明または仕
様との間に差異が生じる場合がありま
す。BRPは何らの義務を負うことなく、
いかなるときでも製品の仕様、設計、
機能、型式、装置などを変更したり、
製造を終了する権利を留保します。
スノーモービルを売却する場合、本オ
ペレーターズガイドと安全講習DVDを
必ず車両内に入れておいてください。
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一般的な注意
一酸化炭素中毒の防止
どのエンジンの排気ガスにも、致命的
なガスである一酸化炭素が含まれてい
ます。一酸化炭素を吸うと、頭痛、め
まい、眠気、吐き気、錯乱を招き、場
合によっては死に至ることがありま
す。
一酸化炭素は、エンジンの排気ガスを
見たりその匂いを感じないとしても、
存在する恐れがある、無色、無臭、無
味のガスです。一酸化炭素は極めて早
く致死濃度に達することがあり、急速
にその影響を受けて、自身を守ること
ができなくなります。また、閉じた場
所や換気が悪い場所では、一酸化炭素
の致死濃度が数時間から数日に長引く
ことがあります。一酸化炭素中毒の徴
候を感じたら、すぐにその場所を離れ
新鮮な空気を吸い、医師にご相談くだ
さい。
一酸化炭素による重傷や死亡を防ぐに
は：
- ガレージ、カーポートや納屋など

の換気が悪い場所、または部分的
に閉じられた場所で車両を絶対に
運転しないでください。扇風機を
使ったり窓やドアを開けてエンジ
ンの排気ガスを換気しようとして
も、一酸化炭素が危険なレベルに
早く達する場合があります。

- 窓やドアなどの開口部からエンジ
ンの排気ガスが建物に入る恐れが
ある場所では、絶対に屋外で車両
を運転しないでください。

ガソリンによる火事や危険な
どの防止
ガソリンは可燃性が極めて高く、爆発
性する可能性が高いものです。燃料の
蒸気は拡散し、エンジンから遠く離れ
た火の粉や炎によって引火することも
あります。火事や爆発の危険性を減ら
すために、以下の指示に従ってくださ
い：
- 燃料の保管には、許可されたガソ

リン容器だけを使用してください。
- 車両への給油手順の指示内容を厳

守してください。
- 燃料キャップが正しく取り付けら

れていない状態では、絶対にエン
ジンを始動したり運転したりしな
いでください。

ガソリンは有毒で、傷害や死亡を引き
起こす場合があります。

- 絶対に、口でガソリンを吸い上げ
ないでください。

- ガソリンを飲み込んだり、ガソリ
ンが目に入ったり、ガソリンの蒸
気を吸い込んだ場合は、すぐに医
師の診断を受けてください。

ガソリンが体にかかった場合は、石鹸
と水で洗い、衣服を着替えてくださ
い。
高温部分による火傷の防止
エキゾーストシステムとエンジンは、
運転中に高温になります。火傷を防止
するために、運転中や運転直後に触ら
ないでください。
アクセサリーおよび改造
承認を受けていない改造や、BRPが認
定していないアタッチメントや用品の
使用は避けてください。これらの改造
はBRPによる試験を受けていないため、
衝突事故や人身事故の危険性を高め、
車両が違法になる場合があります。
各アクセサリーに付属する指示事項に
従って、トンネルアクセサリーを車両
に搭載する必要があります。
BRPが認定し、SSCC規格に適合してい
る装備品の同乗者シートは、一部のモ
デルに使用できます。そのようなシー
トを使用する場合、本ガイドの同乗者
に関するガイドラインと推奨事項に
従ってください。

警告
同乗者シートは、ストラップまたは
取っ手が装備されており、SSCC規格
に適合していなければなりません。
車両に使用できるアクセサリーについ
ては、正規Ski-Dooディーラーにご相
談ください。
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安全上の特別な警告
以下の指示に従わない場合、重傷または死亡事故につながる恐れがあります。
- エンジン始動前に、必ず走行前点検を行ってください。
- エンジン始動前に、スロットルメカニズムが支障なく動作するか、アイドリ

ング位置に復帰するか点検してください。
- エンジン始動前に、必ずテザーコードのハトメを衣服に取り付けてください。
- ベルトガードとブレーキディスクガードをしっかり取り付けていない状態で、

またはフードやサイドパネルが開いたままもしくは取り外したままの状態で、
エンジンを動作させないでください。ドライブベルトを取り付けていない状
態でエンジンを動作させないでください。ドライブベルトを取り付けていな
い状態、またはトラックを上げた状態など、無負荷でエンジンを作動させる
のは危険です。

- エンジン始動前に、必ずパーキングブレーキをかけてください。
- 他の種類の車両を運転した経験があるとしても、初めてスノーモービルを運

転する場合は、誰でも初心者です。スノーモービルの安全運転は、視界、速
度、天候、環境、交通量、車両の状態およびオペレーターの状態など、数多
くの条件に関係します。

- スノーモービルを安全に運転するには、基本的なトレーニングが必要です。
特に注意事項や警告に注意を払って、オペレーターガイドを読んでください。
地元のスノーモービルクラブにご参加ください。趣味での使用や安全のため
に、同クラブではさまざまな活動やトレールシステムが計画されています。
スノーモービルディーラー、友人、スノーモービルクラブの会員から基本的
な指示事項を教わってください。または、お住まいの地域で催される安全ト
レーニングプログラムに参加してください。

- スノーモービルを運転する前に、スノーモービルに貼付されているすべての
警告ラベルとオペレーターズガイドを読んで理解し、さらに安全に関するビ
デオをご覧ください。新たなオペレーターが運転の練習をする場合は、少な
くとも操作に完全に習熟するまで、スノーモービルを他の車両が入ってこな
い平坦な場所で運転するようにしてください。お住まいの地域でスノーモー
ビルオペレーターのトレーニングコースが提供されている場合は、その方を
参加させてください。

- 当社のスノーモービルの性能は、今まで運転した他のスノーモービルよりも
はるかに勝っている場合があります。このため、初心者や経験の浅いオペレー
ターによる使用は推奨していません。

- スノーモービルは多くの地域で、さまざまな降雪条件の下で使用されます。
すべてのモデルが似た状況で同じ性能を発揮するわけではありません。お客
様の特定のニーズや用途のためにスノーモービルモデルを選択するときは、
必ずスノーモービルディーラーに相談してください。

- スノーモービルが、オペレーター、同乗者もしくはスノーモービルの能力を
超える、または指定されている用途とは異なる危険な条件で使用される場合、
オペレーター、同乗者またはその場に居合わせた人が人身事故や死亡事故に
巻き込まれる恐れがあります。

- BRPは、オペレーターが16才以上であることを推奨しています。年齢とトレー
ニング要件については、お住まいの地域の法律も確認してください。

- オペレーターの経験に関わらず、スノーモービルの操作特性をオペレーター
に伝えることは非常に重要です。スキースタンス、スキータイプ、サスペン
ションタイプ、トラック幅、全幅およびタイプなど、スノーモービルの構成
は、モデルごとに異なっています。スノーモービルの操作性は、上記の特性
から大きな影響を受けます。

- 初心者のオペレーターは、遠方に出かける前に、平坦な場所で低速走行を行
い、スノーモービルに慣れるようにしてください。
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- お住まいの地域の法律を確認してください。国、県および市町村によっては、
スノーモービルの安全な使用法や運転に関する法律や規制が施行されている
場合があります。これらの法律や規制を知り、遵守することは、スノーモー
ビルオペレーターとしてのお客様の責任です。法律を遵守すれば、スノーモー
ビリングがすべての人にとって安全になります。所有車両に関する物的損害
や保険法にご注意ください。

- スピードの出し過ぎは命に関わります。多くの場合、予期しない事態に直ち
に反応することができません。必ずトレール、天候、ご自身の能力に適した
速度で走行してください。お住まいの地域の規則を確認してください。制限
速度が定められており、遵守しなければならない場合があります。

- トレールでは、必ず右側通行を遵守してください。
- 必ず他のスノーモービルやその場に居合わせた人たちから安全な距離を取っ

てください。
- 販売促進用の写真やビデオで見られる、プロライダーが行う危険な走行は、

理想的なまたは管理された条件下で行われていることを忘れないでください。
そうした走行が自分の運転レベルを超えている場合は、絶対に危険な走行に
まねをしないでください。

- 薬物やアルコールを摂取した場合は、絶対にこの車両を使用しないでくださ
い。反応時間が低下し、判断を鈍らせます。

- スノーモービルは、街路、公道、高速道路を走行するようには設計されてい
ません。

- 道路を走行しないでください。道路を走行せざるを得ず、またそれが許され
ている場合は、低速で走行してください。スノーモービルは、舗装されてい
る道路上で旋回をするように設計されていません。道路を横断する場合は、
一旦完全に停止してから、両方向をよく確認し、90°に横断します。止まっ
ている車両に注意してください。

- 夜間のスノーモービル走行は楽しいものですが、視界が狭くなるため、より
注意が必要です。よく知らない場所は避け、必ずライトを点灯させてくださ
い。必ず懐中電灯と予備の電球を携帯してください。

- 元々装備されているものをスノーモービルから絶対に取り外さないでくださ
い。各車両には、多くのものが安全装備品として組み込まれています。その
ような装備品には、さまざまなガードやコンソール、反射材、警告ラベルな
どがあります。

- 自然はすばらしいものですが、運転中に注意を怠らないでください。真に冬
の景色を楽しみたい場合は、スノーモービルをトレールの端に止めて、他の
人の危険にならないようにしてください。

- フェンスが設置されている場合、そこにはオペレーターとスノーモービルの
両方にとって極めて深刻な脅威が存在しています。電柱や支柱から十分距離
を取って停車させてください。

- 隠れていて、遠くから見えないワイヤーは、深刻な事故の原因になることが
あります。

- 必ず認可されている安全ヘルメット、ゴーグルおよびフェイスシールドを着
用してください。これは同乗者にも言えることです。

- 雪崩などの自然災害、人災、障害物など、トレールから外れて走行すること
に関連する特有の危険性に注意してください。

- 別のスノーモービルの直後を走行しないでください。何らかの理由で前を走
行するスノーモービルが減速した場合、あなたが注意を怠っていると、その
オペレーターと同乗者が負傷する恐れがあります。前を走るスノーモービル
からは、安全な停止距離を保ってください。雪面の状態によっては、想定よ
りも幾分長い停止距離が必要になることがあります。安全運転に徹し、控え
めな運転を心がけてください。
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- ご自分のスノーモービルだけで出かけることも危険です。燃料がなくなる、
事故に遭う、あるいはスノーモービルが損傷するという危険があります。ス
ノーモービルが30分で行けるところまで歩いて行くには、1日を要すること
を忘れないでください。バディシステム (事故などを防ぐために2人1組で助
け合って行動すること) を活用してください。必ず友人かスノーモービルク
ラブの会員と一緒に走行してください。そのような場合であっても、ご自身
が行く場所と、戻ってくるおおよその時刻を誰かに知らせておいてください。

- 時として草原には水が溜まったり、冬に凍結する低地があります。この場合
の氷は、大抵光を反射します。このような氷の上で旋回したりブレーキをか
けたりすると、スノーモービルはスピンして制御を失います。氷の上では、
絶対にブレーキをかけたり、高速走行や旋回をしないでください。そのよう
な場所を走行する羽目に陥った場合は、慎重にスロットルを放して速度を下
げます。

- 絶対にスノーモービルでジャンプしないでください。
- サファリではフルスロットルにしないでください。後続のスノーモービルの

通り道に雪や氷が散乱します。さらに、フルスロットルにすると、スノーモー
ビルが氷の表面を掘ってしまい、後続車は荒れた氷面を走行することになり
ます。

- サファリは面白く、楽しいものですが、グループの他の人たちにいいところ
を見せようとしたり、追い越したりしないでください。経験の浅いオペレー
ターが、同じことをしようとして失敗することがあります。他の人たちと一
緒に走行する場合は、他の人たちの経験に合わせてご自分の能力を抑えてく
ださい。

- 緊急事態が発生した場合、ブレーキをかけながら、緊急エンジン停止スイッ
チを押し下げるか、テザーコードキャップをエンジンカットオフスイッチか
ら引き抜いて、スノーモービルのエンジンを止めます。

- スノーモービルを使用しない間は、常にパーキングブレーキをかけておいて
ください。

- 換気されていない場所で、または車両に人が付いていない状態で、エンジン
を動作させないでください。

- 電動始動モデルのみ：バッテリーがスノーモービルに搭載されている状態で、
バッテリーの充電やブーストを行わないでください。

- E-TECエンジン：絶対に燃料システムや電気システムのメンテナンスや修理
をしようとしないでください。上記システムのメンテナンスや修理は、正
規Ski-Dooディーラーが実施する必要があります。

- 絶対に燃料システムや電気システムのメンテナンスや修理をしようとしない
でください。上記システムのメンテナンスや修理は、正規Ski-Dooディーラー
が実施する必要があります。

- スノーモービルの背後に障害物がなく、人がいないことを確認してから、後
退してください。

- 車両が動作していないときは、不測のエンジン始動を防止し、子供や他の人
が断りなく使用することを避け、盗難を防ぐために、必ずテザーコードキャッ
プをエンジンカットオフスイッチから引き抜いておいてください。

- 旋回しているトラックの背後や近くに絶対に立たないでください。飛ばされ
た異物によって重傷を負う恐れがあります。圧雪や氷を取り除くには、エン
ジンを停止し、車両を横向けにして、レンチを使用してベルトガードの雪氷
を除去します。

- スタッドの取り付けが認められていないトラックには、スタッドを取り付け
ないでください。速度を出すと、スタッドの取り付けが認められていないト
ラックは断裂して、車両から分離してしまう恐れがあります。現在の専用ス
タッドの入手可能性や用途については、正規Ski-Dooディーラーにご相談くだ
さい。
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- この車両モデルのトラックにはスタッドを取り付けることができます。ただ
し、BRPが認定したタイプのスタッドだけをSki-Dooスノーモービルに使用し
てください。従来型のスタッドを取り付けるトラックの厚さは、当社の標準
トラックより薄いものです。そのため、従来型のスタッドは絶対に使用しな
いでください。従来型のスタッドはトラックを引き裂き、車両から分離させ
る恐れがあります。

- 必ず認定ヘルメットを着用し、服装は、オペレーター向けに推奨される、本
ガイドに記載されているのと同じ服装ガイドラインに準拠してください。

- 安定したスタンスを取り、両足をフットレストのフットボード上に置いて、
しっかりしたグリップを得ることができ、取っ手をしっかり握れることを確
認します。

- 2-UPモデルでは、オペレーターは同乗者の安全に関する責任を負っているこ
とを忘れないでください。同乗者がいると、スノーモービルの操作性、安定
性および制動距離が影響を受けることを覚えておいてください。

- 乗車する前に、同乗者の方に、乗車中に気持ちが悪くなったり安全でないと
感じたら、すぐに教えてもらうように伝えてください。運転中は、同乗者に
注意を払ってください。
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乗車
各オペレーターには、自分以外の、レ
クリエーションを楽しむ人やその場に
居合わせた人の安全を確保する責任が
あります。
オペレーターには、車両を正しく運転
する責任、そして同乗したり運転した
りする人に訓練を受けさせる責任があ
ります。スノーモービルと他の車両と
では、操作性と性能に顕著な違いがあ
ります。
スノーモービルの運転は比較的単純で
すが、他の車両や機械装置と同じく、
オペレーターや同乗者が無謀、軽率ま
たは不注意な行動を取れば、危険な状
態になる恐れがあります。スノーモー
ビルの年次安全点検を受けることをお
勧めします。詳細については、正規Ski-
Dooディーラーに相談してください。
要求事項ではありませんが、正規Ski-
Dooディーラーでスノーモービルの
シーズン前準備を行うことを推奨しま
す。正規Ski-Dooディーラーを訪ねて
みると、ご自分のスノーモービルが安
全キャンペーンの対象になっているか
どうかを確認できます。お客様が安全
関連キャンペーンの開催をご存じの場
合は、キャンペーン終了前に正規Ski-
Dooディーラーを訪ねることをお勧め
します。
必要とするアクセサリーが入手できる
かどうかについては、正規Ski-Doo
ディーラーにご相談ください。
トレールを走行する前に、運転を習熟
し、より難しい状況に安全に対処でき
ると感じられるまで、他の車両が入っ
てこない平坦な場所でスノーモービル
を運転してください。ゆとりのある安
全な走行を心がけてください。
走行前点検

警告
車両の走行に先立って走行前点検を
行うことは、非常に重要です。重要
な操作装置、安全機能、機械コン
ポーネントが正常に動作することを
必ず確認してください。

エンジン始動前
1. ライト、シート、フットレスト、

コントローラー類、計器類など、
車体から雪氷を取り除きます。

2. エアサイレンサープレフィルター
に雪が付着していないことを確認
します。

3. スキーとステアリングが支障なく
動くことを確認します。ハンドル
バーとスキーが対応する動作をす
るか確認します。

4. (該当する場合) 燃料と噴射オイル
の量および漏れがないか点検しま
す。必要に応じて補充し、漏れが
ある場合は、最寄りの正規Ski-Doo
ディーラー、修理工場、または担
当者に連絡し、メンテナンス、修
理、または交換を依頼してくださ
い。保証請求については、本ガイ
ドに記載されている米国環境保護
庁排ガス関連保証を参照してくだ
さい。

5. すべてのストレージコンパートメ
ントのラッチが正しく掛かってい
なければなりません。また、重量
物や壊れやすい物を保管しないで
ください。フードとサイドパネル
のラッチも正しく掛けてください。

6. スロットルコントロールレバーを
数回作動させ、簡単かつスムーズ
に動くことを確認します。レバー
を放したときは、レバーがアイド
リング位置に復帰しなければなり
ません。

7. ブレーキレバーを作動させ、ブレー
キコントロールレバーがハンドル
バーグリップに接触する前に、ブ
レーキが完全にかかることを確認
します。レバーを放したときは、
レバーが完全に復帰しなければな
りません。

8. パーキングブレーキをかけ、ブレー
キが正常に動作しているか確認し
ます。パーキングブレーキをかけ
たままにします。

エンジン始動後
正しいエンジン始動手順については、
該当のエンジン始動手順のセクション
を参照してください。
1. ヘッドライトのハイビームとロー

ビーム、テールランプ、ストップ
ランプおよびパイロットランプの
点灯を確認します。

注：ライトを点検するために、テザー
コードを衣服から外さなければならな
い場合もあります。そのような場合に
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は、スノーモービルのコントローラー
類を操作できる状態に戻ったら速やか
にコードを取り付けてください。
2. (テザーコードキャップを引っ張っ

て)エンジンカットオフスイッチの

動作を確認し、また緊急エンジン
停止スイッチの動作を確認します。

3. パーキングブレーキを解除します。
4. 車両の暖機のセクションを参照し、

指示事項に従ってください。

走行前チェックリスト
✓作業内容項目

状態を点検し、雪や氷を取り除きます。
シート、フットレスト、ライト、
エアフィルター、コントローラー
類および計器類を含む車体

自由に動き、正常に動作するか確認しま
す。スキーとステアリングの動作

適量で漏れがないことを確認します。燃料と噴射オイル(該当する場合)
適量で漏れがないことを確認します。クーラント
適量で漏れがないことを確認します。ブレーキオイル
正しくラッチが掛かっていること、およ
び重量物や壊れやすい物がないことを確
認します。

ストレージコンパートメント

正常に動作するか確認します。スロットルレバー
状態を点検し、雪や氷を取り除きます。トラック
正常に動作するか確認します。ブレーキレバー
正常に動作するか確認します。パーキングブレーキ、ブレーキ
正常に動作するか確認します。テザー
コードはオペレーターの衣服のハトメに
留めておいてください。

緊急エンジン停止スイッチおよ
びエンジンカットオフスイッチ
(テザーコードキャップ)

正常に動作するか確認します。ライト
正常に動作するか確認します。スキーおよびランナー
正常に動作するか確認します。スライダーシュー
亀裂、擦り切れ、異常な摩耗がないか点
検します。ドライブベルト

乗り方
走行時の衣類・装備類
適切なスノーモービルウェアを着用し
てください。ウェアは心地よく、大き
さに余裕がなければなりません。必ず

天気予報を確認してから出かけてくだ
さい。予想される最も寒い天候に適し
た衣服を着用してください。肌の上に
防寒用下着を着用すると、断熱性が高
くなります。
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安全と快適さを得るために認定された
ヘルメットを常に着用してください。
上記の下着とヘルメットを着用すれば
暖かさが増し、けがを減らします。
ニット帽、目出し帽、フェイスマスク
を必ず携帯または着用してください。
ヘルメットに取り付けることができる
ゴーグルやフェイスシールドは不可欠
です。
手には十分な断熱効果のあるスノー
モービルグローブまたはミットを着用
して保護し、親指と他の指がコント
ローラー類を操作できるようにしてお
いてください。
着脱可能なフェルトライナーが付いた
ナイロン製または皮革製のゴム底ブー
ツが、スノーモービル走行には最適で
す。
スノーモービルで走行する場合は、可
能な限り衣服を湿らせないようにして
ください。屋内に入ったとき、スノー
モービルスーツとブーツを脱ぎ、それ
らが適度に乾燥していることを確認し
ます。
可動部分に引っかかる恐れのある長い
スカーフやだぶついた衣服を着用しな
いでください。
カラーレンズ付きのゴーグルを携帯し
てください。
携帯物

付属の車載工具救急箱
ナイフ携帯電話

懐中電灯スペアスパークプ
ラグ

トレールマップ摩擦テープ

軽食スペアドライブベ
ルト

ライダーの姿勢 (前進走行)
オペレーターのライディング姿勢とバ
ランスは、スノーモービルを自分の望
む方向に行かせるための2つの基本原
則です。丘の側面を回る場合、オペ
レーターと同乗者は望む方向に旋回す
るように、体重をそちらに移動させる
構えができている必要があります。オ
ペレーターと同乗者は、車両の外に足
を出して車両の進行方向を変えようと
しないでください。経験を積めば、ど

のくらいの速度でどの程度傾ければど
の程度の旋回をするか、また適切なバ
ランスを維持するために斜面に向かっ
て体をどの程度傾ければいいのかが分
かるようになります
一般的に言って、最良のバランスとコ
ントロールを得るためのライディング
姿勢は、着座していることです。ただ
し、腰を浮かせる、膝を付く、または
立ち上がることも特定の状況下では必
要です。

警告
ご自分の能力を超える運転をしない
でください。

着座
スノーモービルで、よく知っているな
だらかな土地を走行しているとき、ラ
ンニングボードに足を置き、シートに
座って背中をわずかに反らせるのが理
想的な姿勢です。膝と腰はフレキシブ
ルにしておいて、衝撃を吸収します。

中腰の姿勢
体をシートから離し、脚で体を支える
中腰の姿勢は、一種のスクワットの姿
勢です。荒れた地面を走行するとき、
脚が衝撃を吸収します。急停止しない
でください。
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膝付きの姿勢
この姿勢では、一方の脚をランニング
ボードにしっかり付き、他方の脚の膝
をシートに載せます。急停止しないで
ください。

立ち姿勢
両足をランニングボードに置きます。
膝を柔らかくして、隆起した雪面から
の衝撃を吸収します。こうすると、辺
りがよく見え、状況の変化につれて体
重を移動させることができる効果的な
姿勢です。急停止しないでください。

ライダーの姿勢 (後退走行)
スノーモービルで後退する場合、当社
はスノーモービルに着座していること
を推奨します。
立ち上がらないでください。後退して
いるときに、オペレーターの体重が前
方に移動してスロットルレバーにかか
ると、不意に加速する恐れがありま
す。

警告
スノーモービルが後退しているとき
に予期せず加速すると、制御を失う
恐れがあります。

同乗者を乗せた運転
一部のスノーモービルは1人のオペレー
ターだけが乗るように設計されていま
す (1-UP)。1人の同乗者を乗せること
ができるモデル(2-UP)もあります。必
ずご自身のモデルのための警告事項を
確認し、遵守してください。
同乗者であっても、その人の体はス
ノーモービル走行に適している必要が
あります。

警告
同乗者は、乗車している間に、足を
フットレストにしっかり下ろし、手
で取っ手またはシートストラップを
掴むことができなけばなりません。
上記の身体基準は、同乗者の身体の
安定を確保し、放り出される危険を
低減するために重要です。
オペレーターには同乗者の安全を確保
する責任があります。同乗者にスノー
モービル走行に関する情報を提供して
ください。

警告
- 同乗者が座ることができるのは、

指定された同乗者シートだけで
す。ハンドルバーとオペレーター
の間に誰も座らせないでくださ
い。

- 同乗者とオペレーターは、必ず認
定ヘルメットとスノーモービル走
行に適した温かい衣服を着用して
ください。肌が露出しないように
してください。

- 何らかの理由で気持ち悪くなった
り、安全でないと感じたら、同乗
者は、ただちにオペレーターにス
ノーモービル走行を減速または停
止するように伝えてください。

同乗者が乗っている場合、1人で走行
する時よりも運転が難しくなります。
オペレーターは次の操作を知っている
という有利さがあり、それに従って身
構えることができます。また、オペ
レーターには、ハンドルバーを握って
いるので、体を支えられているという
有利さもあります。これに対して、同
乗者はオペレーターの慎重で安全な運
転以外に頼るものがありません。加え
て、同乗者との「身体言語」は限定さ
れており、オペレーターは時に、同乗
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者よりも、自分の前方にあるトレール
に注意を向けなければなりません。こ
のため、同乗者がいる場合、滑らかな
発車と停止が要求され、オペレーター
は速度を下げる必要があります。ま
た、オペレーターは、斜面、雪面の
出っ張り、木の枝などについて、同乗
者に警告する必要があります。予測で
きない出っ張りがあると、同乗者が放
り出されてしまう恐れがあります。同
乗者に、旋回するときは、車両がひっ
くり返らない程度に、あなたと一緒に
体を傾けることを思い出させてくださ
い。極めて注意深くして、より低速で
走行し、同乗者を頻繁に確認してくだ
さい。

警告
同乗者を乗せて走行するときは：
- 制動能力と操舵制御能力が低下し

ます。速度を落として、車体操作
のためのスペースを広く取ってく
ださい。

- 重量に合わせてサスペンションを
調整してください。

サスペンションの調整法の詳細につい
ては、スノーモービルの調整のセク
ションを参照してください。
子供を同乗させる
(オプションのシート付きの) スノー
モービルに2人の同乗者を乗せること
になり、同乗者の1人が大人で、もう1
人が子供の場合、BRPは子供が中央位
置に乗ることを推奨します。こうすれ
ば、大人はリアシートに乗って、子供
とアイコンタクトを取ることができ、
必要に応じて子供を抱きかかえること
ができます。さらに、中央に乗れば、
子供は風や寒さから最高によく保護さ
れています。
幼い同乗者には特に注意を払い、さら
にもっと速度を緩めてください。子供
がしっかりつかまっていて、適切な位
置に着座し、足をランニングボードに
付けていることを頻繁に確認します。
さまざまな地面／走行
整備されたトレール
整備されているトレールでは、着座し
ているのが最も好ましいライディング
姿勢です。高速で走行しないでくださ
い。とりわけ、トレールの右側を走行

することに留意してください。予期し
ない出来事が起こりうることを覚悟し
ておいてください。すべてのトレール
の標識を遵守しましょう。トレールの
端から端へジグザグに走行しないでく
ださい。
整備されていないトレール
新雪が降っていないのであれば、雪面
は「洗濯板」のような状態であるこ
と、および雪の吹きだまりが存在する
ことを予期してください。そのような
雪原を過度の速度で走行すると、体に
害があります。速度を下げてくださ
い。ハンドルバーを握り、中腰の姿勢
を取ります。体を脚で支え、上体をか
がませて、上下動を吸収します。「洗
濯板」トレールが長距離の場合には、
シート上に一方の膝を付く姿勢を取る
こともよいでしょう。こうすれば、あ
る程度快適になりますし、同時に体を
ゆるめて、車両の制御をすることがで
きます。隠れている岩や、特に最近の
降雪で部分的に隠れている切り株に注
意しましょう。
深雪
深い「粉」雪では、車両が「埋まる」
ことがあります。こうなった場合、可
能な限り大きな円弧を描いて旋回し、
固い雪面を探します。(誰にでも起こり
うることですが、)「埋まって」しまっ
た場合、トラックをスピンさせないで
ください。車両がさらに深く潜ってし
まいます。そうしないで、エンジンを
止め、車両から降りて、車両の後部を
新雪のあるところに移動させます。次
に、車両の前方にある、はっきり見え
る通り道を踏み固めます。大抵数
フィートで十分です。エンジンを再始
動してください。立ち姿勢を取り、む
らなくゆっくりスロットルを引き絞り
ながら、車両をそっと揺すります。車
両のフロントエンドが沈んでいるか、
リアエンドが沈んでいるかを見て、足
をランニングボードの沈んでいない側
の端に置きます。トラックを支えよう
としてトラックの下に異物を置くのは
絶対に止めてください。エンジンが動
作している場合、スノーモービルの前
や後ろに誰もいないようにしてくださ
い。トラックから離れていてくださ
い。回転しているトラックに接触する
と、負傷する恐れがあります。
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凍結した水
凍結した湖や河を走行するのは命取り
になりかねません。水路を走行しない
でください。不慣れな土地にいる場
合、地元の監督官庁または住人に、氷
の状態、入り江、河口、湧き水、速い
水流またはその他の危険について尋ね
てください。スノーモービルを、薄す
ぎてあなたや車両を支えられない氷の
上で走らせないでください。氷上や凍
結した地面の上でスノーモービルを走
行させる場合、何らかの予防措置を執
らないと非常に危険です。まさに氷の
特性そのものが、スノーモービルやあ
らゆる車両をうまく制御することを妨
害します。氷上では、発車、旋回また
は停止のためのトラクションは、雪上
よりずっと少ないです。このため、こ
れらの距離は何倍も必要です。操舵は
最小限にすべきであり、制御不能なス
ピンは常に存在する危険です。氷上で
は、注意深く低速で走行してくださ
い。停止または旋回する場合は、その
ための空間を十分に取ってください。
このことは、特に夜間に当てはまりま
す。
固い圧雪
超圧雪を甘く見ないでください。ス
キーとトラックの両方が十分なトラク
ションを持たず、切り抜けるのが困難
な場合があります。最良のアドバイス
は、速度を落とし、急加速、急旋回、
急ブレーキを避けることです。
上り斜面
スノーモービル走行で出会う丘には2
つの種類があります。木、崖、その他
の障害物がほとんどない開かれた丘
と、真っ直ぐに上ることしかできない
丘です。開かれた丘のアプローチの仕
方は、丘の側面を走るか、ジグザグに
走って上ることです。角度を付けたア
プローチです。膝付き姿勢を取りま
す。体重を常に上り斜面側にかけてく
ださい。安全な速度を維持して、速度
を変動させないでください。1つの方
向へできる限り遠くまで行ってから、
方向を転換します。上り斜面が車両の
反対側に来るようにし、膝を付くのも
他方の脚にします。
真っ直ぐに登坂するのには問題があり
ます。立ち姿勢を選択し、登坂を始め
る前に加速してから、スロットルを緩
めてトラックが滑らないようにしま
す。

いずれの場合でも、車速は傾斜を上る
のに必要な速度にします。頂上に着い
たら必ず速度を緩めます。先に進めな
くなっても、トラックをスピンさせな
いでください。エンジンを停止させ、
スキーを雪から引っ張り出して斜面の
下に向け、スノーモービルの後部を上
に向けて、エンジンを再始動し、ス
ロットルを一定の強さでゆっくり引き
絞って、スノーモービルを低速で発車
させます。まず転倒しない姿勢を取っ
てから、斜面を降ります。
下り斜面
下り斜面を走行する場合は、常に車両
を完全に制御することが必要です。急
斜面では、重心を低くして、両手でハ
ンドルレバーを握ります。スロットル
をわずかに引き絞った状態を維持し
て、エンジンが動作している状態で車
両が斜面を下り降りるようにします。
速度が安全速度を超えた場合、ブレー
キをかけて速度を緩めますが、その場
合ブレーキを軽く繰り返しかけます。
ブレーキを強く掛けないでください。
トラックがロックします。
丘の側面
斜面を横断する場合、または斜面を横
断しながら上ったり下りたりする場合
は、ある手順に従います。すべてのラ
イダーは、車両を安定させるために、
上り斜面の方に体を傾けます。好まし
い運転姿勢は膝付き姿勢です。下り斜
面側の脚をシートに載せ、上り斜面側
の脚をランニングボードに載せます。
あるいは、立ち姿勢を取ります。必要
に応じて素早く体重を移動できるよう
にしておいてください。斜面の横断や
急斜面の走行は、初心者や経験の浅い
人には推奨しません。
雪崩の危険
山岳地帯を走行している場合、雪崩の
危険に留意してください。雪崩は規模
や形態においてさまざまであり、一般
的に地形が険しい場合や、積雪が不安
定な場合に発生します。
新雪、動物、人間、風、スノーモービ
ルは、いずれも雪崩を発生させる可能
性があります。雪崩が発生しうる状況
では、急斜面をハイマーキングまたは
横断しないでください。不安定な積雪
状態では、走行はゆるい斜面に限定さ
れます。風が作った雪庇を避けてくだ
さい。不安定な状況に近づかないの
が、安全な山岳走行のコツです。多分
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最も重要なことは、山岳地帯にいると
きは、日々の状況と危険を承知してお
くことです。スノーモービル走行に出
かける前に、毎日現地の雪崩予報と脅
威を確認し、気象予報士のアドバイス
に留意してください。
山岳地帯で走行する場合は、除雪シャ
ベル、プローブおよび雪崩ビーコンを
常に携行してください。当社は、すべ
てのマウンテンライダーは、地元の雪
崩安全トレーニングコースを受講し
て、積雪状態をよく知るようにし、自
分のスノーモービルを正しく使用する
方法を 学ぶことを推奨します。
下記は重要な情報を提供するウェブサ
イトです。
- 米国：www.avalanche.org
- ヨーロッパ：www.avalanches.org
- カナダ：www.avalanche.ca
軟氷
軟氷は常に避けてください。湖や川を
横断し始める前に、必ず軟氷がないか
確認してください。トラックの行跡に
黒い斑点が現れたら、即座に氷から離
れてください。氷と水は後方に投げら
れて、後続車の通り道に落ちます。車
両を軟氷エリアから抜け出させること
は多大な努力が必要であり、時には不
可能です。
霧またはホワイトアウト
陸上でも水上でも、霧や、視界を制限
する雪が発生することがあります。霧
や激しい降雪の中に進入しなければな
らない場合、ライトを点灯させて低速
で進み、意識を集中して危険がないか
見張ってください。進む道筋に自信が
ない場合は、進まないでください。他
のスノーモービルから安全な距離を取
り、周りがよく見えるようにし、反応
時間を稼いでください。
よく知らない地域
知らないエリアに入った場合は、常に
非常な注意を払って走行してくださ
い。低速で進むようにして、スノー
モービル走行を終了せざるを得なくな
る可能性があるフェンスやフェンス支
柱、道を横切っている小川、岩、不意
の窪み、支え線、および数知れないそ
の他の障害物など、潜在的な危険を十
分認識できるようにしてください。既
存の行跡の上を走行している場合で
あっても、注意してください。次の曲

がり角や丘の頂上の向こうにある物が
見える程度の速度で走行しましょう。
陽光
明るい晴天の日には、あなたの視力は
著しく低下します。太陽と雪から来る
目を眩ませる光は、あなたの視力を低
下させ、雨裂と溝、その他の障害物を
容易に見分けられなくなります。こう
した状況では、常にカラーレンズ付き
のゴーグルを着用してください。
見えない障害物
雪の下に隠れている障害物もありま
す。既成のトレールから外れて走行す
る場合や、森の中を走行する場合は、
速度を下げ、警戒を強めることが必要
です。過度に速く走行すると、小さな
障害物でさえ極めて危険になることが
あります。小さな岩や切り株でさえ、
スノーモービルが制御を失い、ライ
ダーが負傷する恐れがあります。既成
のトレールに留まっていれば、危険に
さらされる可能性が低下します。心を
楽にして、速度を落とし、景色を楽し
んでください。
隠れたワイヤー
隠れたワイヤーがないか常に注意して
ください。一時期農地であった可能性
がある地域では特に注意が必要です。
多くの事故が、スノーモービルが農地
のワイヤー、支柱や道路の近くにある
支え線、道路閉鎖のために使用されて
チェーンやワイヤーに突っ込んで発生
してきました。絶対に低速で走行して
ください。
障害物とジャンプ
吹きだまり、除雪車が作った雪の堆
積、下水溝、または識別できない物体
を無計画にジャンプするのは危険で
す。適切な色のレンズまたはフェイス
シールドを着用していて、低速で走行
していれば、それらを避けることがで
きます。
ジャンプは危険な状況を作り出すこと
があります。着地前に、衝撃を吸収
し、着地時に踏ん張る身構えをしま
す。膝を柔らかくして、ショックアブ
ソーバーのように機能させます。ト
レールが突然落下して見えなくなった
場合、車両の後部に向けて(立って)姿
勢を低くして、スキーを直進位置にし
て、上に向けます。スロットルを幾分
引き絞って、衝撃に対して踏ん張りま
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す。膝を柔らかくして、ショックアブ
ソーバーのように機能させます。
旋回
地面の状態により、スノーモービルを
旋回またはコーナリングさせる好まし
い方法が2つあります。大部分の雪面
では、「身体言語」が旋回の要点で
す。体を旋回の内側に傾け、体重を内
側にある脚にかけて、トラックの下に
「バンキング」状態を作り出します。
この姿勢を取り、自分の体を可能な限
り前方に持っていくと、重量は内側の
スキーに移動します。
時として、深雪の中で車両の向きを変
える唯一の方法が、スノーモービルを
引っ張って旋回させることである場合
もあります。力を出しすぎないでくだ
さい。支援を求めてください。常に、
背中ではなく自分の脚を使って持ち上
げることを覚えていてください。

道路の横断
時に、道路脇の溝や雪の堆積を超え
て、道路にアプローチすることになる
ことがあります。容易に登れると分か
る場所を選んでください。立ち姿勢
で、雪の堆積の頂上に到達するのに
ちょうど必要な速度で前進します。堆
積の最上部で完全に停止し、通行する
自動車がなくなるまで待ちます。道路
に降りるタイミングを判断します。道
路は90°で横断します。道路の反対側
にも雪の堆積があった場合、車両の後
部近くに足を置きます。スノーモービ
ルは剥き出しの舗道上で動作するよう
にはできていません。そのような路面
で操舵することはより困難であること
を思い出してください。

線路の横断
線路に乗らないでください。それは違
法です。線路と線路用地は私有財産で
す。スノーモービルは列車に勝てませ
ん。線路を横断する前に、目を凝ら
し、耳を澄ましてください。
夜間走行
一定の時間の自然光と人工光の量は、
あなたの見る能力とみられる能力に影
響を与えます。夜間のスノーモービル
走行は楽しいものです。自分の可視性
の低下を認めたとしても、それは比類
のない体験です。出発する前に、ライ
トが汚れておらず、正しく点灯するこ
とを確認してください。前方に未知の
または危険な物体を見つけたときに間
に合うように停止できる速度で走行し
てください。既成のトレールに留ま
り、不慣れな地域には絶対に進入しな
いでください。川と湖は避けてくださ
い。支え線、有刺鉄線のフェンス、
ケーブルが張ってある道路入り口、お
よび木の枝などのその他の物体は、夜
間見つけるのが困難です。単独では走
行しないでください。必ず懐中電灯を
携帯してください。住宅地に進入しな
いでください。他の人たちの安眠する
権利を尊重してください。
グループでの走行
発車する前に、グループを率いる「ト
レールボス」と、グループの最後尾に
付く人を指名してください。グループ
のすべてのメンバーが提案されている
ルートと目的地を知っていることを確
認します。すべての必要なツールと装
備を携帯していることと、ツーリング
を完了させるのに十分な燃料を搭載し
ていることを確認します。トレールボ
ス、さらに言えば、他のどのスノー
モービルも追い越してはいけません。
全面的に手信号を使用して、危険の存
在と方向転換の意図を伝えます。必要
な場合は、いつでも他の人を支援して
ください。
各スノーモービル間で安全な距離を保
つことは常に重要です。常に安全な間
隔を維持し、十分な停止距離を保ちま
す。先行車にぴったりくっついて走行
しないでください。先行車の位置を
知っておいてください。
シグナル
停止したい場合は、手を真っ直ぐ頭の
上に上げます。左折する場合は、左手
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を左方向に真っ直ぐ伸ばします。右折
する場合は、左腕を伸ばして、左手を
垂直に挙げ、肘が直角になるようにし
ます。すべてのスノーモービルオペ
レーターは、信号を後続する他のス
ノーモービルオペレーターにリレーし
ます。
トレール停止
可能であれば、停止する場合は常にト
レールの端に止めます。こうすれば、
トレールを使用する他のスノーモービ
ルオペレーターへの危険が減ります。
トレールと標識
トレール標識は、トレール内にいるス
ノーモービルを制御、指示または規制
するのに使用されます。スノーモービ
ル走行する地域で使用されているすべ
ての標識を熟知してください。
環境
野生生物は、あなたがスノーモービル
走行する日を祝福します。スノーモー
ビルの行跡は、動物が一つの地域から
別の地域に移動するができる固い地面
を提供します。野生生物を追いかけた
り、困らせたりして、この特権を台無
しにしないでください。動物は、疲労
し、消耗すれば死ぬこともあります。
野生生物の保護や餌付けに使用されて
いると公表されているエリアには立ち
入らないでください。
運良く野生生物に出会ったら、スノー
モービルを止めて、静かに観察しま
しょう。
当社が支持するガイドラインは、あな
たのスノーモービル走行の楽しみを制
限するためのものではなく、スノー
モービル走行においてだけ経験できる
すばらしい自由を保護するためのもの
です！これらのガイドラインは、ス
ノーモービル使用者の健康と喜びを維
持し、自分が知っていて享受している
お気に入りのウインタースポーツを、
他の人たちに紹介することができるよ
うにします。それゆえ、次回、さわや
かで空気が澄んでいて晴れた冬の日に
トレールを走行するとき、自分がこの
スポーツの未来への道を開いているこ
とを思い出してください。私たちを正
しい道に導いてください！BRPの全社
員は、あなたがご自分の任務を果たし
ていることに感謝しています。
スノーモービル走行より楽しいものは
ありません。荒野を横断するスノー

モービルトレールはわくわくする健康
なウインタースポーツです。ところ
が、レクリエーションパークを使用す
る人の数が増えるにつれて、環境に害
を与える可能性も増大しました。土
地、施設および資源の乱用は、不可避
に私有地と公有地両方の制限と閉鎖に
つながります。
実際には、スノーモービルスポーツに
対する最大の脅威は、私たちを取り囲
むすべてなのです。このため、私たち
は1つの論理的な選択をせざるを得な
いのです。スノーモービルで走行する
場合、私たちは常に責任を持って走行
しなければなりません。
大多数の人は法律を守り、環境を大切
にします。私たちのそれぞれは、老若
を問わず、スノーモービルの初心者た
ちのための1つの実例となる必要があ
るのです。
私たちのレクリエーションエリアに控
えめに立ち入ることがすべての人の最
良の関心事です。と言うのも、長期的
に見れば、スノーモービリングを保護
するために、環境を保全しなければな
らないからです。
BRPは、この問題の重要性と、保全地
域で自分たちの役割を全うし、スノー
モービル走行の享受を可能にするとい
うスノーモービル使用者のニーズを認
識した上で、スノーモービル使用者た
ちのための「控えめな雪原走行こそ賢
いそり遊び」キャンペーンを行ってい
るのです。
「控えめな雪原走行」は、私たちのト
ラックの行跡以上のことを意味しま
す。この言葉は、率先し、行動を起こ
す関心、尊重および意志を述べたもの
です。それは、一般的に環境に、さら
にはそれに対する適切なケアとメンテ
ナンス、野生生物、ならびにアウトド
アを楽しむすべてのマニアおよび一般
大衆に適用されます。この主題に関し
て、当社は、環境を大切にすること
は、スノーモービル製造業の未来に
とってだけでなく、未来の世代にとっ
て重大であることを、すべてのスノー
モービル愛好者に覚えておいていただ
きたいと思っています。
「控えめな雪原走行」とは、スノー
モービリングの喜びに対するあなたの
欲求を抑えるべきだと言っているので
はまったくありません！それは単に敬
意を持って自然に踏み入ることを意味
しているのです！
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「控えめな雪原走行」の根本的な目標
は、スノーモービルで走行する場所と
仕方に敬意を払うという目標なので
す。以下の原則を遵守すれば、あなた
は控えめな雪原走行をする人です。
知識があること。地図、規制、および
林野庁や他の公有地所轄官庁が提供す
るその他の情報を入手してください。
規則を学び、規則に従いましょう。こ
のことは制限速度にも当てはまりま
す！
幼木、低木、草の上を走行するのは避
け、木を切らないでください。平地
や、トレールライディングの人気の高
い土地では、許可されているところだ
けを走行することが重要です。環境を
保護することと、自分の身の安全を図
ることはリンクしているのです。
野生動物を大切にしましょう。子供を
育てている動物や、食料にありつけて
いない動物には特に注意しましょう。
ストレスは蓄えられている少ないエネ
ルギーを弱めてしまいます。動物だけ
が歩き回ることになっている地域でス
ノーモービル走行をしないでくださ
い！
閉鎖されているゲートや規制標識に
従ってください。ゴミを捨てないでく
ださい。
自然保護区域に立ち入らないでくださ
い。そのような区域はすべての車両が
進入禁止です。境界がどこにあるか
知っておいてください。
私有地を横切る場合は許可を得てくだ
さい。土地所有者の権利や他の人々の
プライバシーを尊重してください。ス
ノーモービル技術は騒音を大幅に低下
させましたが、静寂が「日常の当然の
ことである」場所では、エンジンの回
転を上げないでください。
スノーモービル使用者は、スノーモー
ビリングの歴史を通して、人々が安全
かつ責任を持ってスノーモービル走行
できる地域にアクセスするために重ね
た努力を極めてよく知っています。こ
の努力は今日も、かつて以上に継続さ
れています。
私たちがスノーモービル走行する地域
を大切にすることは、それがどの地域
であっても、その地域での将来の楽し
みを確保する唯一の方法です。これこ
そが、当社があなたが「控えめな雪原
走行」こそ賢いそり遊びであることに
同意すると思う主な理由です。さらに
まだあります。

冬とそのすべての自然界の雄大な驚異
を見る機会を享受することは、スノー
モービル使用者が大事にする体験で
す。控えめな雪原走行はこの機会を保
存し、私たちが他の人たちに冬の美し
さとスノーモービル走行の比類のない
スリルを体験させるのを可能にしま
す！控えめな雪原走行は、スノーモー
ビリングの成長に役立ちます！
最後に、控えめな雪原走行は、賢いス
ノーモービル使用者の印です。あなた
がスノーモービルに乗れることを示す
ために、処女林に大きな行跡を残した
り、傾斜走行する必要はありません。
高性能なSki-Doo、スポーティなMXZ™
スノーモービル、またはその他のどこ
の製品やどのモデルを運転するのであ
ろうと、自分がしていることを理解し
ていることを示してください。雪の飛
ばし方を知っていることを示し、軽い
タッチで行跡を残しましょう！
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トラクション強化製品
注：このセクションは、BRPが特製ス
タッドの取付けを認定した、工場取り
付けトラックを搭載するスノーモービ
ルについて説明します。

警告
スタッドの取り付けを認定されてい
ないトラックに、スタッドを取り付
けないでください。非認定トラック
にスタッドを取り付けると、トラッ
クが裂けたり、ばらばらになったり
する危険性が増大します。

警告
この車両モデルのトラックにはス
タッドを取り付けることができま
す。ただし、これらのSki-Dooスノー
モービルに使用できるのは、BRP認
定タイプのスタッドだけです。ト
ラックの厚さが他の標準トラックよ
り薄いので、従来型のスタッドを絶
対に使用しないでください。従来型
のスタッドはトラックを引き裂き、
車両から分離させる恐れがありま
す。現在の専用スタッドの入手可能
性や用途については、正規Ski-Doo
ディーラーにご相談ください。
スノーモービルのアグレッシブスキー
カーバイドランナーやスタッドなど、
トラクション強化製品は、スノーモー
ビルの挙動、特に操作性、加速性、お
よび制動性を変化させます。
トラクション強化製品を使用すると、
圧雪や氷へのグリップがよくなります
が、軟雪では顕著な効果はありませ
ん。このため、トラクション強化製品
を装備したスノーモービルを運転する
には、一定の適応期間が必要です。ス
ノーモービルがトラクション強化製品
を搭載している場合、必ず、長時間か
けて、旋回、加速および制動するとき
のスノーモービルの挙動に慣れてくだ
さい。
また、スノーモービルのトラクション
強化製品に関する現地の規制を必ず確
認してください。必ずスノーモービル
を責任を持って運転し、環境や他の
人々の財産を大切にしてください。

操作性
よりアグレッシブなスキーカーバイド
ランナーやスタッドなど、トラクショ
ン強化製品を使用すると、スノーモー
ビルは、フロントとリアの両方で地面
のグリップが向上します。このため、
スノーモービルのフロントとリアのバ
ランスが取れるように、カーバイドラ
ンナーを使用して、スキーのグリップ
を向上させることが必要です。出来合
いのカーバイドスキーランナーでも悪
くはありませんが、それらは最適な制
御を提供しません。最適な制御は、オ
ペレーターの個人的な好み、ライディ
ングスタイル、およびサスペンション
の調整の仕方に依存するからです。

警告
スノーモービルのフロントとリアの
トラクション強化製品が正しく組み
合わせられていないために、フロン
トとリアのバランスが取れていない
場合、スノーモービルはオーバース
テアやアンダーステアになりがち
で、制御を失う恐れがあります。

オーバーステア
ある条件下で、リアトラックにスタッ
ドを付けないで、よりアグレッシブな
スキーカーバイドスキーランナーを使
用すると、スノーモービルはオーバー
ステアになる恐れがあります。イラス
トをご覧ください。

オーバーステア

アンダーステア
ある条件下で、トラックにスタッドを
使用して、スキーによりアグレッシブ
なカーバイドスキーランナーを装着し
ていない場合、スノーモービルはアン
ダーステアになる恐れがあります。イ
ラストをご覧ください。
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アンダーステア

制御された走行
カーバイドスキーランナーとトラック
用のスタッドをバランスよく組み合わ
せると、十分な制御とよりより操作性
が確保されます。イラストをご覧くだ
さい。

制御された走行
加速
トラックにスタッドを使用すると、圧
雪や氷の上でのスノーモービルの加速
がよくなりますが、軟雪では顕著な効
果がありません。スタッドを使用する
と、ある条件下では、トラクションの
急激な変動が生じることがあります。

警告
スノーモービルが制御不能になると
いう不測の出来事を回避するために
は、以下のようにしてください。
- 必ずスロットルを控えめに引き締

めてください。
- 絶対に、トラックをスピンさせて

スノーモービルの後部を滑らせな
いでください。

このような行為をすると、異物や氷
が激しく後方に飛ばされ、近くにい
る人を負傷させ、後続するスノー
モービルを損傷させる恐れがありま
す。

ブレーキ
加速時と同様、トラックにスタッドを
使用していると、圧雪や氷の上での制
動能力が上がりますが、軟雪では顕著
な効果はありません。このように、制
動は、ある条件下では突然変化しま
す。制御を失う恐れがある不測の出来
事を避けるために、制動中は必ず自制
して、トラックをブロックしないよう
にしてください。
重要な安全規則

警告
スノーモービルのそばにいる人が重
傷を負わないようにするために、以
下のことを行ってください。
- 決して動作しているトラックの後

ろやそばに立たないでください。
- トラックを回転させる必要がある

場合は、必ずリアデフレクターパ
ネルが付いた、底面の広いスノー
モービルスタンドを使用してくだ
さい。

- トラックを引き上げて地面から離
す場合は、一番低い速度で動作さ
せてください。

遠心力により、異物、損傷もしくは
脱落したスタッド、裂けたトラック
の断片、または裂けたトラックが丸
ごと、恐ろしい力でトンネルから後
方に激しく飛ばされる恐れがありま
す。
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スタッド付きトラックを装着
した場合の、スノーモービル
の寿命への影響
トラクション強化製品を使用すると、
スノーモービルのあるコンポーネント
への負荷と応力が増大し、振動レベル
が上昇する恐れがあります。これによ
り、ベルト、ブレーキライニング、ベ
アリング、チェーン、チェーンケース
スプロケットなどの部品の早期摩耗が
生じ、また認定スタッド付きトラック
が早く摩耗して、トラックの寿命が短
くなる恐れがあります。使用する前に
毎回、必ずトラックを目視点検してか
ら作業を進めてください。詳細につい
ては、メンテナンス手順のセクション
のトラックを参照してください。
また、トラックに付けたスタッドは、
ご使用のモデル専用に設計されたトン
ネルプロテクターを装備してしない
と、スノーモービルに深刻な損傷を与
えることがあります。電気配線の損傷
や熱交換器のパンチ穴は、潜在的な危
険要因です。エンジンがオーバーヒー
トし、深刻な損傷を受ける恐れがあり
ます。

警告
トンネルプロテクターが過度に摩耗
している、または装備されていない
と、ガソリンタンクに穴が開いて、
火災が発生する恐れがあります。
注記 ディーラーに、ご使用のスノー
モービルが必要とする適切なトンネル
プロテクターモデルとキット番号をお
尋ねください。
注：BRP限定保証書をご覧になって、
スタッドの使用に関連してどのような
保証の制限があるかを確認してくださ
い。

BRP認定トラックへのスタッ
ドの取り付け

警告
スタッドの取り付けを認定されてい
ないトラックに、スタッドを取り付
けないでください。トラック表面に
型押しされているスタッドシンボル
マーク (下図参照) で識別できます。
非認定トラックにスタッドを取り付
けると、トラックが裂けたり、ばら
ばらになったりする危険性が増大し
ます。

トラックシンボルマーク
1. 認定
2. 非認定
安全で適切な取付を確保するために、
BRPはスタッドをディーラーで取り付
けてもらうことを推奨します。
- BRP認定専用スタッドだけを使用し

てください。
- スノーモービルのトラックの側面

より9.5 mm以上高いスタッドを使
用しないでください。

スタッドの取り付け
1. スタッドサイズ
2. 食い込み幅6.4 mm ～ 9.5 mm
3. トラックラグの高さ
4. トラックベルトの厚さ
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警告
- 現在の専用スタッドの入手可能性

や用途については、正規Ski-Doo
ディーラーにご相談ください。

- 従来型のスタッドを取り付けるト
ラックの厚さは当社の標準トラッ
クより薄いので、決してそのよう
なスタッドを使用しないでくださ
い。従来型のスタッドを使用する
と、トラックが裂け、車両から分
離する恐れがあります。

- スタッドは、トラック表面に型押
しされたバルジが指し示す位置に
だけ取り付けてください。トラッ
クモデルの一部には2種類の型押
しバルジがあります。三角形と円
です。トラック表面に型押しされ
ている警告を見て、どちらを使用
するか確認してください。

- 側面の高さが35 mm 以上のト
ラックには、絶対にスタッドを取
り付けないでください。

- 取り付けるスタッドの数は、常に
トラックの型押しバルジのパター
ンに完全に適合していなければな
りません。

- ディーラーにスタッドとランナー
を取り付けさせる前に、必ずトラ
クション製品メーカーの取付指示
書と推奨事項を参照してくださ
い。スタッドボルトのトルク基準
値を遵守することは極めて重要で
す。

間違った数のスタッドを取り付ける
と、または間違った取り付け方をす
ると、トラックが裂けたり、ばらば
らになったりする危険性が増大しま
す。

メンテナンス／交換
使用する前に毎回、トラックを目視点
検してから、作業を進めてください。
以下のような不具合を探してくださ
い。
- トラックに穴が開いていないか
- トラックに裂け目がある (特にス

タッド付きトラックのトラクショ
ンホールの周辺)

- ラグが破損または断裂している、
ロッドの露出している部分

- ラバーの剥離
- ロッドの破損

- スタッドの破損 (スタッド付きト
ラック)

- スタッドが曲がっている(スタッド
付きトラック)

- スタッドが脱落している
- スタッドが裂けてトラックから外

れている
- トラックガイドが脱落している
- また、スタッドナットが推奨トル

クで締め付けられていることを確
保してください。

認定されたスタッド付きトラックで
は、破損または損傷したスタッドはた
だちに交換してください。トラックに
劣化の兆候があれば、ただちに交換す
る必要があります。疑問がある場合
は、ディーラーに尋ねてください。使
用する前に毎回、必ずトラックを目視
点検してから作業を進めてください。

警告
トラックまたはスタッドが損傷して
いるときに走行すると、制御不能に
なる恐れがあります。
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重要な製品貼付ラベル
ハングタグ

代表例

車両警告ラベル
これらのラベルは、オペレーター、同
乗者またはその場に居合わせる人の安
全のために、車両に貼ってあります。
以下のラベルが車両に貼付されていま
す。それらは車両の恒久的一部である
と考えてください。デカールが紛失ま
たは損傷した場合、無料で再貼付でき
ます。正規Ski-Dooディーラーに相談
してください。
注：このガイドおよび製品に何らかの
矛盾がある場合、製品の警告ラベルが
このガイドのラベルよりも優先されま
す。

安全に関する情報 27



代表例

代表例

代表例

ラベル 1

ラベル 2 - 1 UPモデル
1. ここに座らないでください。

28 安全に関する情報
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ラベル 3

ラベル 4 - 該当モデル

ラベル 5

ラベル 6

ラベル 7

ラベル 8
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ラベル 9

ラベル 10
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ラベル 11

ラベル12 - ヨーロッパモデル

ラベル13 - ブレーキディスクガード上（ベ
アメタル開口部）

ラベル13 - ブレーキディスクガード上（塗
装開口部）

ラベル14 - ガス充填ショックアブソーバー
上

ラベル15
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適合ラベル

代表例

EPA適合ラベル

この車両は無鉛ガソリンで走行することが認可されてお
り、スノーモービルSIエンジンに適用される米国
環境保護庁の規制に適合しています。

ラベル1代表例-エンジンコンパートメント
内
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SSCCラベル
スノーモービルの安全規格は、BRPが
その誇りある会員である、スノーモー
ビル安全認証委員会 (SSCC) によって
採用されました。スノーモービルがこ
れらの標準に適合しているという保証
は、車両の右側垂直部にある認証ラベ
ルを見れば簡単に確認できます。
以下のラベルは、独立試験機関がSSCC
安全規格に適合していることを確認し
たことを示します。

ラベル 2
技術情報ラベル

代表例

代表例

ラベル1

ラベル 2

ラベル 3

フューエルキャップ– AKI (RON+MON)/2
オクタン価が示されたポンプを使用してい
る国の場合

フューエルキャップ–RONオクタン価を使
用している国の場合
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このページは
意図的に空白になっています



車両についての情報
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コントローラー類、計器類および装置
注：機能の一部はご使用のモデルに該当しない、またはオプションである可能
性があります。
注：一部の車体の警告ラベルは図に表示されていません。車両の警告ラベルの
情報については車両警告ラベルのセクションを参照してください。

SUMMITモデル

36



代表例 - RENEGADEモデル

代表例 - SUMMITモデル
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代表例 - RENEGADEモデル

代表例 - SUMMITモデル
1)ハンドルバー
ハンドルバーはスノーモービルの操舵
を制御します。ハンドルバーが右また
は左に回転するとき、スキーは右また
は左に回転して、スノーモービルを操
舵します。

警告
高速で後退しながら旋回すると、安
全と制御の喪失につながる恐れがあ
ります。

2)スロットルレバー
スロットルレバーはハンドルバーの右
端にあります。
親指で作動するようにできています。
レバーを押すと、エンジン回転数が上
昇します。レバーを放すと、自動的に
アイドリング回転数になります。

代表例
1. スロットルレバー
2. 加速時
3. 減速時

警告
エンジンを始動するたびに、スロッ
トルレバーの動作をテストしてくだ
さい。レバーを放したら、停止位置
に戻らなければなりません。そうで
ない場合、エンジンを始動できませ
ん。

3)ブレーキレバー
ブレーキレバーはハンドルバーの左端
にあります。
レバーを引くと、ブレーキがかかりま
す。レバーを放すと、自動的に停止位
置に戻ります。制動効果は、レバーに
かかる圧力と、地面の種類と雪の深さ
に比例します。
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代表例
1. ブレーキレバー
2. ブレーキをかける
4)パーキングブレーキレバー
パーキングブレーキレバーはハンドル
バーの左端にあります。
パーキングブレーキは、スノーモービ
ルを駐車する場合、必ず使用してくだ
さい。

代表例
1. パーキングブレーキレバー

警告
スノーモービルを動作させるとき
は、パーキングブレーキが完全に解
除されていることを確認します。車
両で走行するとき、レバーを引き続
けると、ブレーキパッドが引っ張ら
れることになり、その結果ブレーキ
システムが損傷し、制動能力の喪失
や火災が発生する恐れがあります。

パーキングブレーキをかける
ブレーキをかけ続けてから、図に示す
ように、パーキングブレーキレバーを
使用してブレーキレバーをロックしま
す。

代表例 -エンジンメカニズム
手順 1： ブレーキをかけ続けます
手順 2： パーキングブレーキレバーを使用

して、ブレーキレバーをロックす
る

パーキングブレーキを解除する
ブレーキレバーを引きます。パーキン
グブレーキレバーは自動的に元の位置
に戻ります。走行する前に必ずパーキ
ングブレーキを解除します。
5)エンジンカットオフスイッ
チ
エンジンカットオフスイッチ（テザー
コード）はコンソールの右側にありま
す。
車両の動作を可能にするために、テ
ザーコードキャップは、しっかりエン
ジンカットオフスイッチに取り付けて
おいてください。
注：エンジン始動後、設定済みD.E.S.S.
キー(テザーコードキャップ)が正しく
エンジンカットオフスイッチに取り付
けてあれば、ブザー音が2回鳴ります。
さらにブザー信号が鳴った場合、モニ
タリングシステムにD.E.S.S.故障コード
情報がないか確認してください。
テザーコードキャップをスイッチから
引き抜くと、エンジンが停止します。

警告
エンジン始動前に、必ずテザーコー
ドハトメを衣服に取り付けておいて
ください。
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D.E.S.S. (デジタル暗号化セキュリ
ティシステム)
テザーコードキャップにはD.E.S.S.キー
が付いていて、それはお客様とそのス
ノーモービルに従来型のロックキーに
等しいセキュリティを提供します。
D.E.S.S.キーは、恒久的に記憶されてい
る一意のデジタルコードを備えている
電子チップを内蔵しています。
正規Ski-Dooディーラーは、お買い求
めのスノーモービルがテザーコード
キャップのD.E.S.S.キーを認識して、車
両の操作が可能になるように、D.E.S.S.
を設定しました。
D.E.S.S.を設定していない別のテザー
コードを使用する場合、エンジンは始
動しますが、車両を動かすドライブ
プーリー連結速度には達しません。
テザーコードキャップに泥や雪が付い
ていないことを確認してください。
D.E.S.S. 柔軟性
正規Ski-Dooディーラーは、スノーモー
ビルのD.E.S.S.を、最多8個の異なるキー
を受け付けるように設定できます。
当社は、正規Ski-Dooディーラーから
追加のテザーコードを購入することを
推奨します。2個以上のD.E.S.S.を装備
するSki-Dooスノーモービルを所有し
ている場合、正規Ski-Dooディーラー
は、そのそれぞれが他の車両のD.E.S.S.
キーを受け付けるように設定できま
す。
6)緊急エンジン停止スイッチ
緊急エンジン停止スイッチはハンドル
バーの右端にあります。
プッシュプルタイプのスイッチです。
緊急時にエンジンを停止させるには、
OFF位置 (ダウン) を選択し、同時にブ
レーキをかけます。再始動するには、
ボタンをON位置(アップ)に入れます。

オフ位置
エンジンを始動するには、スイッチは
ON位置 (アップ) になければなりませ
ん。

所定の位置
すべてのスノーモービルオペレーター
は、最初の遠出のときに緊急エンジン
停止スイッチを複数回使用し、またそ
の後エンジンを止めるときにはいつで
も同スイッチを使用して、その機能に
習熟してください。そのようにすれ
ば、エンジン停止手順が反射行動にな
り、緊急エンジン停止スイッチを使用
することが必要な緊急事態に対するオ
ペレーターの心構えを作ります。

警告
不具合が疑われる緊急事態のために
スイッチを使用した場合、エンジン
を再始動する前に不具合の原因を特
定し、不具合を解消してください。
整備については正規Ski-Dooディー
ラーに相談してください。
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7)多機能スイッチ
（RenegadeBackcountry）
多機能スイッチはハンドルバーの左側
にあります。

代表例
1. 始動／電子リバースボタン
2. ヘッドライトディマースイッチ
3. グリップヒータースイッチ
4. スロットルレバーヒータースイッチ
5. モード／セットボタン
始動／電子リバースボタン
電気始動モデルでは、エンジンを始動
するために押してください。基本手順
のセクションのエンジン始動手順を参
照してください。
エンジンが始動したら、電子リバース
を作動させてください。手順について
は、基本手順のセクションのエンジン
リバース (RER)を参照してください。
ヘッドライトディマースイッチ
押してハイまたはロービームを選択し
ます。エンジンが動作しているとき
は、ライトが自動で点灯します。
グリップヒータースイッチ
注： 2,000 rpm未満では、グリップ
ヒーターの能力が50%に制限されま
す。
手を快適な温度に保つには、スイッチ
を必要なだけ押して温度の強弱を選択
します。

代表例
1. グリップヒータースイッチ
2. 温度を上げる
3. 温度を下げる
注：スイッチを放すと、ディスプレイ
は燃料タンクレベルに戻ります。
温度の強弱は、デジタルディスプレイ
に表示されます。
注：強弱には9段階の設定がありま
す。

温度の強弱の表示
1. 温度が低い
2. 温度が高い
ゲージ上にバーが表示されなければ、
グリップヒータースイッチはオフにな
ります。
スロットルレバーヒータースイッ
チ
注： 2,000 rpm未満では、スロットル
レバーヒーターの能力が50%に制限さ
れます。
親指を快適な温度に保つには、スイッ
チを必要なだけ押して温度の強弱を選
択します。
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代表例
1. スロットルレバーヒータースイッチ
2. 温度を上げる
3. 温度を下げる
注：温度の強弱は、スロットルレバー
スイッチを作動させることでデジタル
ディスプレイに表示されます。強弱に
は9段階の設定があります。スイッチ
を放すと、ディスプレイは燃料タンク
レベルに戻ります。

温度の強弱の表示
1. 温度が低い
2. 温度が高い
ゲージ上にバーが表示されなければ、
スロットルレバーヒーターはオフにな
ります。
8)始動／電子リバースボタン
（Summit SP）
始動／電子リバースボタンはハンドル
バーの左側にあります。
電気始動モデルでは、エンジンを始動
するために押してください。詳細は、
基本手順のセクションのエンジン始動
手順を参照してください。
エンジンが始動したら、電子リバース
を作動させてください。詳細は、基本

手順のセクションのエンジンリバース
(RER)を参照してください。

1. 始動／電子リバースボタン
9)ヘッドライトディマース
イッチ（Summit SP）
押してハイまたはロービームを選択し
ます。エンジンが動作しているとき
は、ライトが自動で点灯します。

1. ヘッドライトディマースイッチ
10)グリップヒータースイッ
チ（Summit SP）
注： 2,000 rpm未満では、グリップ
ヒーターの能力が50%に制限されま
す。
手を快適な温度に保つには、スイッチ
を必要なだけ押して温度の強弱を選択
します。
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強弱の変更
1. グリップヒータースイッチ
2. 温度を上げる
3. 温度を下げる
温度の強弱は、多機能ディスプレイに
表示されます。
注：強弱には9段階の設定がありま
す。スイッチを放すと、ディスプレイ
はエンジンクーラント温度 (装備され
ている場合) に戻ります。

温度の強弱の表示
1. 温度が低い
2. 温度が高い
ゲージ上にバーが表示されなければ、
グリップヒータースイッチはオフにな
ります。
11)スロットルレバーヒー
タースイッチ（SummitSP）
注： 2,000 rpm未満では、スロットル
レバーヒーターの能力が50%に制限さ
れます。

親指を快適な温度に保つには、スイッ
チを必要なだけ押して温度の強弱を選
択します。

強弱の変更
1. スロットルレバーヒータースイッチ
2. 温度を上げる
3. 温度を下げる
注：温度の強弱は、スロットルレバー
スイッチを作動させることで多機能
ディスプレイに表示されます。強弱に
は9段階の設定があります。スイッチ
を放すと、ディスプレイは燃料タンク
レベルに戻ります。

温度の強弱の表示
1. 温度が低い
2. 温度が高い
ゲージ上にバーが表示されなければ、
スロットルレバーヒーターはオフにな
ります。
12)シートラッチ
運転席を取り外して、シートベース内
にあるオペレーターズガイドを取り出
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したり、メンテナンスを行うことがで
きます。
シートラッチは、シート前側にありま
す。
シートの取り外し
シートクッション前側を引いて、シー
トをしっかり前方に押してラッチを解
除し、タブを引いてシートのロックを
解除します。

代表例
1. シートラッチ

1. シートラッチ
シートラッチを引いたままで、シート
を後方に引きます。

代表例
手順 1： シートを前方に押す
手順 2： シートラッチを引いたままにする
手順 3： シートを後方に引く
シートの取り付け
注記 シートと燃料タンクの間に物を
載せて走行すると、燃料タンクに損傷
を与える恐れがあります。決してシー
トと燃料タンクの間に物を置かないで
ください。
シートを所定位置に置きます。
ラッチが所定位置にかかるまでシート
を前方に押します。

代表例
手順 1： シートを所定位置に置く
手順 2： ラッチがかかるまでシートを前方

に押す
注：このとき、カチッという感覚が
はっきりと感じられます。強く引いて
ラッチがかかっていることを確かめ
て、シートが固定されていることを再
度確認してください。
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代表例 -取り付けられたシート

警告
走行前にシートがしっかり掛かって
いることを確認します。

13)車載工具
車両には、基本的なメンテナンスを行
うための工具を含む車載工具がありま
す。
工具は、プーリードライブガード上に
あります。
注記 工具がCVT（無段変速機）に接
触しないよう正しく固定されているこ
とを確認してください。ドリブンプー
リーエクスパンダーはスターターク
リップに挿入されています。

代表例
1. 非常用ロープ
2. レンチ
3. ドリブンプーリーエクスパンダー
4. サスペンション調整ツール
5. スタータークリップ
14)フロントおよびリアバン
パー
スノーモービルを手で持ち上げるとき
にはいつでも使用します。

注意負傷しないように注意して、
適切な持ち上げ方をします。特に脚力
を利用して持ち上げてください。自分
の限界を超えると考えられる場合は、
車両の後部を持ち上げようとしないで
ください。可能であれば、適切なリフ
ト装置を使用するか、持ち上げる力を
分担してもらうために人に手伝っても
らいます。

代表例 -フロント部
1. フロントバンパー
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代表例 -リア部
1. リヤバンパー
注記 スノーモービルを引っ張るまた
は持ち上げるためにスキーを使用しな
いでください。
15)アナログ／デジタルゲー
ジ（Renegade
Backcountry）

警告
ゲージのデジタル表示を見ている
と、車両の運転時に気が散り、周囲
を見回すことができなくなる可能性
があります。

ゲージの説明

アナログ／デジタルゲージ（標準）
1. スピードメーター
2. タコメーター（rpm）
3. ゲージデジタルディスプレイ
4. パイロットランプ
5. ゲージセット（S）ボタン
注：ゲージは工場であらかじめヤード
ポンド単位に設定されていますが、
メートル単位に変更することもできま

す。単位の設定については、正
規Ski-Dooディーラーにお問い合わせ
ください。
1）スピードメーター
車速を計測します（単位はマイル/hま
たはkm/h（設定による））。

ゲージの左側
2) タコメーター（rpm）
1分当たりのエンジン回転数（rpm）
を計測します。メーター上の数字を
1,000 倍した値が実際の回転数です。

ゲージの右側
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3)デジタル表示

1. デジタル表示
多機能ディスプレイを使用して、次を
行えます：
- 電源投入時のウェルカムメッセー

ジの表示(WELCOME)
- キー認識メッセージの表示(KEY)
- オペレーターの選択によるさまざ

まな表示の提供
- 様々な機能または動作モードの起

動または変更
- 機能の起動やシステムの故障に関

するスクロールメッセージの表示
- 故障コードの表示。

警告
車両走行中には、決して多機能デジ
タルゲージを調整または機能設定し
ないでください。

4) パイロットランプおよびメッ
セージ

代表例—パイロットランプ
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通常のパイロットランプの情報については下の表を参照してください。異常時の
パイロットランプの詳細はモニタリングシステムのセクションを参照してくださ
い。

説明ブザー
パイロッ
トランプ
オン

噴射オイル残量が少なくなっています。安全な場
所に車両を止めてから、噴射オイルリザーバーに
オイルを補充します。

5分ごとに4回の
短いブザー音

燃料残量が少なくなっています。燃料レベル表示
がバー1本だけになっています。可能な限りすぐ
に燃料タンクに燃料を補充してください。

—

リバースが選択されています。
長いブザー音が
ゆっくり繰り返

し鳴る
リバースが作動しませんでした。再試行してくだ
さい。

3回の短いブ
ザー音

ハイビームヘッドライトが選択されています。—

通常の走行の前に、エンジンや噴射オイルを温め
る必要があります。希望の温度に達するまではエ
ンジン回転数が制限されます。

——

5) セット（S）ボタン
ゲージ多機能ディスプレイ内の移動、
調整またはリセットを行うためのボタ
ンです。
設定を記憶させるには、エンジンを作
動させなければなりません。
注：同じ機能を持っている多機能ス
イッチのセット（S）ボタンも使用で
きます。
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ゲージの特長
ゲージの特長

機能
XA) オドメーター
XB)トリップメーター「A」または「B」
XC) 走行時間メーター
XD) 燃料レベル

OptE) エンジンクーラント温度 (1)

XF) エンジン保管モード
XG) グリップヒーターの温度の強弱

XH)スロットルレバーヒーターの温度の
強弱
X = 標準機能
Opt = オプションで利用可能な機能
(1) クーラント温度はオプションパッケージです。詳細はSki-Dooディーラーに
お問い合わせください。

注：ディスプレイは工場であらかじめ
ヤードポンド単位に設定されています
が、メートル単位に変更することもで
きます。単位の設定については、正
規Ski-Dooディーラーにお問い合わせ
ください。
A) オドメーター
総走行距離を記録します。
セット（S）ボタンを押して、オドメー
ターモードを選択します。

1. オドメーターモード

B) トリップメーターAまたはB
トリップメーターは、リセットされた
時点からの走行距離を記録します。
セット（S）ボタンを押してトリップ
メーター（TRIP A/TRIP B）モードを選
択します。

1. トリップメーター（TRIPA/TRIPB）モー
ド

セット (S) ボタンを押したままにして
リセットします。
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C) 走行時間メーター
電気システムのリセット以降の、電気
システムが動作しているときの車両の
走行時間を記録します。
セット（S）ボタンを押して、走行時
間メーター（HrTRIP）モードを選択し
ます。

1. 走行時間メーター（HrTRIP）モード
セット (S) ボタンを押したままにして
リセットします。

D) 燃料レベル
棒状のゲージによって、燃料タンク内
の残量を常時表示します。

燃料レベル
1. 動作範囲
E) エンジンクーラント温度（オプ
ションモジュール）
エンジン温度レベルは、デジタルディ
スプレイに表示されます。
注記 エンジンがオーバーヒートした
場合、安全な場所に車両を止めてくだ
さい。トラブルシューティングのセク
ションを参照してください。

オプションモジュールが取り付けられた状
態
1. エンジン温度レベル
F) E-TECエンジン保管モード
エンジン保管手順時には「OIL」と表
示されます。
G)グリップヒーターの温度の強弱
温度の強弱は、デジタルディスプレイ
に表示されます。
注：強弱には9段階の設定がありま
す。スイッチを放すと、ディスプレイ
は燃料タンクレベルに戻ります。
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温度の強弱の表示
1. 温度が低い
2. 温度が高い
H)スロットルレバーヒーターの温
度の強弱
注：温度の強弱は、スロットルレバー
スイッチを作動させることでデジタル
ディスプレイに表示されます。スイッ
チを放すと、ディスプレイは燃料タン
クレベルに戻ります。
注：強弱には9段階の設定がありま
す。

温度の強弱の表示
1. 温度が低い
2. 温度が高い
16)多機能アナログ／デジタ
ルゲージ（Summit SP）

警告
ゲージのデジタル表示を見ている
と、車両の運転時に気が散り、周囲
を見回すことができなくなる可能性
があります。

ゲージの説明

多機能アナログ／デジタルゲージ
1. スピードメーター
2. タコメーター
3. 多機能デジタルディスプレイ
4. パイロットランプ
5. モードボタン
6. [セット(SET)]ボタン
注：ゲージは工場であらかじめヤード
ポンド単位に設定されていますが、
メートル単位に変更することもできま
す。単位の設定については、正
規Ski-Dooディーラーにお問い合わせ
ください。
1）スピードメーター
車速を計測します。

ゲージの左側
2) タコメーター（rpm）
1分当たりのエンジン回転数（rpm）
を計測します。メーター上の数字を
1,000 倍した値が実際の回転数です。
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ゲージの右側
3) 多機能デジタルディスプレイ

多機能アナログ／デジタルゲージ
1. 多機能表示
多機能ディスプレイを使用して、次を
行えます：
- 電源投入時のウェルカムメッセー

ジの表示(WELCOME)
- キー認識メッセージの表示(KEY)
- オペレーターの選択によるさまざ

まな表示の提供
- 様々な機能または動作モードの起

動または変更
- 機能の起動やシステムの故障に関

するスクロールメッセージの表示
- 故障コードの表示。
インフォメーションセンターに電源を
入れたときは、数値表示は前回選択し
ていた表示を示します。

警告
車両走行中には、決して多機能デジ
タルゲージを調整または機能設定し
ないでください。

4) パイロットランプおよびメッ
セージ

代表例—パイロットランプ
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通常のパイロットランプの情報については下の表を参照してください。異常時の
パイロットランプの詳細はモニタリングシステムのセクションを参照してくださ
い。

説明メッセージ表示ブザー
パイ
ロット
ランプ
オン

噴射オイル残量が少なくなっています。安
全な場所に車両を止めてから、噴射オイル
リザーバーにオイルを補充します。

オイル残量少

5分ご
とに4
回の短
いブ

ザー音
燃料残量が少なくなっています。燃料レベ
ル表示がバー1本だけになっています。可
能な限りすぐに燃料タンクに燃料を補充し
てください。

——

リバースが選択されています。リバース

長いブ
ザー音
がゆっ
くり繰
り返し
鳴る

リバースが作動しませんでした。再試行し
てください。リバース失敗

3回の
短いブ
ザー音

ハイビームヘッドライトが選択されていま
す。——

通常の走行の前に、エンジンや噴射オイル
を温める必要があります。望む温度に達す
るまで、エンジン回転数は制限されます(走
行中最長10 分間)。極めて低温の場合、再
始動したあと暖機が生じることがありま
す。

暖機——

5) モード（M）ボタン
ゲージ多機能ディスプレイ内を移動す
るのに使用するボタンです。
注：マルチスイッチハウジングにある
同じ機能を持ったモード（M）ボタン
も使用できます。

6) セット（S）ボタン
ゲージ多機能ディスプレイ内の移動、
調整またはリセットを行うためのボタ
ンです。
設定を記憶させるには、エンジンを作
動させなければなりません。
注：同じ機能を持っている多機能ス
イッチのセット（S）ボタンも使用で
きます。
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ゲージの特長
ゲージの特長

機能
デフォルトで表示A) スピードメーター

XB) エンジン回転数
XC) オドメーター
XD) トリップメーター「A」または「B」
XE) 走行時間メーター
XF) 時計
XG) 燃料レベル
XH) 高度
XI) 最高速度
XJ) 平均速度
XK) グリップヒーターの温度の強弱
XL) スロットルレバーヒーターの温度の強弱
XM) 瞬間燃費（ACE）
XN) 総燃費（ACE）
XO) メッセージ表示

OptP) エンジンクーラント温度
XQ) E-TECエンジン保管モード

OptR) ラップ記録モード (1)

X = 標準機能
Opt = オプションで利用可能な機能
(1) コンパスとラップ記録機能は、特定モジュールの購入によって車両に簡単
に追加できる場合があります。
詳細についてはSki-Dooディーラーにお問い合わせください。
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A) スピードメーター
車速は、アナログ式スピードメーター
に加え、多機能ディスプレイにも表示
されます。
車速はディスプレイ1またはディスプ
レイ2に表示可能です。

多機能ディスプレイ
1. ディスプレイ1
2. ディスプレイ2
モード（M）ボタンを使用して希望す
る表示を選択し、下記のように進めま
す。

表示が点滅している間にセット（S）
ボタンを押して、スピードメーター
モードを選択します。

1. スピードメーターモード
モード（M）ボタンを押して選択内容
を確認し、5秒間待ちます。

B) タコメーター（rpm）
回転数は、アナログ式タコメーターに
加え、多機能ディスプレイにも表示さ
れます。
エンジン回転数はディスプレイ1また
はディスプレイ2に表示可能です。

多機能ディスプレイ
1. ディスプレイ1
2. ディスプレイ2
モード（M）ボタンを使用して希望す
る表示を選択し、下記のように進めま
す。

表示が点滅している間にセット（S）
ボタンを押して、回転数モードを選択
します。
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1. 回転数モード
モード（M）ボタンを押して選択内容
を確認し、5秒間待ちます。

C) オドメーター
総走行距離を記録します。
セット（S）ボタンを押して、オドメー
ターモードを選択します。

1. オドメーター（km/mi）モード
D) トリップメーターAまたはB
トリップメーターは、リセットされた
時点からの走行距離を記録します。
セット（S）ボタンを押してトリップ
メーター（TRIP A/TRIP B）モードを選
択します。

1. トリップメーター（TRIPA/TRIPB）モー
ド

セット (S) ボタンを押したままにして
リセットします。
注： TRIP Bモードをリセットすると、
総燃費もリセットされます。

E) 走行時間メーター
電気システムのリセット以降の、電気
システムが動作しているときの車両の
走行時間を記録します。
セット（S）ボタンを押して、走行時
間メーター（HrTRIP）モードを選択し
ます。

1. 走行時間メーター（HrTRIP）モード
セット (S) ボタンを押したままにして
リセットします。
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F) 時計
電動スタートモデル
注：この時計は、24時間表示で時刻を
表示します。
セット（S）ボタンを押して、時計モー
ドを選択します。

1. 時計モード
セット (S) ボタンを押したままにして
時計の設定を起動します。

「時」を変更するには、「時」が点滅
している間にセット（S）ボタンを使
用して変更します。
「分」を変更するには、「時」の数字
が点滅している間にモード（M）ボタ
ンを押して分に切り替えます。セット
（S）ボタンを使用して分を変更しま
す。
モード (M) ボタンを押して時刻の設定
内容を保存し、モードを終了します。

G) 燃料レベル
棒状のゲージによって、燃料タンク内
の残量を常時表示します。

燃料レベル
1. 動作範囲
H) 高度
気圧から計算された、車両のおおよそ
の海抜高度を表示します。
注：表示される高度は、メートル単位
に設定されている場合は100 mごとに
数値が丸められ、ヤードポンド単位に
設定されている場合は200 ftごとに数
値が丸められています。
車両高度を表示するには、下記のよう
に進めます。
ディスプレイ2を選択するにはモード
（M）ボタンを押します。

表示が点滅している間にセット（S）
ボタンを押して、高度モードを選択し
ます。
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高度モードが選択されると、下記の記
号が表示されます。

高度モード
モード（M）ボタンを押して選択内容
を確認し、5秒間待ちます。

I) 最高速度
最後のリセット以降の最高速度を記録
します。
車両の最高速度を表示するには、下記
のように進めます。
ディスプレイ1を選択するにはモード
（M）ボタンを押します。

表示が点滅している間にセット（S）
ボ タ ン を 押 し て 、 最 高 速 度
（TOP_SPD）モードを選択します。

1. 最高速度（TOP_SPD）モード
モード（M）ボタンを押して選択内容
を確認し、5秒間待ちます。

リセットするには、モード（M）ボタ
ンを押してモードを選択します。

表示が点滅している間に、セット（S）
ボタンを最長で5秒間押したままにし
てリセットします。

J) 平均速度
最後のリセット以降の平均速度を記録
します。
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車両の平均速度を表示するには、下記
のように進めます。
ディスプレイ1を選択するにはモード
（M）ボタンを押します。

表示が点滅している間にセット（S）
ボタンを押して、車両の平均速度
（AVR_SPD）モードを選択します。

1. 車両の平均速度（AVR_SPD）モード
モード（M）ボタンを押して選択内容
を確認し、5秒間待ちます。

リセットするには、モード（M）ボタ
ンを押してモードを選択します。

表示が点滅している間に、セット（S）
ボタンを最長で5秒間押したままにし
てリセットします。

K) グリップヒーターの温度の強弱
温度の強弱を示すバーゲージ
注：強弱には9段階の設定がありま
す。スイッチを放すと、ディスプレイ
はエンジンクーラント温度 (装備され
ている場合) に戻ります。
詳細は、グリップヒータースイッチの
セクションを参照してください。

グリップヒーター
1. 動作範囲
L) スロットルレバーヒーターの温
度の強弱
温度の強弱を示すバーゲージ
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スロットルレバーヒータースイッチを
起動すると、燃料レベルの表示から温
度の強弱を示すバーゲージの表示に切
り替わります。強弱には9段階の設定
があります。スイッチを放すと、燃料
レベルの表示に戻ります。
詳細はスロットルレバーヒータース
イッチのセクションを参照してくださ
い。

スロットルレバーヒーター
1. 動作範囲
M)瞬間燃費
走行している最中の車両の平均燃費を
計算します。
車両の瞬間燃費を表示するには、下記
のように進めます。
ディスプレイ1を選択するにはモード
（M）ボタンを押します。

表示が点滅している間にセット（S）
ボタンを押して、瞬間燃費モードを選
択します。

1. 瞬間燃費モード
モード（M）ボタンを押して選択内容
を確認し、5秒間待ちます。

N) 総燃費
最後のリセット以降の、車両の平均燃
費を記録します。
車両の総燃費を表示するには、下記の
ように進めます。
表示を選択するにはモード（M）ボタ
ンを押します。

表示が点滅している間にセット（S）
ボタンを押して、総燃費（TC）モード
を選択します。
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1. 総燃費（TC）モード
モードが選択されるとTCが表示されま
す。

代表例
モード（M）ボタンを押して選択内容
を確認し、5秒間待ちます。

リセットするにはトリップメーターを
TRIP Bに設定します。詳細はトリップ
メーターAまたはBのサブセクションを
参照してください。

1. トリップメーター（TRIP B）モード

セット (S) ボタンを押したままにして
リセットします。

O) メッセージ表示

1. メッセージ表示
通常のメッセージに関する詳細は、こ
のセクションのパイロットランプおよ
びメッセージを参照してください。
異常時およびD.E.S.S.に関するメッセー
ジの詳細は、モニタリングシステムの
セクションを参照してください。
P) エンジンクーラント温度
エンジンクーラント温度を示すバー
ゲージです。
通常動作時は、バーがおおむねゲージ
の中央を超えることはありません。
注記 エンジンがオーバーヒートした
場合、安全な場所に車両を止めてくだ
さい。トラブルシューティングのセク
ションを参照してください。
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Q) E-TECエンジン保管モード
保管モードの手順が始まると、OILが
表示されます。
R) ラップ記録モード（オプショ
ン）
このモードでは、車速、毎分のエンジ
ン回転数（rpm）およびディスプレイ
1であらかじめ選択した機能を、オペ
レーターによって決められた期間に記
録することができます。
また、9つのセッション（ラップ）を
最大で2.5分間記録できます。

ラップ記録モード
1. ラップ記録モード表示
2. セッション（ラップ）
3. ウォータークラフト速度
4. 毎分のエンジン回転数 (rpm)
5. あらかじめ選択された機能
ラップ記録モードを起動するには下記
の手順を行います。
1. セット（S）ボタンを押して、ディ

スプレイ3でオドメーターモードを
選択します。

2. セット（S）ボタンを2秒間押した
ままにしてモードを起動すると、
記録モードが選択されたことを示
すRECが表示されます。

1. 記録モード
2. オドメーター

3. セット（S）ボタンを押してモード
をスクロールします。

利用できるモード：STOP、REC（記
録）またはPLAY
記録するには下記手順に従います。
1. REC（記録）モードを選択します。

記録モード
2. 記録を開始するにはモード（M）

ボタンを押します。
3. 記録するときは、（1から9のラッ

プのうち）新しいラップ時間を記
録しようとするごとにモード（M）
ボタンを再度押します。

記録を停止するにはセット（S）ボタ
ンを押します。

記録モード
1. 記録時間
2. ラップ／セッション
3. 選択されたモード
別のセッションを記録するには、REC
（記録）モードがディスプレイに表示
されるまでセット（S）ボタンを押し
ます。前述の記録手順を繰り返しま
す。
記録されたデータを見るには下記手順
に従います。
PLAYモードを選択します。
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PLAYモード
1. 記録されたデータを再生するには

モード（M）ボタンを押します。
記録されたすべてのデータ（スピード
メーター、タコメーターおよびディス
プレイ1であらかじめ選択したモード）
が同時に表示されます。
2. セット（S）ボタンを押して記録さ

れたラップを停止するか、モード
（M）ボタンを押して別の記録さ
れたラップに切り替えます。

注：セット（S）ボタンを押すと、進
行中のラップの時間が停止し、その
ラップの記録時間の長さがディスプレ
イに表示され、5秒後には次に記録さ
れたラップに自動的に切り替わりま
す。
記録されたすべてのラップの再生が終
了すると、ディスプレイにはSTOPが表
示されます。
もう一度記録されたデータを見るに
は、セット（S）ボタンを押して再生
モードに戻ります。前述の再生手順を
繰り返します。
別のラップを記録するには、セット
（S）ボタンを押してREC（記録）モー
ドに切り替えます。前述の記録手順を
繰り返します。
ラップ記録モードを終了するには、
セット（S）ボタンを5秒間押したまま
にします。すると、前に選択したモー
ドが表示されます。
ゲージのセットアップ
時計の設定
バッテリー搭載モデル
注：この時計は、24時間表示で時刻を
表示します。
セット（S）ボタンを押して、時計モー
ドを選択します。

1. 時計モード
セット (S) ボタンを押したままにして
時計の設定を起動します。

「時」を変更するには、「時」が点滅
している間にセット（S）ボタンを使
用して変更します。
「分」を変更するには、「時」の数字
が点滅している間にモード（M）ボタ
ンを押して分に切り替えます。セット
（S）ボタンを使用して分を変更しま
す。
モード (M) ボタンを押して時刻の設定
内容を保存し、モードを終了します。
単位の選択（KM/HまたはMPH）
メートル単位またはヤードポンド単位
を設定できます。正規Ski-Dooディー
ラーにご相談ください。
言語の選択
ゲージ表示の言語は変更することがで
きます。利用できる言語について正
規Ski-Dooディーラーに問い合わせて、
好みに合わせてゲージを設定してくだ
さい。
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17)マウンテンストラップ
マウンテンストラップは、トラバース
走行が必要なときのオペレーターのグ
リップとなります。

警告
このストラップは、非常に低速での
トラバース走行時のグラブハンドル
として一時的に使用するものです。
けん引や持ち上げなどの他の目的に
使用しないでください。

18)ストレージコンパートメ
ント

警告
すべてのストレージコンパートメン
トが正しく閉じられなければなりま
せん。鋭利な物や重量物、壊れやす
い物を保管しないでください。

Renegade Backcountry
注記 最大積載量は（均等に積載され
た状態で）1.8 kgです。
ラッチを右に回してから、カバーの右
側を下に引いてコンパートメントの
ロックを解除します。

1. ストレージコンパートメント
2. ラッチ
カバーの左側を押し戻してから、カ
バーの右側を押し戻し、ラッチを右に
回してロックします。
Summit SP
注記 最大積載量は（均等に積載され
た状態で）1.8 kgです。
ラッチを下に引いてフックから外し、
カバーを開きます。

1. ストレージコンパートメント
2. ラッチ
3. フック
カバーを閉じてラッチを下に引き、
ラッチをフックに固定します。
19)フロントストレージコン
パートメント
ストレージコンパートメントは車両の
フロント、ゲージの上にあります。
ストレージを開けるにはタブを引きま
す。

1. タブ
2. ストレージコンパートメント
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20)ドライブベルトガード
ドライブベルトガードの取り外し

警告
以下の場合には、決してエンジンを
動作させないでください。
- シールドとベルトガードがしっか

り取り付けられていない。
- フードやサイドパネルが開いてい

る、または取り外されている。
エンジンが動作している間は、決し
て可動部分の調整をしないでくださ
い。

注：過度の騒音と振動を防止するため
に、ベルトガードは意図的にわずかに
大きく作ってあり、ピンとリテーナー
の張力を維持するようになっていま
す。再取り付けする場合、この張力を
維持することが重要です。
エンジンカットオフスイッチからテ
ザーコードキャップを取り外します。
エンジンコンパートメントの左側パネ
ルを開きます。
リテーニングピンを取り外します。

1. 取り付けピン
ガードの後部を持ち上げてからガード
を外側に回すことで、フロントタブを
外します。
ドライブベルトガードの取り付け
ベルトガードを取り付けるときは、ベ
ルトガードの切り欠き部をスノーモー
ビル前方に向けて配置します。
タブをスロットに挿入し、所定の位置
に押し入れます。

代表例
1. タブ
グロメットをリテーニングロッドに取
り付けます。コンソールを若干持ち上
げてスペースを作らなければならない
場合があります。

代表例
1. リテーニングロッド
ベルトガードの後部をリテーナーの上
にセットし、リテーニングピンを使用
してガードを固定します。
注：ベルトガード後部がストッパー上
に正しく配置されていることを確認し
ます。

1. 取り付けピン
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21)スペアドライブベルトホ
ルダー
スペアドライブベルトは、ドライブベ
ルトガード上のホルダーに保管するこ
とができます。
注：スペアドライブベルトは、スノー
モービルに付属していません。
スペアドライブベルトをドライブベル
トガードスロットにセットします。
ベルトをファスナータブまでスライド
させて、所定の位置に固定します。

1. スペアドライブベルト
2. ドライブベルトガード
3. ファスナータブ
22)アッパーボディモジュー
ル (フード)
アッパーボディモジュールの取り
外し
1. ゲージを取り外します。

手順 1： ロックを解除する
手順 2： 傾ける
2. ゲージコネクターを外します。
3. ヘッドライトコネクターを外しま

す。

1. ヘッドライトコネクター
4. 左側パネルを開きます。
5. 左右のパネルを取り外します。
6. ドライブベルトガードを取り外し

ます。
7. エアインテークコネクターチュー

ブを外します。

手順 1： タブを上げる
手順 2： チューブをねじる
手順 3： 前方に引く
8. コンソールチューブの上側の気温

センサー（ATS）を外します。
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1. ATSコネクター
9. 右サイドパネルを開いて取り外し

ます。
10. ECMのAPSホースを外します。

1. ECM
2. APSホース
11. 4つのアッパーボディモジュール固

定ねじ（各側に2個）を取り外しま
す。

左側の図
1. 固定ねじ
12. アッパーボディモジュールを上側

に向けて5度に傾けて、車両前方に
押します。

13. アッパーボディモジュールを取り
外します。

フロントに向かって滑らせる

アッパーボディモジュールの取り
付け
1. アッパーボディモジュールタブを

アッパーボトムパン開口部に挿入
します。

1. アッパーボディモジュールタブ
2. アッパーボトムパン開口部
2. モジュールを後方へスライドさせ

ます。

後方へスライドさせる
3. 両側に、アッパーボディモジュー

ル固定ねじを取り付けます。
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左側の図
1. 固定ねじ
4. 下記のものを接続します：

- ECMのAPSホース
- ヘッドライトコネクター
- ゲージコネクター
- 気温センサー(ATS)
- エアインテークコネクター

チューブ
5. 取り付け：

- ゲージの
- ドライブベルトガード

23)サイドパネル
サイドパネルを開くには、両方のラッ
チを伸ばしてフックを外します。しっ
かり引いてスタッドを解除します。
ラッチをしっかり上方に引いて、コン
ソールフックから解除します。スタッ
ドが自然に飛び出てきます。

代表例
1. ラッチ
2. スタッド位置
サイドパネルを閉じるには、ラッチを
掛けます。スタッド位置をしっかり押
して、固定されたことを確認します。

サイドパネルを取り外すには、サイド
パネルを開いてから持ち上げます。下
側のヒンジをスロット穴から外してか
ら、パネルを下げることで上側のヒン
ジを外します。
サイドパネルを取り付けるには、上側
のヒンジを挿入してから下側のヒンジ
を挿入します。
サイドパネルを閉じます。

警告
サイドパネルを開いたまま、または
車両から取り外したまま、決してエ
ンジンを動作させないでください。

24)リワインドスターターハ
ンドル
スノーモービルの右側に自動巻き込み
型があります。メカニズムを作動させ
るには、抵抗が感じられるところまで
ハンドルをゆっくり引いてから、勢い
よく引っ張ります。ゆっくりハンドル
を放します。
25)オペレーターズガイド
シートの下側にあります。出し入れに
ついてはシートラッチのセクションを
参照してください。

代表例 -シート
1. オペレーターズガイドの位置
26)アイススクラッチャー
（Summit SP）
Summitモデルでは、2個のアイドラー
ホイールと2個のアイススクラッチャー
を工場で取り付けています。それら
は、氷上および圧雪トレール上での短
距離の走行で、スライドとトラックガ
イドに潤滑と冷却を提供します。
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注記 トレールや圧雪上でのSummit
モデルの走行は推奨していませんが、
それらの条件下で車両を使用する場合
は、アイドラーホイールを追加してア
イススクラッチャーを使用するよう強
く推奨しています。
該当のキットについてはアクセサリー
カタログを参照してください。
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燃料
燃料に関する要件
注記 必ず新しいガソリンを使用して
ください。ガソリンは酸化します。酸
化すると、オクタン、揮発性化合物の
喪失、およびガム質やワニスの蓄積が
起こり、燃料システムを損傷すること
があります。
アルコール燃料の混合は、国および地
域によって異なります。車両は、推奨
燃料を使用して動作するように設計さ
れていますが、次のことに注意してく
ださい。
- 国の規制によって定められた割合

を超えるアルコールを含んだ燃料
の使用は、推奨されていません。
使用した場合、燃料システムコン
ポーネントに次のような問題が発
生することがあります。
• 始動および操作時の困難。
• ゴムまたはプラスチック部品の

劣化。
• 金属部品の腐食。
• エンジンの内部部品の損傷。

- ガソリンのアルコール含有量が国
の規制を超えていると疑われる場
合は、燃料漏れまたはその他の燃
料システムの異常がないか頻繁に
点検してください。

- アルコールを混ぜた燃料は水分を
引き寄せて保持するため、燃料の
相分離が生じ、エンジン性能の問
題やエンジンの損傷を引き起こす
可能性があります。

推奨燃料
10%以下のエタノールを含む無鉛ガソ
リンを使用してください。ガソリン
は、次の最低オクタン量が必要となり
ます。

最低オクタン
価エンジン燃料の

種類

91 AKI
(RON+MON)/2

95 RON
600HOE-TEC

エタ
ノール
を含ま
ない燃

料

最低オクタン
価エンジン燃料の

種類

91 AKI
(RON+MON)/2

95 RON
600HOE-TEC

10％以
下のエ
タノー
ルを含
む可能
性のあ
る燃料

注記 他の燃料を試さないでくださ
い。不適切な燃料を使用すると、エン
ジンまたは燃料システムの損傷を引き
起こす場合があります。
注記 E85 のラベルがある燃料ポンプ
からの燃料は絶対に使用しないでくだ
さい。
E15のラベルの燃料の使用は、U.S.EPA
（米国環境保護庁）の規制により禁止
されています。
燃料不凍添加剤
含酸素燃料を使用する場合、追加ガソ
リンライン不凍液または水分吸収添加
物は必要ではありませんし、使用しな
いでください。
非オキシジェネート燃料を使用する場
合、イソプロピル系のガソリンライン
不凍液は、150mlのガソリンライン不
凍液を40 Lのガソリンに添加する割合
で使用できます。
この予防措置は、燃料システムコン
ポーネントに霜が付着して、ある場合
には、エンジンへの重大な損傷につな
がりかねない危険性を減らすためで
す。
注：メチルハイドレートを含有してい
ないガソリンライン不凍液だけを使用
してください。
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車両への給油手順
警告

- 燃料は、一定の条件下で可燃性お
よび爆発性を持ちます。

- 裸火を明かりにして燃料レベルを
確かめるのは絶対にやめてくださ
い。

- 絶対に近くでタバコを吸ったり、
炎や火花を発生させたりしないで
ください。

- 換気のよい場所で作業してくださ
い。

1. エンジンを止めます。

警告
給油前に必ずエンジンを停止してく
ださい。
2. オペレーターと同乗者を車両から

降ろしてください。

警告
給油中、誰も車両に乗らせないでく
ださい。
3. 燃料リザーバーキャップを反時計

回りにゆっくり回して、キャップ
を外します。

代表例
1. 燃料タンクキャップ

警告
差圧が感じられた（燃料タンク
キャップを緩めるときに笛のような
音が聞こえた）場合、作業を続ける
前に車両を点検または修理してくだ
さい。
4. 給油ノズルをフィラーネックに差

し込みます。

5. タンクから空気を逃がして燃料が
逆流しないように、燃料をゆっく
り注ぎます。燃料をこぼさないよ
うに注意してください。

6. 燃料がフィラーネックの根元のと
ころまで達したら、給油を止めま
す。入れ過ぎないでください。

警告
車両を温かい場所に停車する前に、
絶対に燃料タンクに補充しないでく
ださい。温度上昇につれて、燃料が
膨張し流出する可能性があります。
7. フューエルリザーバーキャップを

時計回りに回して、完全に締め付
けます。

警告
車両からこぼれた燃料は必ず拭き
取ってください。

注：フューエルキャップが正しく取り
付けられていない場合、シートに座っ
たり、寄りかかったりしないでくださ
い。
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噴射オイル
推奨噴射オイル

推奨噴射オイル
XPS合成2ストロール
オイル (P/N 293 600

132)
エンジン

✓600HOE-TEC

注記 本スノーモービルのエンジン
は、推奨BRPXPS™オイルを使用して開
発・認証されました。BRPはその推奨
XPSオイルまたは相当品の使用を推奨
します。このオイル噴射2ストローク
直接燃料噴射エンジンに適していない
オイルにより生じた損害は、BRP限定
保証により保証されない可能性があり
ます。
噴射オイルレベル確認
噴射オイルリザーバーは右側パネルの
背後にあります。開く手順については
コントローラー類、計器類および装置
のセクションのサイドパネルを参照し
てください。
必ず噴射オイルリザーバー内に十分な
量の推奨噴射オイルがあるようにして
ください。

代表例
1. オイルリザーバー
2. 3/4レベル
3. 1/2レベル
4. 1/4レベル
注記 レベルを確認し、燃料を補給す
るたびにオイルを補充してください。
噴射オイルの補充
噴射オイルリザーバーキャップを取り
外します。

噴射オイルを補充します。
注：入れ過ぎないでください。リザー
バーフィラーネックの最大量を示す部
分を超えないようにしてください。
キャップを取り付けて最後までしっか
りと締めてください。
注記 オイルリザーバーキャップと燃
料タンクキャップを間違えないでくだ
さい。

警告
こぼれたオイルを拭き取ります。熱
せられている場合、オイルの引火性
が高くなります。

72



慣らし運転期間
慣らし運転中の運転
この車両には、10 時間または500 km
の慣らし運転期間が必要です。
慣らし運転期間後は、正規Ski-Doo
ディーラー、修理工場、ご自分で選ん
だ人による点検を受けてください。最
初の点検のセクションを参照してくだ
さい。
エンジン
慣らし運転期間中は：
- 長時間のフルスロットル走行は避

けてください。
- 加速を維持し続けるのは避けてく

ださい。
- 巡航速度での長時間の運転は避け

てください。
- エンジンのオーバーヒートを避け

てください。
ただし、短い加速や速度の変動は、慣
らし運転の質を向上させます。
慣らし運転期間の最初の数時間は、エ
ンジンエンジンマネジメントシステム
がエンジンの一部のパラメータを制御
するため、エンジン性能が若干低下し
ます。
あらかじめ設定された時間、エンジン
マネジメントシステムはエンジンのパ
ラメータの一部を制御します。
持続時間は燃料の残量に基づきます。
慣らし運転を完了するまでに、燃料が
燃料タンク2杯分ほど必要です。
この期間中：
- エンジンの性能と挙動は最適では

ありません。
- 燃料とオイルは最適時より多く消

費されます。
ドライブベルト
新品のドライブベルトは、50 kmの慣
らし運転を必要とします。
慣らし運転期間中は：
- 激しい加速や減速は避けてくださ

い。
- 貨物のけん引は避けてください。
- 高速での巡航は避けてください。
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基本手順
エンジン始動手順
参照
1. パーキングブレーキをかけます。
2. スロットルコントロールレバーの

操作を再確認します。
3. ヘルメットを着用します。
4. テザーコードキャップがエンジン

カットオフスイッチに取り付けら
れていることと、コードが衣服の
ハトメに取り付けられていること
を確認します。

5. 緊急エンジン停止スイッチがON位
置 (アップ) にあることを確認しま
す。

6. 始動／電子リバースボタンを押し
て、電動スターターを作動させ、
エンジンを始動させます。エンジ
ンが始動したら、すぐにボタンを
放します。

警告
エンジン始動中に、決してスロット
ルを引き絞らないでください。
7. パーキングブレーキを解除します。
注：最初の低温始動時、パーキングブ
レーキを解除しないでください。以下
に説明するように、暖機手順を実行し
ます。
手動始動モデル
巻き込みスターターハンドルを掴み、
抵抗が感じられるところまでハンドル
をゆっくり引いてから、ハンドルを強
く握り、勢いよく引っ張って、エンジ
ンを始動させます。
電動スタートモデル
START/RER (始動／RER) ボタンを押し
て、電動スターターを作動させ、エン
ジンを始動させます。エンジンが始動
したら、すぐにボタンを放します。
注記 電動スターターを一度に10秒以
上押さないでください。電動スター
ターをクールダウンさせるために、ク
ランキングサイクル間の中断時間を遵
守してください。

緊急始動
エンジンは、車載工具に付属の非常用
始動ロープを使用して始動できます。
ベルトガードを取り外します。

警告
始動ロープをあなたの手に巻かない
でください。ハンドルだけでロープ
を保持してください。やむを得ない
緊急事態である場合を除き、ドライ
ブプーリーでスノーモービルを始動
しようとしないでください。スノー
モービルを可能な限り早く修理して
ください。

非常用ロープの一方の端を巻き込みハ
ンドルに取り付けてください。
注：サスペンション調整ツールを緊急
ハンドルとして使用することができま
す。
非常用ロープのもう一方の端を、車載
工具に付属のスタータークリップに取
り付けます。

クリップをドライブプーリーに掛けま
す。
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1. クリップ取り付け位置
ドライブプーリーの周りにロープをき
つく巻きます。引っ張ったときに、
プーリーが反時計方向に回らなければ
なりません。

ロープがドライブプーリーから離れる
ように、ロープを鋭くぐいっと引っ張
ります。
通常の手動始動と同様にエンジンを始
動します。

警告
緊急事態でドライブプーリーを使用
してスノーモービルを始動する場
合、ベルトガードを再取り付けせ
ず、ゆっくり戻して、スノーモービ
ルを修理してください。

車両暖機
毎回走行する前に、以下のように車両
を暖機してください。
1. 上記のエンジン始動手順で説明し

たように、エンジンを始動します。
2. エンジンをアイドリング回転数で1

～2分暖機します。

注：約12分アイドリングしたあと、エ
ンジンは停止します。
3. パーキングブレーキを解除します。
4. ドライブプーリーが噛み合うまで、

スロットルを作動させます。最初
の2～3分間は、低速で走行しま
す。

注記 スロットルを作動させても車両
が動かない場合、エンジンを停止し、
テザーコードキャップをエンジンカッ
トオフスイッチから引き抜いてから、
以下のことをします。
- スキーが地面に固着していないか

点検します。ハンドルを持って一
度に一方のスキーだけを持ち上げ
てから、元に戻します。

- トラックが地面に固着していない
か点検します。スノーモービルの
後部を持ち上げて、トラックが地
面から離してから、降ろします。

- リアサスペンションを調べて、固
い雪や氷の堆積がトラックの回転
を妨害していないか確認します。
その周辺を清掃します。

注意負傷しないように注意して、
適切な持ち上げ方をします。特に脚力
を利用して持ち上げてください。自分
の限界を超えると考えられる場合は、
車両の後部を持ち上げようとしないで
ください。

警告
テザーコードキャップが引き抜かれ
ていることを確認してから、車両の
前に立ち、トラックまたはリアサス
ペンションコンポーネントに近づき
ます。

注：暖機は電子制御されます。この間
(外気温によるが最長10分間)、エンジ
ン回転数が制限されます。
リバース（RER）の作動
エンジン動作中にRERボタンを押すと、
エンジン回転数が低下してほぼ停止状
態になり、点火タイミングが進んでク
ランクシャフトの回転が逆になりま
す。
- 停止またはエンストを起こした後

は、再始動時にエンジンが自動的
に前進にシフトします。
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- シフト手順は、エンジン動作中に
のみ行われます。

- エンジン回転数が4,300rpmを超え
ている場合、RERボタンの機能は無
効になっています。

- シフトする前に、エンジンを通常
動作温度に暖機することを推奨し
ます。

リバースへのシフト
1. 車両を完全に停止させます。
2. ブレーキをかけ続けます。座った

状態を維持します。姿勢情報につ
いては乗り方のセクションのライ
ダー姿勢 (リバース動作)を参照し
てください。

3. エンジンがアイドリング回転数の
とき、RERボタンを押して、放しま
す。

4. リバースブザー音が鳴るまで待ち
ます。次にそっとスロットルレバー
を引き絞ります。

警告
エンジン動作中にRERボタンを押す
と、リバースモードに入ります。ス
ロットルを作動させて、リバースに
入る前に、リバースアラームが鳴
り、アナログ／デジタルゲージのRER
パイロットランプが点灯するまで待
ちます。リバース回転数は制限され
ません。高速で後退すると車両の制
御が失われる恐れがありますので、
常に注意して進んでください。RERボ
タンを押す前に、完全に停止してく
ださい。シフトをする前に、必ず
シートに着座して、ブレーキをかけ
てください。走行する前に、車両の
背後の通り道に障害物がなく、人が
いないことを確認してください。

前進へのシフト
1. 車両を完全に停止させます。
2. ブレーキをかけ続けます。
3. RERボタンを押して、放します。
4. RERパイロットランプが消灯します
5. スロットルレバーをゆっくり変動

なく引き絞ります。ドライブプー
リーを噛み合わせてから、注意深
く加速します。

エンジンの停止
スロットルレバーを放し、エンジンが
アイドリング回転数に戻るまで待ちま
す。
緊急エンジン停止スイッチを使用し
て、またはテザーコードキャップをエ
ンジンカットオフスイッチから引き抜
いて、エンジンを停止させます。

警告
車両が動作していないときは、不測
のエンジン始動を防止し、子供や他
の人が断りなく使用することを避
け、盗難を防ぐために、必ずテザー
コードキャップをエンジンカットオ
フスイッチから引き抜いておいてく
ださい。
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走行条件とスノーモービルについて
高度
工場では、スノーモービルをある高度
範囲(海抜)で使用するように較正しま
す。
新品のスノーモービルのハンドルバー
には、較正を示すタグが取り付けられ
ています。重要な製品貼付ラベルをご
覧ください。
何らかの理由で、ご使用のスノーモー
ビルの較正をご存じない場合、正
規Ski-Dooディーラーにご相談くださ
い。
ご使用のスノーモービルを、規定高度
範囲の外で使用する場合、正規Ski-Doo
ディーラーでその高度に見合った較正
をしてもらってください。
注記 不適切な高度較正は性能を下
げ、スノーモービルに深刻な損傷を与
える恐れがあります。
温度
これらのエンジンのエンジン管理は、
すべての温度で最適空燃比を提供しま
す。
固い圧雪
Summitモデルは深雪条件用に作られ
たものであるため、少ない雪や固い圧
雪の条件下で長時間使用しないでくだ
さい。
注記 少ない雪や固い圧雪の条件下で
Summitモデルを運転すると、特定の
摩耗部品の寿命が著しく低下します。
1.75インチ以上のトラックプロ
ファイルを装備した全モデルにつ
いて
BRPは、高いラグプロファイルトラッ
クを持つスノーモービルをトレール、
固い圧雪面、または氷の上で長時間高
速走行することを推奨していません。
やむを得ない場合、そのような面の上
では速度を落とし、必要最小限の距離
を走行するようにしてください。
注記 これらのトラックをトレール、
固い圧雪面、または氷の上で高速で動
かすと、ラグに高い応力がかかり、加
熱する傾向があります。考えられるト
ラックの品質劣化や損傷を避けるため
に、そのような面の上では速度を落と
し、必要最小限の距離を走行するよう
にしてください。

アイススクラッチャーを装備した
車両
アイススクラッチャーは、エンジンの
冷却能力を高め、トラッククリップや
スライダーを潤滑し冷やすために車両
に装備されています。これは、雪がリ
アサスペンション／開口部まで十分に
持ち上がらないような氷、固い圧雪な
どの条件下で使用する必要がありま
す。
注記 トレールや圧雪上でのSummit
およびFreerideモデルの走行は推奨し
ていませんが、それらの条件下で車両
を使用する場合は、アイドラーホイー
ルとアイススクラッチャーを組み合わ
せるよう強く推奨しています。
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特別な動作
アクセサリーのけん引
アクセサリーをけん引する場合、必ず
剛体のけん引バーを使用してくださ
い。けん引されるアクセサリーは両側
と後部に反射体を取り付けます。現地
の法律のブレーキランプ要件を確認し
てください。

警告
決してロープでアクセサリーをけん
引しないでください。必ず剛体のけ
ん引バーを使用してください。ロー
プを使用すると、物体とスノーモー
ビルの衝突が発生する恐れがありま
す。急速な減速をすると、または下
り斜面では転倒する恐れがなくもあ
りません。

別のスノーモービルのけん引
スノーモービルが走行不能になってけ
ん引しなければならない場合、剛体の
けん引バーを使用します。ドライブベ
ルトを走行不能なスノーモービルから
取り外し、メンテナンス手順のセク
ションのドライブベルトを参照して、
中程度の速度でけん引します。
注記 けん引されるスノーモービルの
ベルトとドライブシステムに損傷を与
えないように、そのドライブベルトは
必ず取り外します。
緊急事態においてのみ、剛体のけん引
バーが入手できない場合に、ロープを
使用することが許されます。さらに大
きな注意を払って前進してください。
このようにすることが違法になる地域
もあります。州や地元の所轄官庁に確
認してみてください。
ドライブベルトを取り外し、ロープを
スキーレッグ(スピンドル)に取り付け
ます。ブレーキをかけるために誰かに
けん引されるスノーモービルに座って
もらい、低速でけん引します。
注記 ステアリングシステムの損傷を
避けるため、絶対にけん引ロープをス
キーハンドルに取り付けないでくださ
い。

警告
走行不能スノーモービルをけん引す
る場合、決して高速で走行しないで
ください。さらに大きな注意を払っ
て低速で前進してください。
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スノーモービルの調整
スノーモービルの操縦性と乗り心地
は、サスペンションを調整することで
変わります。

警告
サスペンションの調整は、車両の操
作性に影響を与える可能性がありま
す。必ず時間をかけて、サスペン
ションの調整をしたあとの車両の挙
動を熟知してください。必ず左側と
右側サスペンションコンポーネント
を同じ設定に調整します。
サスペンション調整の選択は、載せる
荷重、オペレーターの体重、個人的な
嗜好、走行速度および雪原の状態によ
り変化します。
注：ご使用のスノーモービルに適用で
きない調整もあります。

警告
サスペンション調整を行う前に、以
下のことを覚えておいてください。
- 安全な場所に駐車する。
- テザーコードキャップをエンジン

カットオフスイッチから引き抜
く。

- 適切なリフト装置を使用するか、
手助けを得て持ち上げる力を分担
します。リフト装置を使用しない
場合、正しい持ち上げ方をしま
す。特に脚力を使用します。

- ご自分の限界を超える場合は、車
両の前部や後部を持ち上げようと
しないでください。

- サスペンションを調整する前に、
適切な装置を使用して、車両の前
部を地面から離して支えます。

- リアデフレクターパネル付きの幅
広のスノーモービルスタンドを使
用して、車両の後部を地面から離
して支えます。

- 支持装置が安定していて、動かな
いことを確認します。

サスペンションをセットアップする最
良の方法は、各調整を一時にひとつだ
けカスタマイズすることです。さまざ
まな調整は相互に関連しています。た
とえば、フロントスプリングを調整し
たあと、センタースプリングの再調整
が必要になる場合もあります。スノー
モービルの試験走行は、トレール、速

度、雪、オペレーターのライディング
姿勢など同じ条件下で行います。ま
た、満足が行くまで、系統的に行いま
す。
以下はサスペンションの微調整のガイ
ドラインです。車載工具に含まれてい
るサスペンション調整ツールを使用し
ます。
リヤサスペンションの調整

調整可能なコンポーネント
1. ストッパーストラップ
2. センタースプリング
3. リヤスプリング
注記 リヤサスペンションを調整する
ときは、必ずトラックの張力を確認
し、必要に応じて調整します。
ストッパーストラップ
ストッパーストラップの長さは、セン
タースプリングにかかる重量、特に加
速時にかかる重量に影響を与え、この
ため、フロントエンドが持ち上がりま
す。
ストッパーストラップの長さは、セン
タースプリングの行程長にも影響を与
えます。
スノーモービルが深雪中を、または上
り斜面を走行する場合、ストッパース
トラップの長さやライディング姿勢を
変えること、また雪原上でトラックが
走行する角度を変えることが必要な場
合もあります。オペレーターが様々な
調整や雪の状態を熟知していれば、最
も効率的な組み合わせが分かります。
一般的に、ストッパーストラップを長
く設定すれば、深雪に覆われた平地で
の性能がよくなり、短く設定すれば、
急斜面での操縦性がよくなります。

79



ストッパーストラップ設定

使用ポジショ
ン

最適な衝撃吸収のための
一番長いストラップ位置1

原野の走行：
- 原野を走行するときの

操縦性が向上する
- 衝撃の吸収が向上する
- 深雪での発車（前進と

後退）が向上する

2

メーカー設定：最良の全
体的設定 (汎用)3

上り斜面：
- 上り斜面用のよりよい

トラックアタック角度
4

険しい上り斜面：
- 上り斜面用のよりよい

トラックアタック角度
- 移動が少なくなる
- 車高が低くなる

5

注：以下のイラストはポジション1、
2および3用です。

ストッパーストラップポジション1(一番長
い、1番目の穴)
1. 終端から 1 番目の穴
2. リヤに向かって
3. ストラップの端がストラップ軸に接触

する
4. ボルトヘッドとナットの間の 2 つの穴

が開いたままである
5. フロントに向かって
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ストッパーストラップポジション2 (2番目
の穴)
1. 使用法が限定されない穴
2. 終端から 2 番目の穴
3. リヤに向かって
4. ストラップの端がストラップ軸に接触

する
5. ボルトヘッドとナットの間の 2 つの穴

が開いたままである
6. フロントに向かって

ポジション3のストッパーストラップ (3番
目の穴)
1. 使用法が限定されない穴
2. 終端から 3 番目の穴
3. リヤに向かって
4. ストラップの端がストラップ軸に接触

する
5. ボルトヘッドとナットの間の 2 つの穴

が開いたままである
6. フロントに向かって
注：より若い数はより長いストラップ
設定に対応します。
注：両方のストラップを同じ位置に調
整します。ストッパーストラップを短
くすると、乗り心地が悪くなります。
ストッパーストラップボルトを、必ず
可能な限りロアーシャフトの近く (ス
クリューヘッドとナットの間の2個の
開いたままの穴) に取り付けます。
センタースプリング
センタースプリングプリロードは操舵
力、操縦性および衝撃吸収に影響を与
えます。
また、センタースプリングプリロード
の調整は、トラックの前部への圧力を
増減し、深雪中での性能に影響をおよ
ぼします。
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結果措置
操舵が軽くなる

プリロード
の増加

衝撃吸収能力が向上す
る
深雪中で発進しやすく
なる
深雪中での性能と操縦
性がよくなる
操舵が重くなる

プリロード
の減少

衝撃吸収能力が低下す
る
トレール操縦性がよく
なる

代表例 -リングタイプ
1. スプリングプリロード調整リング
2. プリロードの増加
3. プリロードの減少
注：カムタイプまたはリングタイプの
プリロードアジャスターについては、
車載工具に含まれるサスペンション調
整ツールを使用してください。
リヤスプリング
リヤスプリングプリロードは乗り心
地、車高および荷重補正に影響をおよ
ぼします。
また、リヤスプリングプリロードを調
整すると、スノーモービルのフロント
エンドにかかる重量が増減します。そ
の結果、スキーにかかる重量が増減し

ます。これは、深雪中での性能、操舵
効果および操縦性に影響を与えます。
最悪の走行条件においてサスペンショ
ンが軽くボトムした場合、スプリング
プリロードのよい選択をしたことを示
します。

結果措置
リヤサスペンションが固
くなる

プリロード
の増加

リヤエンドが高くなる
衝撃吸収能力が向上する
操舵が重くなる
リヤサスペンションが軟
らかくなる

プリロード
の減少

リヤエンドが低くなる
衝撃吸収能力が低下する
操舵が軽くなる
深雪中での性能と操縦性
がよくなる

プリロードが正しいか否かを特定する
ために、以下を参照してください。

代表例 -適切な調整
A. サスペンションが完全に伸びている
B. オペレーター、同乗者および荷重が乗

ると、サスペンションが一番下まで下
がる。

C. 寸法「A」と「B」の間の距離。下表を
参照してください
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対策「C」
調整は不要65mm～100mm

調整が軟らかす
ぎ。

プリロードの増加
100 mm を超え

る場合

調整が固すぎ。
プリロードの減少65 mm 未満

注：純正品のスプリングで基準値が達
成できない場合、正規Ski-Dooディー
ラーに別の選択可能なスプリングがな
いか尋ねてください。
スプリングプリロードを増加させるに
は、ツールを使用して、必ず左側の調
整カムを時計回りに回し、右側のカム
を反時計回りに回します。

注意絶対にプリロードカムを直接
ポジション5から1へ、また直接ポジ
ション1から5へ設定しないでくださ
い。
調整カムは5つの異なる設定を備えて
いて、1が一番軟らかです。

左側
1. 位置1
2. 位置2
3. 位置3
4. 位置4
5. 位置5
6. 調整ナット

右側
1. 位置1
2. 位置2
3. 位置3
4. 位置4
5. 位置5
6. 調整ナット
フロントサスペンションの調
整
スキー
これらのモデルでは、スキースタンス
を2種類の幅に設定できます。
スキーレッグ内にスペーサーが取り付
けられているときは、スキーがナロー
スタンスに設定されます。
スキーレッグの外にスペーサーが取り
付けられているときは、スキーがワイ
ドスタンスに設定されます。
スキースタンスを変更するには、両側
において下記手順を行います。
1. 車両の前部を持ち上げます。
2. スキーボルトを取り外します。
3. 希望するスタンスに従ってスペー

サーを配置します。図を参照して
ください。
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部品レイアウト -左側の図
1. スキーストッパー
2. スキーボルト
3. ワッシャ
4. ナット
5. スキーレッグブッシュ（スキーレッ
グボア内）
6. スキーレッグ
9.スペーサーが内側にあるときはナロー
スタンス
10.スペーサーが外側にあるときはワイ
ドスタンス

4. もう一方のすべての部品を取り付
け、規定のトルクでナットを締め
付けます。

締め付けトルク
48 N•m ± 6 N•mスキーボルト

注：車両がトレールでの走行で許容さ
れている最大幅を超えないようにして
ください。現地の規則を確認してくだ
さい。
フロントスプリング
フロントスプリングプリロードはフロ
ントサスペンションの固さに影響を与
えます。
フロントサスペンションプリロードは
操舵挙動にも影響を与えます。

結果措置
フロントサスペンションが
より固くなる

プリ
ロード
の増加

フロントエンドが高くなる
操舵がより精細になる
衝撃吸収能力が向上する
フロントサスペンションが
軟らかくなる

プリ
ロード
の減少

フロントエンドが低くなる
操舵が軽くなる
衝撃吸収能力が低下する

カムタイプ - HPGショックアブソーバー
1. プリロードの減少
2. プリロードの増加
3. スプリングプリロード調整カム

代表例 -リングタイプ
1. スプリングプリロード調整リング
2. プリロードの増加
3. プリロードの減少
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車両挙動に基づく調整のコツ
修正手段問題

スキーアライメントを確認します。

フロントサスペンションの動き
が速すぎる

- フロントサスペンションスプリングプリロー
ドを減らします。

- センタースプリングプリロードを増やしま
す。

- リアスプリングプリロードを減らします。

速度が一定のときに操舵が重す
ぎる

- フロントサスペンションスプリングプリロー
ドを減らします。

- センタースプリングプリロードを増やしま
す。

加速時に操舵が重すぎる - リアスプリングプリロードを減らします。
- リミッターストラップを長くします。

コーナリングまたは加速時にス
キーのリフトが大きすぎる

- リミッターストラップを短くします。
- リアスプリングプリロードを増やします。

スノーモービルのリアが固すぎ
る - リアスプリングプリロードを減らします。

スノーモービルのリアが軟らか
すぎる - リアスプリングプリロードを増やします。

リアサスペンションが頻繁に底
付きする

- リアスプリングプリロードを増やします。
- センタースプリングプリロードを増やしま

す。
- リミッターストラップを長くします。

スノーモービルが旋回するよう
な動きを見せる

- センタースプリングプリロードを減らしま
す。

- リアスプリングプリロードを増やします。
- フロントサスペンションスプリングプリロー

ドを増やします。
- リミッターストラップを短くします。

発車時に、トラックが頻繁にス
ピンする - リミッターストラップを長くします。
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車両の輸送
オイルリザーバーと燃料タンクキャッ
プが正しく取り付けられていることを
確認します。
チルトベッドトレーラーはウインチ装
置を容易に搭載でき、荷積みのときの
最大の安全性を獲得することができま
す。簡単に見えるとしても、決してス
ノーモービルを走行させて、チルト
ベッドトレーラーまたはその他のいか
なるトレーラーもしくは車両にも載せ
ないでください。スノーモービルが走
行してトレーラーに上ることで、多く
の重大な事故が発生してきました。た
とえ短い移動距離でも、車両のフロン
トとリアを確実に固定します。すべて
の装置がしっかり固定されていること
を確認します。道路上のホコリがス
ノーモービルを損傷しないように、ト
レーラーで輸送するときはスノーモー
ビルにカバーをかけます。
トレーラーが州の要求事項に適合する
ことを確認してください。ヒッチと安
全チェーンが固定されていること、ブ
レーキランプ、方向指示灯および車幅
灯がすべて機能していることを確認し
ます。

警告
車両を後方に向けてけん引しないで
ください。車両を後方に向けてけん
引すると、風がウインドシールドを
損傷する恐れがあるばかりでなく、
ウインドシールドがなくなってしま
う恐れさえあります。
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最初の点検
最初に走行して10時間が経過したとき、または500 km走行したときの、いずれ
か早い方のタイミングで、正規Ski-Dooディーラー、修理工場、またはご自分で
選んだ人による整備を受けてください。 最初の点検は非常に重要です。必ず実
施してください。
注：この初期点検は車両のオーナーの費用負担で行われるものです。

正規Ski-Dooディーラー、修理工場、ま
たは個人の署名点検日

正規Ski-Dooディーラー、修理工場、ま
たは個人の名前

最初の500 kmまたは10時間の走行後（いずれか早い方のタイミング）の最初
の検査

トラックの調整とアライメントの実施
ドライブチェーンの調整
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メンテナンスのスケジュール
メンテナンスは、車両を安全な運転状態に保つために非常に重要です。修理工
場、または所有者任意の個人が、排出ガス制御装置およびシステムのメンテナン
ス、交換、または修理を実施できます。これらの指示事項は、コンポーネントを
必要としませんし、BRPや正規Ski-Dooディーラーが整備する必要もありません。
正規Ski-Dooディーラーは、Ski-Dooスノーモービルを整備する技術上の詳細な知
識とツールを備えているとは言え、排出ガス関連保証は、正規Ski-Dooディーラー
や、BRPがビジネス関係を持つその他の機関を利用することを条件としていませ
ん。排出ガス関連保証請求については、BRPは、診断と排出ガス関連部品の修理
を正規Ski-Dooディーラーに制限しています。詳細については、本ガイドに含ま
れる米国環境保護庁排出ガス関連保証を参照してください。適切なメンテナンス
を行うことは、オーナーの責任です。オーナーによる不適切なメンテナンスや使
用が原因で問題が起こった場合などは、保証請求が拒否されることもあります。
ユーザーは、本ガイドの燃料セクションに記載されている燃料要件の指示事項を
遵守しなければなりません。エタノールの含有率が10体積%を超えるガソリンが
広く販売されている場合でも、米国 EPA はエタノールの含有率が10体積%を超
えるガソリンの使用を禁止しています。これは、この車両にも適用されていま
す。このエンジンに、エタノールの含有率が10体積%を超えるガソリンを使用
すると、排出ガス制御システムを損傷する恐れがあります。車両は、メンテナン
ススケジュールに基づいて整備してください。
スケジュール通りにメンテナンスを行っていても、始業点検は必要です。

警告
メンテナンスのスケジュールや手順に従って適切に車両を維持しないと、安全
な作動を損ねます。

1,500 km走行毎
ドライブチェーンの調整
チェーンケースのオイルレベルの点検

3,000 kmの走行毎、または毎年のシーズン前
（いずれか早い方）

走行前点検の実施

故障コードの確認
バッテリーの充電（電動スターター装備モデル）
ドライブチェーンの調整
チェーンケースオイルの交換
ブレーキホース、パッドおよびディスクの点検
冷却液密度の点検
ドライブベルトの点検
ドライブプーリーの目視点検および清掃
規定トルクでのドライブプーリー固定ねじの締め付け
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3,000 kmの走行毎、または毎年のシーズン前
（いずれか早い方）

ドリブンプーリーの清掃
エキゾーストシステムに漏れがないかを点検
規定トルクでのエキゾーストマニホールドボルトまたはナットの締め付け
トラックの調整とアライメントの実施
リヤサスペンション（ストッパーストラップおよびスライダーシューなど）の
点検
車両を水に濡れた状態（雨、水たまり）で使用した場合は、リヤサスペンショ
ンの潤滑
燃料ラインとその接続部の点検
フロントサスペンションの点検
タイロッドエンドおよびアライメントの点検
ヘッドライトビーム光軸の調整

6,000 km走行毎または2年毎
（いずれか早い方）

エンジンラバーマウントの点検
エンジンストッパーの調整
燃料ポンプストレーナーの点検および必要に応じて交換
ブレーキオイルの交換
ドライブプーリーの摩耗部品（スライダーシューズ、Oリング、およびスライ
ディングシーブブッシュ）の交換
スロットルケーブルの点検
リワインドスターターの清掃と潤滑

10,000 km走行毎または3年毎
（いずれか早い方）

スパークプラグの交換
オイル噴射ポンプストレーナーの点検、必要に応じて清掃
ドライブプーリーの摩耗部品（スプリングカバーブッシュおよびランプ）の交
換
3D RAVEバルブの清掃
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5年ごと
エンジンクーラントの交換
インライン燃料フィルターの交換
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メンテナンス手順
このセクションでは、基本的なメンテ
ナンスの手順を説明します。

警告
メンテナンスを行う場合は、エンジ
ンを止め、テザーコードキャップを
取り外して、以下のメンテナンス手
順に従ってください。適切なメンテ
ナンス手順を守らないと、高温の部
品、稼動部分、電気的、化学的ある
いはその他の危険により負傷する恐
れがあります。

警告
分解／組立を行うときに、ロック装
置(ロックタブ、戻り止めファスナー
など)の取り外しが必要な場合、必ず
新品と交換してください。

デュアルエアインテーク付き
のエアフィルター
エアフィルターの通気
エアインテークプレフィルターは2つ
あります（コンソールの各側に1つ）。
エアインテークプレフィルターが正し
く取り付けられ、汚れがなく良好な状
態であることを確認します。

1. 左側エアフィルター
エアフィルターの清掃や交換が必要な
場合は、正規Ski-Dooディーラー、修
理工場、またはご自分で選んだ人にお
問い合わせください。

エンジンクーラント
警告

エンジンが高温の場合、絶対に冷却
液タンクキャップを開けないでくだ
さい。

エンジンクーラントレベルの確認
冷却液レベルを、キャップを外した状
態で、室温で確認します。冷却液は、
冷却液タンクの｢コールド｣レベルの線
（エンジン冷間）にあることが必要で
す。
注：低温でレベルを確認する場合、そ
のマークより若干低い場合がありま
す。
クーラントの補充が必要な場合または
システム全体の補充が必要なる場合
は、正規Ski-Dooディーラー、修理工
場またはご自分で選んだ人に相談して
ください。

代表例
1. 冷却液タンク
2. COLDレベルライン
推奨エンジン冷却液

クーラントBRP推奨品
ロングライフ不凍
液 (F） (P/N 619

590 204)

フィンランド、
ノルウェー、ス

ウェーデン
ロングライフ不凍
液 (P/N 219 702

685)
その他のすべて

の国
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クーラントBRP推奨品
蒸留水と不凍液の

溶液 (蒸留水
50％、不凍液50％)

代替品あるいは
推奨品が入手で

きない場合

注記 内燃機関であるアルミニウムエ
ンジン専用の腐食防止剤入りエチレン
グリコール不凍液を必ず使用してくだ
さい。
エキゾーストシステム
エキゾーストシステムの確認
出口穴がボトムパンにある状態で、マ
フラーテールパイプを中央に揃えてく
ださい。エキゾーストシステムには錆
や漏れがないようにしてください。す
べての部品が確実に所定の位置にある
ことを確認してください。
リテーニングスプリングの状態を確認
し、必要に応じて交換します。
エキゾーストシステムは、騒音を減ら
し、エンジンの性能全体を向上させる
ように設計されています。改造は現地
の法律の違反になることがあります。
注記 エキゾーストシステムのコン
ポーネントを取り外した、改造したま
たは損傷した場合、重大なエンジンの
損傷が発生する恐れがあります。
スパークプラグ
スパークプラグの点検または交換は、
正規Ski-Dooディーラー、修理工場ま
たはご自分で選んだ人が実行しても構
いません。スパークプラグの点検また
は交換は、技術上の詳細な知識が必要
です。要求されなくても、正規Ski-Doo
ディーラーがスパークプラグの点検ま
たは交換することが推奨されます。
エンジンストッパー
エンジンストッパーの調整
エンジンストッパーは、左前のエンジ
ンサポート上、ドライブプーリーの前
側にあります。
1. ポストからD.E.S.S.キーを取り外し

ます。
2. 左側のパネルを取り外します。コ

ントローラー類、計器類および装
置のセクションのサイドパネルを
参照してください。

3. ドライブベルトガードを取り外し
ます。コントローラー類、計器類
および装置のセクションのドライ
ブベルトガードの取り外しを参照
してください。

4. エンジンストッパーをエンジンサ
ポートに固定している3つのボルト
を、垂直方向の遊びができる分だ
け緩めます（1/2～1回転）。

1. ドライブプーリー
2. エンジンストッパーボルト
3. エンジンストッパー
5. 0.5 mmの隙間ゲージをエンジンス

トッパー開口部に挿入します（図
を参照してください）。

1. 開口部
2. 隙間ゲージ
6. 隙間ゲージを（エンジン上の）エ

ンジンストッパーとラバーストッ
プブロックの間に置きます。

注：隙間ゲージを入れすぎないでくだ
さい。入れすぎると、ラバーストップ
ブロック表面の突き出し部を超えてし
まい、調整状態が変わります。イラス
トを参照してください。
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1. ラバーストップブロック
2. 突き出し部
3. 隙間ゲージ
7. 図に示す順序に従ってボルトを締

め付けます。隙間ゲージを挟まな
いように注意してください。

締め付け手順

締め付けトルク

10 N•m ± 2 N•m
エンジンス

トッパーボル
ト

注記 エンジンストッパーとそのボル
トが正しく取り付けられていないと、
プーリーに重大な損傷が生じます。
ブレーキオイル
推奨オイル
密閉容器に入っているDOT 4ブレーキ
オイルのみを使用してください。開封
された容器は汚染されているか、空気
からの湿気を吸収している可能性があ
ります。

警告
密閉容器に入っているDOT 4ブレー
キオイルのみを使用してください。
ブレーキシステムへの重大な損傷を
避けるため、補充の際に推奨オイル
以外のオイルを使用したり、異なる
オイルを混合したりしないでくださ
い。
注記 ブレーキオイルは塗料とプラス
チック部品に損傷を与えることがあり
ます。取り扱いに注意してください。
漏れた場合は入念にすすいでくださ
い。
ブレーキ液レベルの検証
注記 オイルレベルを確認する前に、
車両を水平面に置いてください。
リザーバーのブレーキオイル (DOT 4)
が適切なレベルにあるか確認します。
必要に応じて、オイル (DOT 4) を補充
します。

代表例
1. ブレーキ液リザーバー

1. 最小
2. 最大
3. 動作範囲
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注意ブレーキオイルが皮膚に付着
したり目に入ったりしないようにして
ください。重篤な火傷が起こる恐れが
あります。皮膚に付着した場合は、入
念に洗浄してください。目の中に入っ
た場合、大量の水で最低10分間すす
ぎ、すぐに医師に相談してください。
チェーンケースオイル
推奨チェーンケースオイル

推奨チェーンケースオイル
XPS合成チェーンケースオイル (P/N

413 803 300)

注記 本スノーモービルのチェーン
ケースは、XPS™合成オイルを使用し
て開発・認証されました。BRPは、常
にXPS合成チェーンケースオイルを使
用することを強く推奨します。チェー
ンケースに適さないオイルが生じさせ
た損傷は、BRP限定保証により保証さ
れません。
チェーンケースへのアクセス
右側パネルを開けます。コントロー
ラー類、計器類および装置を参照して
ください。
チェーンケースオイルレベルの確
認
車両を水平面に置いて、チェックプラ
グを取り外してオイルレベルを確認し
ます。

1. マグネット付きチェックプラグ
注：チェックプラグの磁石部分に金属
細片が付くのは異常ではありません。
大きな金属屑が見つかった場合には
チェーンケースカバーを取り外して

チェーンケースの部品を点検してくだ
さい。
チェックプラグの磁石部分から金属細
片を取り除きます。
オイルレベルはネジ込み穴に達する必
要があります。
チェーンケースオイル補充手順
チェックプラグを取り外します。
チェーンケースカバー上のフィラー
キャップを取り外します。

1. フィラーキャップ
推奨オイルを、オイルがチェックプラ
グ穴から出てくるまでチェーンケース
の注入口に注ぎます。
チェックプラグを取り付けて、規定ト
ルクで締め付けます。

締め付けトルク

6 N•m ± 1 N•mチェックプラ
グ

フィラーキャップを再取り付けしま
す。
ドライブチェーン
チェーンケースへのアクセス
右側パネルを開けます。コントロー
ラー類、計器類および装置を参照して
ください。
ドライブチェーンの調整
1. マフラーを取り外します。このセ

クションのエキゾーストシステム
を参照してください。

2. テンショナーロックナットを数回
転緩めます。
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1. テンショナー調整ねじ
2. ロックナット
3. シールワッシャ
3. テンショナー調整ねじを数回転緩

めます。
4. シールワッシャを引き戻します。
5. 必要に応じて、調整ねじのねじ部

を清掃します。
注記 正確な調整ができるように、調
整ねじのねじ部は汚れのない状態でな
ければなりません。
6. テンショナー調整ねじを手で締め

付けます。
注：調整ねじを手で締め付けることが
できなくなるまで回します。
7. テンショナー調整ねじを保持して、

ロックナットを規定のトルクで締
め付けます。

締め付けトルク
36 N•m ± 3 N•mロックナット

8. マフラーを取り付けます。
ドライブベルト
駆動ベルトの点検
ベルトにひび割れ、擦り切れまたは異
常な摩耗 (偏磨耗、一方の端の摩耗、
コグの脱落、ひび割れた織物) がない
か点検します。異常な摩耗が認められ
た場合、考えられる原因は、プーリー
のミスアライメント、トラック凍結時
の過度に高い回転速度、暖機しないま
までの速やかな発車、マクレのあるま
たは錆びた綱車、オイルの付着したベ
ルト、または歪んだスペアベルトで
す。正規Ski-Dooディーラーに相談し
てください。

ドライブベルトの交換
ドライブベルトの取り外し
1. エンジンカットオフスイッチから

テザーコードキャップを取り外し
ます。

2. ドライブベルトガードを取り外し
ます。コントローラー類、計器類
および装置を参照してください。

3. 図に示すように、車載工具に付属
のドリブンプーリーエキスパンダー
を、アジャスターハブのねじ穴に
差し込みます。

アジャスターハブに取り付けられたプー
リーエクスパンダー
4. ツールをねじ込んで、ドリブンプー

リーを開きます。
5. ドライブベルトをドリブンプーリー

の上面上を滑らせてから、ドライ
ブプーリーの上を滑らせて、ドラ
イブベルトを取り外します。

ドライブベルトの取り付け
1. 必要に応じて、ドリブンプーリー

を開きます。上記のドライブベル
トの取り外しを参照してください。

2. ベルトをドライブプーリーの上を
滑らせてから、ドリブンプーリー
の上を滑らせます。

注記 ベルトを力任せに、またはツー
ルを使用して無理に所定の位置に入れ
ないでください。そのようにすると、
ベルト内のコードが切断または破損す
る恐れがあります。
注：ドライブベルトを、矢印で示され
る回転方向に取り付けると、ドライブ
ベルトの寿命が最長になります。
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1. 回転方向が示される
3. ドリブンプーリーエクスパンダー

のスクリューを緩め、プーリーか
ら外します。

4. ドリブンプーリーを数回回転させ、
ベルトをシーブ間に正しくセット
します。

5. 新品のベルトが取り付けられてい
る場合、ベルトの高さを調整して
ください。以下のドライブベルト
の高さの調整を参照してください。

6. ドライブベルトガードを取り付け
ます。コントローラー類、計器類
および装置を参照してください。

7. サイドパネルを閉じます。コント
ローラー類、計器類および装置を
参照してください。

ドライブベルトの高さの調整
新しいドライブベルトを取り付けるた
びに、ドライブベルトの高さを確認す
る必要があります。
ドライブベルトの高さを調整するに
は、以下のようにします。
1. エンジンカットオフスイッチから

テザーコードキャップを取り外し
ます。

2. ドライブベルトガードを取り外し
ます。

3. クランピングボルトを緩めます。

1. アジャスターハブ
2. クランピングボルト

4. ツールキットに含まれるサスペン
ション調整ツールを使用して、リ
ングを一度に 1/4 回転ずつ回しま
す。その後ドリブンプーリーを回
転させて、ベルトを2つのプーリー
シーブの間に正しくセットします。

1. サスペンション調整ツール
注：調整リングには左側トレッドがあ
ります。
ドライブベルトの外側にあるコグの一
番低い部分が、ドリブンプーリーエッ
ジと面一になるまで、ステップ4を繰
り返します。

代表例 -予備設定
1. 歯の一番低い部分がドライブベルト外

面と面一になっている状態
注：リングを反時計回りに回すと、
プーリーのドライブベルトが低くなり
ます。リングを時計回りに回すと、
プーリーのドライブベルトが高くなり
ます。
5. クランピングボルトをしっかり締

め付けます。可能であれば、トル
クレンチを使用して、指定トルク
で締め付けます。

締め付けトルク

5.5 N•m ± 0.5 N•mクランピング
ボルト
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代表例
1. クランピングボルト
6. ドライブベルトガードを取り付け

ます。
7. サイドパネルを取り付けます。
注：これらの設定は、大部分のモデル
の予備調整として正しい。エンジンを
始動するとき、車両がクリープするこ
とがあります。それはドライブベルト
がきつすぎるせいです。
車両がクリープするのであれば、ドラ
イブベルトの高さを予備設定より低く
してください。クリープしなくなるま
で、手順を繰り返してください。
リバース作動
注：ベルトの位置がドリブンプーリー
内で高すぎる場合、リバースが作動し
ないこともあります。リバース作動が
適切に動作しない場合、ドライブベル
トが正しく調整されているか否かを確
認してください。必要に応じて、ドラ
イブベルトの位置を調整して、ドリブ
ンプーリー内で低くします。
ドライブプーリー
ドライブプーリーの調整

警告
テザーコードキャップをエンジン
カットオフスイッチから引き抜いて
から、調整を行います。車両を、ト
レールから離れた安全な場所に停車
させてください。

ドライブプーリーは、エンジンの最大
出力を規定回転数で転送するように工
場で較正されています。外気温、高度
または表面状態などの要因は、この重
要なエンジン回転数を変動させ、その
結果、スノーモービルの効率に影響を
与えます。
この調整式ドライブプーリーが、設定
エンジン最高回転数が最大出力を維持
することを可能にします。
実際のエンジン最高回転数が最大出力
回転数と一致するように、較正ねじを
調整してください。

最高出力時回転数エンジン
8,100 rpm (± 100)600 HO E-TEC

注：エンジン回転数を調整するため
に、精密なデジタルタコメーターを使
用します。
注：調整は、高回転数に対してのみ効
果があります。
1～6までの番号が付けられた6つの位
置があります。
較正ねじには、ねじの頭に刻印されて
いる番号によって特定される、6つの
設定があります。
実際の設定は、プーリー上のマークに
位置が揃えられたねじの頭の番号とな
ります。

プーリーの設定
1. マーク
2. 番号
それぞれの位置ごとに、最大エンジン
回転数が約200 rpm変化します。
より低いポジション番号はエンジン回
転数が200 rpm単位で減り、より高い
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ポジション番号はエンジン回転数が200
rpm単位で増えます。
例：
最初に位置4に設定されていた較正ね
じを位置6に変更すると、最大エンジ
ン回転数が400 rpm増加します。
参照
ロックナットを較正ねじの頭がプー
リーから出る分だけ緩め、希望の位置
まで回します。ロックナットを完全に
取り外さないでください。
3つの較正ねじすべてを同じ位置に設
定します。
ロックナットを締めます。

締め付けトルク
10 N•m ± 2 N•mロックナット

注記 較正ねじを完全に取り外さない
でください。完全に取り外すと、内部
のワッシャが落下します。必ず3個の
カムすべてを調整し、すべてのカムを
同じ位置に設定します。

代表例
1. 較正ねじを回転できるように緩める

警告
決してドライブプーリーを分解また
は改造しないでください。
不適切な組立てや改造をすると、高
速回転のために発生する応力によ
り、プーリーが激しく爆発する恐れ
があります。
ドライブプーリーをメンテナンスま
たは整備するためには、Ski-Doo
ディーラーに相談してください。不
適切な整備やメンテナンスは、性能
に影響をおよぼし、ベルトの寿命を
縮めます。必ずメンテナンススケ
ジュールを遵守してください。

警告
以下の場合には、決してエンジンを
動作させないでください。
- シールドとベルトガードがしっか

り取り付けられていない。
- フードやサイドパネルが開いてい

る、または取り外されている。
エンジンが動作している間は、決し
て可動部分の調整をしないでくださ
い。

トラック
トラック状態

警告
別途指定されている場合は除き、メ
ンテナンスや調整を行う前に、テ
ザーコードキャップをエンジンカッ
トオフスイッチから抜き取ります。
車両を、トレールから離れた安全な
場所に停車させてください。
エンジンカットオフスイッチからテ
ザーコードキャップを取り外します。
スノーモービルのリアを持ち上げ、そ
れをリアデフレクターパネル付きの底
面の広いスノーモービル機械式スタン
ドで支えます。エンジンを停止させ、
トラックを手で回して、状態を点検し
ます。摩耗したり切れている場合、ト
ラックの繊維が露出している場合、ま
たは脱落したり破損しているインサー
トやガイドが認められる場合は、正
規Ski-Dooディーラーに相談してくだ
さい。
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トラクション強化製品を搭載する
スノーモービル
スノーモービルがBRP認定スタッド付
きトラックを搭載している場合、使用
する前に毎回、必ずトラックを目視点
検してから作業を進めてください。
以下のような不具合を探してくださ
い。
- トラックに穴が開いていないか
- トラックに裂け目がある (特にス

タッド付きトラックのトラクショ
ンホールの周辺)

- ラグが破損または断裂している、
ロッドの露出している部分

- ラバーの剥離
- ロッドの破損
- スタッドの破損 (スタッド付きト

ラック)
- スタッドが曲がっている(スタッド

付きトラック)
- スタッドが脱落している
- スタッドが裂けてトラックから外

れている
- トラックガイドが脱落している
- また、スタッドナットが推奨トル

クで締め付けられていることを確
保してください。

認定されたスタッド付きトラックで
は、破損または損傷したスタッドはた
だちに交換してください。トラックに
劣化の兆候があれば、ただちに交換す
る必要があります。疑問がある場合
は、ディーラーに尋ねてください。

警告
トラックまたはスタッドが損傷した
まま走行すると、制御不能になる恐
れがあります。
トラクション強化製品についての全般
情報については、オペレーターズガイ
ドの冒頭にある安全情報のセクション
のトラクション強化製品を参照してく
ださい。
トラックの張力とアライメント
注：トラックの張力とアライメントは
相互に関係しています。一方なしに他
方を調整しないでください。

警告
スノーモービルのそばにいる人が重
傷を負わないようにするために、以
下のことを行ってください。
- 決して動作しているトラックの後

ろやそばに立たないでください。
- トラックを回転させる必要がある

場合は、必ずリアデフレクターパ
ネルが付いた、底面の広いスノー
モービルスタンドを使用してくだ
さい。

- トラックを引き上げて地面から離
す場合は、一番低い速度で動作さ
せてください。

遠心力により、異物、損傷もしくは
脱落したスタッド、裂けたトラック
の断片、または裂けたトラックが丸
ごと、恐ろしい力でトンネルから後
方に激しく飛ばされ、その結果、脚
が切断される、またはその他の重傷
を負う恐れがあります。

トラック張力の確認
注：トラック張力の調整をする前に、
約15～20分スノーモービルを走行させ
ます。
1. エンジンカットオフスイッチから

テザーコードキャップを取り外し
ます。

2. 車両の後部を持ち上げ、後部を地
面から離して支えます。

注意適切な持ち上げ方をします。
特に脚力を利用します。自分の限界を
超えると考えられる場合は、車両の後
部を持ち上げようとしないでくださ
い。
3. リヤサスペンションを完全に伸ば

します。
4. テンショナー (P/N 414 348 200) を

使用します。

5. ボトムOリングを使用して、たわみ
を30mm～35mmに設定します。
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たわみ量の設定
1. 基準値に合わせて設定されたボトムO

リング
6. 上部Oリングを0 kgfにセットしま

す。
7. 張力計をトラックにセットします。

すなわち、フロントアイドラーホ
イールとリアアイドラーホイール
の間にセットします。

8. 張力計を押し下げて、ボトムOリン
グ (前に設定されたたわみ量) の位
置をスライダーシューの底部の位
置に揃えます。

1. たわみ量Oリングの位置がスライダー
シューの位置と揃う

9. 張力計の上部Oリングが記録する荷
重を読み取ります。

荷重読取値
1. 上部Oリング
10. 荷重読取値は下表に従っている必

要があります。
トラック調整基準値

30 mm ～ 35 mmトラックのたわみ
量の設定

6 kgf ～ 8.5 kgfトラック荷重読取
値

11. 荷重読取値が基準値と一致しない
場合、トラックの張力を調整しま
す。トラック張力調整を参照して
ください。

トラック張力調整
1. エンジンカットオフスイッチから

テザーコードキャップを取り外し
ます。

2. リアアイドラーホイールアクスル
のナットを緩めます。

1. アイドラーホイールアクスル
3. 両方の調整ねじを締めるか、ある

いは緩めて、トラックの張りを増
大／減少させます。
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1. 左側調整ボルト
4. 正しい張力を達成できない場合は、

正規Ski-Dooディーラーに相談して
ください。

5. リテーニングアクスルナットを規
定のトルクで締め付けします。

締め付けトルク

25 N•m ± 3 N•mアクスルナッ
ト

警告
アイドラーホイールアクスルを正し
く締め付けます。そうしない場合、
ホイールが外れてトラックが「ロッ
ク」する恐れがあります。
6. 以下の要領で、トラックアライメ

ントを点検します。

トラックアライメント

警告
トラックアライメントを点検する前
に、トラックが回転するとき投げ出
される恐れのある粒子がトラックに
付いていないことを確認します。
手、工具、足および衣服がトラック
に触れないよう十分注意してくださ
い。必ず、リヤデフレクターパネル
付きの底面の広いスタンドでスノー
モービルを持ち上げます。スノー
モービル周辺、特にトラックの後部
に、人が立っていないことを確認し
ます。決してトラックを高速で回転
させないでください。
遠心力により、異物、損傷もしくは
脱落したスタッド、裂けたトラック
の断片、または裂けたトラックが丸
ごと、恐ろしい力でトンネルから後
方に激しく飛ばされる恐れがありま
す。
1. 車両の後部を持ち上げ、後部を地

面から離して支えます。

注意適切な持ち上げ方をします。
特に脚力を利用します。自分の限界を
超えると考えられる場合は、車両の後
部を持ち上げようとしないでくださ
い。
2. エンジンを始動し、わずかに加速

させて、トラックがゆっくり回る
ようにします。これは短時間(15～
20秒) で行う必要があります。

3. トラックが十分センター出しされ
ているか点検します。トラックガ
イドとスライダーシューのエッジ
間の両側が等距離になることが重
要です。

1. ガイド
2. スライダーシュー
3. 等距離
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4. トラックのアライメントを修正す
る場合：
4.1 エンジンを停止します。
4.2 エンジンカットオフスイッ

チからテザーコードキャッ
プを取り外します。

警告
別途指定されている場合は除
き、メンテナンスや調整を行
う前に、テザーコードキャッ
プをエンジンカットオフス
イッチから抜き取ります。車
両を、トレールから離れた安
全な場所に停車させてくださ
い。

4.3 リアアイドラーホイールア
クスルのナットを緩めま
す。

1. アイドラーホイールアクスル
4.4 スライダーシューがトラッ

クインサートガイドから一
番遠い側で、調整ねじを締
め付けます。

1. 左側調整ボルト

1. ガイド
2. スライダーシュー
3. こちら側を締め付ける
5. リテーニングアクスルナットを規

定のトルクで締め付けします。
締め付けトルク

25 N•m ± 3 N•mアクスルナッ
ト

警告
アイドラーホイールアクスルを正し
く締め付けます。そうしない場合、
ホイールが外れてトラックが「ロッ
ク」する恐れがあります。
6. エンジンを再始動し、トラックを

ゆっくり回して、アライメントを
再点検します。

7. スノーモービルを再び地面に置き
ます。

サスペンション
リアサスペンションの状態
スライダーシュー、スプリング、ホ
イールなど、すべてのサスペンション
コンポーネントを目視点検します。
注：通常走行中、雪はスライダー
シューにとって潤滑剤およびクーラン
トとして機能します。氷または砂混じ
りの雪の上を長時間走行すると、過度
の熱が蓄積し、スライダーシューの早
期摩耗が発生します。
サスペンションストッパースト
ラップの状態
ストッパーストラップに摩耗や亀裂が
ないか、ボルトとナットが締まってい
るか点検します。緩ければ、穴が変形
していないか点検します。必要に応じ
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て交換します。基準地に合わせてナッ
トをトルク締めします。

締め付けトルク

6 N•m ± 1 N•m
ストッパース
トラップボル

ト

サスペンションの潤滑
サスペンショングリース (P/N 293 550
033)を使用して、以下のサスペンショ
ンピボットをグリースフィッティング
から潤滑します。メンテナンスの頻度
については、メンテナンススケジュー
ルを参照してください。

1. グリースフィッティング

1. グリースフィッティング
ステアリングとフロントサスペン
ションの状態
ステアリングとフロントサスペンショ
ンに(ステアリングアーム、コントロー
ルアームおよびリンク、タイロッド、
ボールジョイント、スキーボルト、ス
キーレッグなど) コンポーネントの締
め付けがあるか、目視点検します。必
要に応じて、正規Ski-Dooディーラー
に相談してください。

スキー
スキーとランナーの摩耗と状態
スキーとスキーランナーカーバイドの
状態を点検します。摩耗していれば、
正規Ski-Dooディーラーに相談してく
ださい。

警告
過度に摩耗したスキーやスキーラン
ナーは、スノーモービルの制御に悪
影響を与えます。

ヒューズ
ヒューズの点検
ヒューズの状態を確認して、必要に応
じて交換します。
ヒューズをホルダーから取り外し、
ヒューズを引き出します。フィラメン
トが溶けているか点検します。

1. ヒューズ
2. 溶けていないか確認

警告
高い定格のヒューズを使用しないで
ください。

警告
ヒューズが燃え尽きたあと、再始動
する前に、不具合の原因を特定し、
解消してください。整備については
正規Ski-Dooディーラーに相談してく
ださい。
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ヒューズの位置
手動始動

代表例 -エンジンコンパートメント右側
1. 5 A 始動／RERヒューズ
電動始動

代表例 -エンジンコンパートメント右側
1. 25 A充電システムのヒューズ
2. 5 A 始動／RERヒューズ
ライト
バルブ交換後は必ずライトの動作を確
認してください。
ヘッドライト電球の交換
注記 ハロゲン電球のガラス部分を決
して素手で触らないでください。電球
の寿命が短くなります。ガラス部分を
触ってしまった場合、イソプロピルア
ルコールで拭き取れば、バルブの表面
に膜を残さないですみます。
1. タブを引いてフロントストレージ

コンパートメントを開けます。

1. タブ
2. ストレージコンパートメント
2. 適切なラバーブースを取り外しま

す。

1. ラバーブーツ
注：両方のラバーブーツが正しく取り
付けられて、湿気がヘッドランプ内に
入らないようにしてください。湿気は
ヘッドランプ内でもやを形成します。
3. 電気コネクターを取り外します。

電気コネクター
注：電気コネクターを正しく接続して
ください。
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4. バルブサポートから留めクリップ
を外しするには、クリップの両側
を押して引き抜きます。

手順 1： 両側を押します
手順 2： 押し下げてリリースします
手順 3： 両側をリリースします
1. リテーニングクリップ
5. バルブを引き抜き、取り換えます。

部品を適切に再度取り付ける。
ヘッドライトビーム光軸
フロントストレージコンパートメント
を開けます。
ノブを回してビームの高さを調整しま
す。
ビームの高さを下げるには、ノブを時
計回りに回します。
ビームの高さを上げるには、ノブを反
時計回りに回します。

代表例
1. ノブ

アイススクラッチャー
（Summit SP）
アイススクラッチャーの交換
摩耗限度マークが見えなくなったとき
に、Ski-Dooディーラーでアイススク
ラッチャーを交換してください。

代表例
1. 摩耗限度
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車両のお手入れ
使用後のお手入れ
雪と氷をリアサスペンション、トラッ
ク、フロントサスペンション、ステア
リングメカニズムおよびスキーから取
り除きます。

警告
テザーコードキャップがエンジン
カットオフスイッチから引き抜かれ
ていることを確認してから、車両の
前に立ち、トラックまたはリアサス
ペンションコンポーネントに近づき
ます。
スノーモービルを一晩中、または長期
間使用しないで戸外に置いておく場合
は、必ずカバーをかけます。これは、
スノーモービルを霜や雪から保護し、
外装を保持するのに役立ちます。
車両の清掃と保護
スノーモービルを中性洗剤を溶かした
水で洗浄します。マイクロファイバー
クロースまたは相当品だけを使用しま
す。
注記 清掃する表面にさらに損傷を与
えるのを避けるために、ウインドシー
ルドやフードにはマイクロファイバー
クロースまたは相当品を使用すること
が必要です。
グリース、オイルおよび汚れを除去す
るには、BRPヘビーデューティクリー
ナー (P/N 293 110 001)を使用してくだ
さい。
注記 ヘビーデューティクリーナーを
デカールやビニールには使用しないで
ください。
プラスチックやビニールの表面から頑
固な汚れを取り除くには、XPS多用途
クリーナー (P/N 219 701 709)を使用し
てください。
注記 プラスチックの部品やフード
を、決して、強力な洗浄剤、脱脂剤、
塗料シンナー、アセトン、塩素を含む
製品などで清掃しないでください。
車両の塗装部分をよりよく保護するた
めに、ワックスを塗ってください。
注：光沢仕上げの物にだけワックスを
塗布してください。
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保管
夏の間、またはスノーモービルが3か
月以上使用しない場合、適切に保管す
ることが必要です。

保管
車両を清掃する
製品メーカーの推奨に基づいて、燃
料安定剤を燃料に添加する。
製品を燃料に添加した後、エンジン
を動作させる。
エンジンを潤滑する
ブレーキレバーピボットを潤滑する
リアサスペンションを潤滑する
(電動スターターを搭載するモデルで)
バッテリーを保管中満充電状態にし
ておくため、バッテリーを毎月充電
する
マフラー排出口を布でカバーする
トラックが地面から離れるまで、車
両の後部を持ち上げる。トラックの
張りをリリースしないこと。

注意適切なリフト装置を使用する
か、手助けを得て持ち上げる力を分担
します。リフト装置を使用しない場
合、正しい持ち上げ方をします。特に
脚力を使用します。自分の限界を超え
ると考えられる場合は、車両の後部を
持ち上げようとしないでください。
注記 スノーモービルは、涼しい乾燥
した場所に保管し、通気性のある不透
明のシートをかけることが必要です。
このようにすれば、日光とホコリがプ
ラスチックコンポーネントと車両の仕
上げに影響するのを防げます。
注記 燃料安定剤は、ニスの沈殿物か
らキャブレターを確実に保護するため
に、エンジン潤滑剤より先に添加して
ください。
エンジン保管モード
（E-TEC）
ほかのエンジンと同様、E-TECは、内
部部品の保護のために、保管中に適切
に潤滑する必要があります。E-TECシ
ステムは、オペレーターが始めること

ができる、組込式エンジン保管潤滑機
能（夏期対応機能）を提供します。
作業を行うには、以下のことをしてく
ださい。
1. 車両を十分換気されている場所に

置きます。
2. エンジンを始動させて、エンジン

が動作温度になるまでアイドリン
グ回転数で動作させます(ディスプ
レイ上のクーラント温度を監視す
るか、リア熱交換器が温かくなる
のを確認します)。

3. SET（S）（設定）ボタンを押し
て、オドメーターモードを選択し
ます。

注：保管モードは、ほかのモード（走
行A、走行Bおよび走行時間）では機能
しません。
4. HI/LOWビームボタンを素早く繰り

返し押します。このようにしなが
ら、ディスプレイにPUSH "S"が表
示されるまでセットボタンを押し
たままにします。

5. ゲージに PUSH (S)が表示された
ら、すべてのボタンを放します。

6. SET（S）（設定）ボタンを再び2～
3秒押し続けます。

注：保管手順が始まると、ゲージに
OILと表示されます。
7. ゲージがOILを表示したら、ボタン

を放して、潤滑機能が終了するの
を待ちます。
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エンジン潤滑サイクル中は何にも触ら
ないでください。
エンジン潤滑機能は約1分を要します。
この時間中、エンジン回転数はわずか
に上昇して約1,600 RPMになり、オイ
ルポンプはエンジンを「オイルで満た
します」。
エンジン潤滑手順の終了時、ECMはエ
ンジンをOFFにします。
エンジンカットオフスイッチからテ
ザーコードキャップを取り外します。
注記 保管期間中は、エンジンを始動
しないでください。
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車両識別表示
車両説明デカール
車両説明デカールはトンネルの右側に
あります。

代表例
1. 車両説明デカール

車両説明デカール
1. メーカー名
2. 製造日
3. 車両識別番号（VIN）
4. モデル名およびパッケージ名
5. モデル番号
6. 年式
7. エンジンタイプ
8. 車両重量（ヨーロッパモデル）
9. 車両エンジン出力（ヨーロッパモデル）
識別番号
ご使用のスノーモービルのメインコン
ポーネント(エンジンとフレーム)は、
別の識別番号により特定されます。保
証のために、または失った場合にはス
ノーモービルを追跡するために、上記
番号の位置を特定することが、時に必
要になることがあります。正規Ski-Doo
ディーラーは、保証請求を正しく完了
するためにこれらの番号を必要としま
す。当社は、ご使用のスノーモービル
のすべての識別番号を記録しておき、
それらを保険会社に知らせることを強
く推奨します。

車両識別番号（VIN）
VINは車両説明デカールに記載されて
います。上をご覧ください。VINはま
た、車両説明デカールの近くのトンネ
ルに刻印されています。
モデル番号および年式はVINに含まれ
る情報の一部です。イラストを参照し
てください。

0000011A9LSAB2BPS

シリアル
番号モデル番

号
年式：A = 2010

B = 2011
C = 2012 など

エンジン識別番号
下記の図を参照して、該当のエンジン
のエンジン識別番号の位置を確認しま
す。

代表例 - 600 HO E-TECエンジン
1. エンジン識別番号
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騒音放射と振動値 (すべての国、ただしカナダ／米
国を除く)

600 HO E-TECモデル
騒音放出および振動値1

4,050 rpmで96.7 dB（不確
定性（Kwa）3 dB）音響出力レベル (LWA)

騒音
4,050 rpmで86dB（不確定
性（KpA）3 dB）音圧 (LpA)

<2.5m/s2、4,050 rpm時手腕系
振動

<0.5m/s2、4,050 rpm時着座時の身体全体
1：騒音放出および振動値は、ISMA 1：2014に従って、ニュートラルまたはベ
ルトのない状態で舗装面上で、測定されます。
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米国環境保護庁認証エンジン
エンジンの排出ガスに関する
情報
製造者の義務
2007年型エンジン以降、スノーモービ
ルエンジンのスノーモービルメーカー
は各エンジン出力ファミリーごとに排
出ガスレベルを特定し、これらのエン
ジンを米国環境保護庁 (EPA) に認証し
てもらうことを必要とします。これに
伴ない、有害排出物のレベルとエンジ
ンの仕様を表示した排出ガス制御情報
ラベルを、製造の時点で車両に貼付し
なければなりません。
ディーラーの義務
排出ガス規制情報ラベルが貼付されて
いる認証Ski-Dooスノーモービルを整
備するとき、調整値を発表された工場
基準値以下に抑える必要があります。
排出ガス関連部品の交換または修理
は、有害排出物レベルを所定の認証基
準以内に維持できるような方法で行わ
れなければなりません。
ディーラーでは、エンジンの出力を変
更したり、有害排出物のレベルが定め
られたメーカーの仕様値を超えるよう
なエンジンの改造を行ってはいけませ
ん。
高度調整などのように、メーカーの指
示による変更は例外とします。
オーナーの義務
オーナー／オペレーターには、有害排
出物レベルを所定の認証基準以内に維
持するためのエンジンのメンテナンス
実施が要求されます。
オーナー／オペレーターは、エンジン
の出力を変更したり、有害排出物のレ
ベルが定められたメーカーの仕様値を
超えるようなエンジンの改造を自ら
行ったり、誰かに行わせてはなりませ
ん。
EPA排出ガス規制
BRPが製造したすべてのSki-Dooスノー
モービルは、新型スノーモービルエン
ジンから排出される大気汚染物質の抑
制のための規制の要件に適合するもの
として、EPAにより認証されていま
す。この認証は特定の調整個所をメー
カー基準値に合わせることが条件と
なっています。このため、製品の整備

に関するメーカーの指定手順は厳密に
守られなければならず、現実的に可能
な限り、設計の当初の意図に忠実な形
で行われなければなりません。
上記の責任は概略であり、スノーモー
ビル製品の排出ガスに対するEPA要件
の規則や規制の完全なリストではまっ
たくありません。この件についてより
詳しい情報をお求めの場合は、下記に
お問い合わせください：
郵便：
U.S. Environmental Protection Agency
Certification Division
Gasoline Engine Compliance Center
2000 Traverwood Drive
Ann Arbor MI 48105
USA
インターネットウェブサイト：
www.epa.gov/otaq
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無線周波数デジタルコード化されたセキュリティシ
ステム (無線周波数D.E.S.S.キー)
この装置は、FCC (米国連邦通信委員
会) 第15部およびIndustry Canada (カ
ナダ産業省)ライセンス免除RSS基準に
準拠しています。
操作には、以下の二つの状態が条件で
す。(1)この装置は干渉を発生させませ
ん。また、(2)この装置は、装置に望ま
しくない動作を発生させる恐れのある
干渉を含めて、あらゆる干渉に順応す
る必要があります。
コンプライアンス責任者によって明白
に承認されていない変更や改良がされ
た場合、ユーザーが機器を操縦する権
限が無効になる場合があります。
IC (カナダ産業省) 登録番号：12006A-
M01456
FCC ID: 2ACERM01456
私は、コンプライアンス責任者とし
て、この機器は以下の欧州委員会指令
に準拠していることを、全責任をもっ
て宣言します。2014/53/EU。この宣言
に関連するものは、必須要件およびそ
の他の関連要件に準拠しています。こ
の製品は、以下の指令、整合規格およ
び規制に準拠しています。
無線装置指令(RED) 2014/53/EUおよび
整合規格：
EN 300 330-2、EN 60950-1
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仕様
600 HO E-TECモデル

エンジン
Rotax 600、水冷、リードバルブ付

き、3D-RAVEエンジンタイプ

2シリンダー
594.4 cm³排気量
72 mmボア
73 mmストローク

8,100 ± 100 RPM最高出力時回転数
E-TECダイレクトインジェクション燃料噴射システム
シングル調整済みパイプ、バッフル

マフラー
エキゾーストシス
テム

XPS合成2ストロークオイル (P/N
293 600 132)(1)または同等品エンジンオイル

3.7 Lエンジンオイルタ
ンク容量

エチルグリコール／水混合物
(クーラント50%、 蒸留水50%)。

長寿命不凍液(P/N219702685)また
は (P/N 619 590 204) (フィンラン
ド、ノルウェーおよびスウェーデ
ン) もしくはアルミニウムエンジン
専用に設計されたクーラントを使用

します。

クーラント

プレミアム無鉛 (10％以下のエタ
ノールを含む燃料)推奨燃料

91 AKI (RON+MON)/2最低オクタン価。
燃料要件を参照してください。 95 RON

40 L燃料タンク容量
駆動システム

TRA IIIドライブプーリー
タイプ

QRSドリブンプーリー
タイプ
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600 HO E-TECモデル

3,400 ± 100 RPMRenegade
Backcountry起動時

4,000 ± 100 RPMSummit SP
XPS合成チェーンケースオイル(P/N

413 803 300)
チェーンケースオ
イル

19Summit SP
小スプロケットの
丁数 23Renegade

Backcountry
49Summit SP 146"

大スプロケットの
丁数 51

Renegade
Backcountry
Summit SP 154"

8ドライブスプロケット丁数

40.6 cm
Renegade
Backcountry
Summit SP

公称トラック幅

370.5 cm
Summit SP 146"
Renegade
Backcountry公称トラック長

392 cmSummit SP 154"

40.6 mmRenegade
Backcountryトラックプロファ

イル高さ
63.5 mmSummit SP

30 mm ～ 35 mmたわみ量
トラック張力

6 kgf ～ 8.5 kgf力 (2)

トラックガイドのエッジとスライ
ダーシューの間で等間隔

トラックアライメ
ント
ブレーキシステム

Bremboレーシングブレーキ、ステ
ンレススチールブレイデッドライン

付き
ブレーキシステム
の種類

DOT 4ブレーキオイル
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600 HO E-TECモデル
サスペンション

RAS 2
Renegade
Backcountry
Summit SP

フロントサスペン
ション

HPGSummit SP
フロントショック

HPG PlusRenegade
Backcountry

200 mmSummit SPフロントサスペン
ション最大スト
ローク 210 mmRenegade

Backcountry

tMotion
Renegade
Backcountry
Summit SP

リアサスペンショ
ン

HPG
Renegade
Backcountry
Summit SP

センターショック

HPG
Renegade
Backcountry
Summit SP

リアショック

356 mm
Renegade
Backcountry
Summit SP 146"リアサスペンショ

ン最大ストローク
381 mmSummit SP 154"

電装システム
12 V/360 W

55 V/1,100 W照明システム出力

2 x 60/55ワット (H-4)ヘッドライトバルブハイ／ロービーム
2.6 W / 139m W LEDテールライトバルブ

NGK PZFR6F (3)または同等品タイプ
スパークプラグ 0.75 mm ± 0.05 mm

(調整式ではない)ギャップ

メンテナンス手順のセクションの
ヒューズを参照してください。ヒューズ
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600 HO E-TECモデル
寸法および重量

322.6 cm
Renegade
Backcountry
Summit SP 146"車両全長

333.5 cmSummit SP 154"
108.1 cm ～ 112.6 cmSummit SP

車両全幅
115.9 cm ～ 120.4 cmRenegade

Backcountry

124.5 cmRenegade
Backcountry車両全高

134.6 cmSummit SP
206 kgSummit SP 146"

乾燥重量 207 kgSummit SP 154"

205 kgRenegade
Backcountry

97.5 cm ～ 101.9 cmRenegade
Backcountryスキースタンス

907 mm ～ 950 mmSummit SP

104 cm
Renegade
Backcountry
Summit SP

スキー全長

165 mm
Renegade
Backcountry
Summit SP

スキー幅

詳細については、噴射オイルのサブセクションを参照してください。(1)
トラックを下向きに引っ張ったときのスライダーシューとボトムインサ
イドトラック間の隙間を測定します。

(2)

このスパークプラグの隙間を調整しないでください。注(3)
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トラブルシューティング
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トラブルシューティングのガイドライン
電動スターターが作動しない
1. 緊急エンジン停止スイッチがOFF位置に入っている、またはテザーコード

キャップがエンジンカットオフスイッチに取り付けられてない。
- 緊急エンジン停止スイッチをON位置に入れ、テザーコードキャップをエ

ンジンカットオフスイッチに取り付けます。
2. エンジンを始動させようとするとき、スロットルを作動させます。

- クランキングをしている間、スロットルを放します。
エンジンをクランキングしても、始動しない
1. エンジンに燃料がありません。

- 燃料タンクレベルを確認し、必要に応じて燃料を補充します。
2. システム電圧が低すぎます。

- 正規Ski-Dooディーラーに相談してください。
エンジン回転数がクラッチ連結点に達しない
1. D.E.S.S. がテザーコードキャップのD.E.S.S.キーコードを読み取らなかった。

D.E.S.S. パイロットランプが点滅する (遅く短いブザー／繰り返し)。
- テザーコードキャップを正しく取り付けてください。

2. D.E.S.S. が、プログラムされているコードとは異なるコードを読み取った。
D.E.S.S. パイロットランプが速く点滅する (速く短いブザー／繰り返し)。
- このスノーモービルが設定されているテザーコードキャップを取り付け

ます。
エンジンが加速しないまたは出力が低い
1. エンジン暖機が進行中。

- 車両を低速で2～3分走行させます。
2. エンジン慣らし運転期間が完了していません。

- 慣らし運転期間を完了させてください。
3. ドライブプーリーの調整が不適切。

- ドライブプーリーを調整します。メンテナンス手順を参照してください。
4. ドライブプーリーとドリブンプーリーが整備を必要としています。

- 正規Ski-Dooディーラーに相談してください。
5. エンジンがオーバーヒートする。

- クーラントレベルを確認し、メンテナンス手順をご覧ください。
- 熱交換器の清浄さを確認します。必要に応じて清掃します。

6. ドライブベルトが摩耗して薄すぎる。
- ドライブベルトの幅が、本来の幅より3 mm (1/8インチ) 以上狭い場合、

車両の性能に影響を与えます。
- ドライブベルトを交換します。

7. 正しくないトラック調整。
- メンテナンス手順を参照して、正規Ski-Dooディーラーに正しいアライメ

ントと張力の調整を依頼してください。
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8. R.A.V.E.バルブに不具合がある。
- 正規Ski-Dooディーラー、修理工場またはご自分で選んだ人にメンテナン

ス、修理または交換を依頼してください。保証請求の情報については、
本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証を参照してく
ださい。

9. 燃圧が低すぎる。
- 正規Ski-Dooディーラー、修理工場またはご自分で選んだ人にメンテナン

ス、修理または交換を依頼してください。保証請求の情報については、
本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証を参照してく
ださい。

エンジンバックファイア
1. エンジンの動作中の温度が高すぎる。

- エンジンの出力が足りないの第5項をご覧ください。
2. 点火タイミングが正しくない、またはイグニッションシステムが故障してい

る。
- 正規Ski-Dooディーラー、修理工場またはご自分で選んだ人にメンテナン

ス、修理または交換を依頼してください。保証請求の情報については、
本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証を参照してく
ださい。

3. エキゾーストシステムが漏れる。
- 正規Ski-Dooディーラー、修理工場またはご自分で選んだ人にメンテナン

ス、修理または交換を依頼してください。保証請求の情報については、
本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証を参照してく
ださい。

4. 燃圧が低すぎる。
- 正規Ski-Dooディーラー、修理工場またはご自分で選んだ人にメンテナン

ス、修理または交換を依頼してください。保証請求の情報については、
本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証を参照してく
ださい。

エンジンミスファイア
1. 燃料に水が混入。

- 燃料システムの抜き取りを行い、新品の燃料を充填します。
2. RAVEバルブに不具合がある。

- RAVEバルブシステムを点検してください。正規Ski-Dooディーラー、修理
工場またはご自分で選んだ人にメンテナンス、修理または交換を依頼し
てください。保証請求の情報については、本ガイドに記載されている米
国環境保護庁排ガス関連保証を参照してください。

スロットルレバー入力からの応答がない。メッセージ表示：PRESSSTARTTOGO
1. エンジンマネジメントシステムがセンサーの問題を検出しました。

- 始動／電子リバースボタンを押したままにして、車両を動かします。正
規Ski-Dooディーラー、修理工場またはご自分で選んだ人にメンテナン
ス、修理または交換を依頼してください。保証請求の情報については、
本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証を参照してく
ださい。
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エンジンが停止した
1. 長時間のアイドリングのあと、エンジンが停止した。

- エンジンを長時間アイドリングさせないでください。基本手順のセクショ
ンの車両暖機を参照してください。
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モニタリングシステム
パイロットランプ、メッセー
ジおよびブザー信号
ゲージパイロットランプ (S) は、異常
が発生した場合や特定の条件を知らせ
ます。

代表例—パイロットランプ
インジケーターランプが単独で点滅す
るか、別のランプと一緒に点滅しま
す。
多機能アナログ／デジタルゲージ上で
は、異常が発生した場合や特定の条件
を知らせる際に簡単に内容がわかるよ
う、パイロットランプの補助として
ディスプレイが使用されています。

1. メッセージ表示
メッセージは、ブザー信号およびパイ
ロットランプとともに表示されます。
運転者の注意を引き付けるためにブ
ザー信号が鳴り、メッセージが表示さ
れます（ゲージモデルにより異な
る）。
詳細については下表をご覧ください。
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注：リストにあるパイロットランプやメッセージの一部が表示されないモデル
もあります。メッセージディスプレイは、多機能アナログ／デジタルゲージ上で
のみ使用できます。

説明メッセージ表示ブザー
パイロッ
トランプ
オン

エンジンオイル圧の低下。安全な場所
に車両を止めてから、オイルレベルを
点検します。適正レベルまで補充して
ください。オイルレベルが適正だった
場合は、使用を中止して、正規Ski-Doo
ディーラーに相談してください。

オイル残量少
5分ごとに
4回の短い
ブザー音

エンジンがオーバーヒートしている。
スノーモービルの速度を落とし、軟ら
かい雪の上を走るか、ただちにエンジ
ンを止めて、エンジンをクールダウン
させます。クーラントレベルを確認し
ます。メンテナンス手順のセクション
を参照してください。クーラントレベ
ルが適正で、オーバーヒートが解消し
ない場合、正規Ski-Dooディーラーに
相談してください。同じ状態が持続す
る場合は、エンジンを動作させないで
ください。

ENGINE
OVERHEAT (エン
ジンオーバー

ヒート)
30秒ごと
に4回の短
いブザー音

速度を落とすか、エンジンを止めてく
ださい。エンジンをクールダウンさ
せ、再始動します。オーバーヒートが
解消しない場合、正規Ski-Dooディー
ラーに相談してください。同じ状態が
持続する場合は、エンジンを動作させ
ないでください。

MUFFLER (マフ
ラー)
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説明メッセージ表示ブザー
パイロッ
トランプ
オン

危険なオーバーヒート。エンジンをた
だちに止めて、エンジンをクールダウ
ンさせます。クーラントレベルを確認
します。メンテナンス手順のセクショ
ンを参照してください。クーラントレ
ベルが適正で、オーバーヒートが解消
しない場合、正規Ski-Dooディーラー
に相談してください。同じ状態が持続
する場合は、エンジンを動作させない
でください。

ENGINE
OVERHEAT (エン
ジンオーバー

ヒート)

速い短いブ
ザー音が繰
り返される 危険なオーバーヒート。エンジンをた

だちに止めて、エンジンをクールダウ
ンさせます。オーバーヒートが解消し
ない場合、正規Ski-Dooディーラーに
相談してください。同じ状態が持続す
る場合は、エンジンを動作させないで
ください。同じ状態が持続する場合
は、エンジンを動作させないでくださ
い。

MUFFLER
OVERHEAT (マフ
ラーオーバー

ヒート)

ECM OVERHEAT
(ECMオーバー

ヒート)

バッテリー電圧状態が低いまたは高い
ことを示します。可能な限り早く正
規Ski-Dooディーラーに相談してくだ
さい。

LOW BAT (バッ
テリー残量低)5分ごとに

4回の短い
ブザー音 HIGH BAT (バッ

テリー残量高)
エンジン不良です。可能な限り早く、
正規Ski-Dooディーラー、修理工場ま
たはご自分で選んだ人に相談してくだ
さい。

CHECK ENGINE
(エンジンの点

検)
4回の短い
ブザー音

スロットルレバーが引き絞られて、車
両が5 km/h 以上で走行しているとき
に、15秒以上ブレーキがかかると表示
されます。

—
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説明メッセージ表示ブザー
パイロッ
トランプ
オン

エンジン異常爆発 (この状態が生じる
と、回転数が制限される)。
- 推奨燃料が使用されていることを

確認します。
- 燃料の質を確認してください。必

要
に応じて交換します。

- それでも不具合が解消しない場合、
正規Ski-Dooディーラー、修理工場
またはご自分で選んだ人に相談し
てください。

ノック
5分ごとに
4回の短い
ブザー音

—

何らかの不具合が発生すると、保護の
ためにエンジン回転数が制限されま
す。

回転数制限
5分ごとに
4回の短い
ブザー音

—

最高エンジン回転数に達したことを示
します。クラッチ較正を確認します。過回転——

エンジンオーバーヒートまたは燃料ポ
ンプ不具合による強制的な停止手順。
テザーコードキャップをエンジンカッ
トオフスイッチから引き抜いてから、
正規Ski-Dooディーラー、修理工場、
およびご自分で選んだ人にご連絡くだ
さい。

SHUTDOWN (停
止)

速い短いブ
ザー音が繰
り返される

—

ECMとゲージ間の通信の不具合。エン
ジンを停止し、テザーコードキャップ
を取り外します。2～3分待ってから、
エンジンを始動します。不具合が解消
されない場合、正規Ski-Dooディーラー
に相談してください。

通信——

正しいキー。車両の作動準備完了—2回の短い
ブザー音

DESS

キーを読むことができない (通信状態
が悪い)キーが汚れておらず、正しく
ポストにはめられていることを確認し
ます。

検査キー
ゆっくりし
た短いブ

ザー音が繰
り返される

無効なキーまたは設定されていない
キー。車両の正しいキーを使用する
か、設定されているキーを使用しま
す。

適正でないキー
速い短いブ
ザー音が繰
り返される

128

モニタリングシステム



説明メッセージ表示ブザー
パイロッ
トランプ
オン

燃料レベルセンサーの不具合。
(点滅)

——

故障コード
多機能アナログ／デジタルディスプレイのみ
アクティブな故障コードを読み取るには、モード (M) ボタンを押したままにし
て、同時にハイ／ロービームスイッチを繰り返して数回押します。
2つ以上のコードが記録されている場合は、セット (S) またはモード (M) ボタン
を使用してスクロールします。
故障コードモードを終了するには、モード (M) ボタンを押したままにします。
コードの意味については、正規Ski-Dooディーラーに相談してください。
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BRP限定保証（米国およびカナダ）：2018年型
SKI-DOO®スノーモービル
1)限定保証の範囲
Bombardier Recreational Products Inc. (「BRP」)* は、下記の期間中および条件
の下で、アメリカ合衆国 (「米国」) およびカナダの正規BRPディーラー (以下で
定義する) が販売した2018年型Ski-Dooスノーモービルに、部材および製造上の
瑕疵がないことを保証します。以下の場合は、この限定保証は無効になります：
(1) スノーモービルがいずれかの時点で、レースなどの競技活動に使用された場
合 (前のオーナーによる競技活動も含む)、または、(2) スノーモービルが、その
動作、性能もしくは耐久性に悪影響を与える方法で変更もしくは改造された場
合、または用途を変えるために変更もしくは改造された場合。
この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリーを保証しませ
ん。該当する部品およびアクセサリーの限定保証に関する文章を参照してくださ
い。
2)責任の範囲
この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または特定の目的への適合性
の何らかの保証を含むがそれらのみには限定されない、明示的または黙示的な保
証その他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。それらが否認され得
ない限りにおいて、黙示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定されます。
付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外されます。ただし、一部の
国では上述の否認、制限、除外が認められていないため、それらは所有者には適
用されない可能性があります。この保証は特定の権利を付与するものであり、所
有者は国ごとに異なるその他の法的権利を留保することができます。
ディストリビューター、BRPディーラー、そしていかなる個人も、この限定保証
に含まれていない確約、表明、または保証を、BRPあるいはその他の個人に対し
て行ってはならず、万一行った場合、それらの内容は BRP に対して強制できる
ものではありません。BRP はこの限定保証をいつでも変更する権利を留保しま
す。ただし、すでに販売された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な
間は変更しないことに同意します。
3)除外規定（以下は保証修理の対象とはなりません）
以下は保証対象ではありません：
- 通常の摩耗および消耗品
- 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
- オペレーターズガイドに示されている適正なメンテナンス／保管を怠ったた

めに発生した損害
- 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、またはBRPに

よって製造もしくは認定されていない部品もしくはアクセサリーの使用の結
果として生じた損傷、または整備を行う正規整備BRPディーラー以外の人に
よって行われた修理の結果として生じた損傷；

- 製品の乱用、誤用、懈怠、雪面以外の表面で製品を使用することによって生
じた損傷、オペレーターズガイド記載の推奨される操作に一致しない方法に
よる製品の操作によって発生した損傷;

- 事故、水没、火災、盗難、破壊行為、またはあらゆる天災や不可抗力の結果
として生じた損傷

- 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（『オペレーター
ズガイド』を参照）

- 雪または水の吸入
- 二次的または間接的な損害、あるいは牽引、保管、電話、借用、タクシー、

不便、保険担保、ローンの支払い、時間的損失、収入の損失を含むがそれら
のみに限定されないその種の損害;

- BRPの指示事項に適合しない仕方でトラックに取り付けられたスタッドに起
因する損傷。
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4)保証対象期間
この限定保証は、製品が最初の小売消費者に納品された日と、製品が初めて使用
された日のうちいずれか早い方に発効し、以下に定める期間中効力を有します。
個人使用または業務使用の所有者の場合は、連続する12ヶ月間。ただし、ある年
の6月1日と12月1日の間に納品されたスノーモービルの保証期間は、次の年の12
月30日に失効します。
排出ガス関連のコンポーネントに関しては、本ガイドに記載されている米国環境
保護庁排ガス関連保証も参照してください。
この保証による部品の修理もしくは交換、または整備の実施によって、保証の本
来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。
5)保証の適用を受けるための条件
この保証範囲は、次の条件のそれぞれが満たされた場合にのみ適用されます：
- 2018年型Ski-Dooスノーモービルは、その販売が行われた国においてSki-Doo

スノーモービルの販売を許可されているBRPディーラー(「BRPディーラー」)
から、最初のオーナーが未使用の新品として購入したものでなければなりま
せん；

- BRP が指定した納品前点検を完了し、納品前点検チェックリストを作成し、
購入者が署名していること。

- 2018年型Ski-Dooスノーモービルは正規BRPディーラーによって正しく登録さ
れなければなりません；

- 2018年型Ski-Dooスノーモービルは、購入者が居住する国で購入されなけれ
ばなりません；かつ

- 保証の有効性を維持するために、オペレーターズガイドで概説されている定
期メンテナンスが適切な時期に実施されていることが必要です。BRP は、こ
の保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の証明を求める
権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使用す
る所有者に対して限定保証を付与しません。このような制限は、BRPが製品の安
全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要です。
6)保証を受けるためにしていただくこと
お客様は、異常が発生した直後にスノーモービルの使用を中断しなければなりま
せん。お客様は瑕疵の発現から3日以内に、整備を行う BRP ディーラーにその旨
を通知し、合理的と認められる製品へのアクセスと修理の機会をディーラーに与
えなければなりません。また、お客様は製品の購入を証明するものをBRPディー
ラーに提示しなければならず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先
立って修理／作業注文書に署名しなければなりません。この限定保証に基づいて
交換された部品は、すべて BRP の所有となります。
7) BRPが行うこと
この保証に基づくBRPの義務は、本保証に記載される条件の下で、保証期間中、
通常の使用、メンテナンスおよび整備が行われたにもかかわらず瑕疵が発見され
た部品を、部品代および工賃を請求することなく、任意の正規BRPディーラーに
おいて、当社の判断により、修理することと、新品の純正Ski-Doo部品と交換す
ることのいずれか一方に限定されます。保証の不履行に対する請求は、所有者に
対するスノーモービルの販売の取り消しの理由とはなりません。
最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、例えば輸送料金、保険、
税金、ライセンス料、関税、および、いかなるそして全ての他の金融手数料に関
して、これらに限定せず、国、州、地域やそれぞれの機関によって課される場合
も含めて、所有者は地域の慣習や状況による全ての追加料金に関する責任を負い
ます。
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BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことなく、
製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。
8)所有権の譲渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその諸条項に基づ
いて譲渡され、BRPまたは正規Ski-Dooディストリビューター／ディーラーが、
もとの所有者が所有権の譲渡に同意したことの証明書、および新しい所有者の所
在地を受領することを条件に、残りの保証期間中も有効になります。
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9)お客様への支援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、Ski-Doo
ディストリビューター／ディーラーレベルで問題解決を試みてください。当社
は、その問題について、正規Ski-Dooディストリビューター／ディーラーのサー
ビスマネージャーまたは店主とよく話し合うことをお勧めいたします。
解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.comにあるお客様連絡先フォー
ムに記入して BRP に連絡するか、このガイドの「お客様窓口」のセクションに
記載されている所在地のいずれかに郵便でご連絡ください。

* 米国内では、製品の流通とサービスは BRP US Inc. が行います。
© 2017 Bombardier Recreational Products Inc. 無断複写・転載を禁じます。
® Bombardier Recreational Products Inc.の登録商標です。
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米国EPA排出ガス関連保証
また、Bombardier Recreational Products Inc (「BRP」)*は、最終購入者かつ2次
購入者に対して、排ガス浄化システムおよび蒸発ガス処理システムのすべての部
品など、この新しいエンジンが2つの条件を満たすことを保証します。
1. 最終購入者への販売時に、40 CFR 1051 および 40 CFR 1060 の要件に準拠す

るよう設計、組み立て、装備されています。
2. 40 CFR 1051 および 40 CFR 1060 の要件への準拠を妨げるような部材および

製造上の欠陥はありません。
保証の対象となるものがある場合は、BRPは表示された保障期間中、エンジンか
らの規制汚染物質の排出量を増加させる部材または製造上の欠陥がある部品やコ
ンポーネントの修理または取り換えを、排出ガス関連部品の診断、修理または取
り換の費用を含み、無償で行います。この保証に基づいて交換された欠陥部品
は、すべてBRPの所有となります。
すべての排出ガス関連保証の請求では、BRPは排出ガス関連部品の診断と修理を
正規Ski-Dooディーラーに制限します。ただし、以下のリストの第2項目により要
求される緊急修理を除きます。
認証メーカーとして、BRPは下記事項を理由として排出ガス関連保証の請求を拒
否することはありません。
1. BRP または BRP 認定工場が行ったメンテナンスまたはその他のサービス。
2. オペレーターがなるべく早くエンジン／機器を適切な構成を復元するために

行った、BRP に起因する危険で緊急な状態を矯正するためのエンジン／設備
の修理。

3. 補償請求とは無関係な、オペレーターによる処置の有無。
4. BRP が指定する回数よりも頻繁に行われたメンテナンス。
5. BRP の過失または責任であることのすべて。
6. 機器を稼動させる場所で一般に入手可能な燃料を使用すること（ただし、BRP

のメンテナンス注意事項にその燃料が機器の排出ガス制御システムを損傷す
ると記載され、オペレーターが適切な燃料を簡単に入手できる場合を除く）。
メンテナンス情報のセクションおよび給油のセクションにある燃料に関する
要件を参照してください。

排出ガス関連の保証期間
排出ガス関連保証は、以下の期間のうち最も短い期間となります。

KM月数時間
4,00030200排出ガス関連コンポーネント
非適用24非適用蒸発ガス関連コンポーネント

保証が適用されるコンポーネント
排出ガス関連の保証は、以下に挙げるコンポーネントを含め、故障した場合にエ
ンジンからの規制汚染物質の排出量を増加させるコンポーネントのすべてを対象
とします。
1. 排出ガスについては、以下のシステムに関連するエンジン部品を含む排出ガ

ス関連のコンポーネント
- 吸気システム
- 燃料システム
- イグニッションシステム
- 排気ガス再循環システム

2. 以下の部品も排出ガスの排出関連コンポーネントとみなされます。
- 後処理機器
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- クランクケースベンチレーションバルブ
- センサー
- 電子制御ユニット

3. 以下の部品は蒸発ガスの排出関連コンポーネントとみなされます。
- 燃料タンク
- 燃料キャップ
- 燃料管路
- 燃料管路フィッティング
- クランプ*
- 圧力安全弁*
- 制御バルブ*
- 制御ソレノイド*
- 電子制御*
- 真空制御ダイヤフラム*
- 制御ケーブル*
- コントロールリンケージ*
- パージバルブ
- 蒸気ホース
- 液体／蒸気セパレータ
- カーボンキャニスター
- キャニスターのマウンティングブラケット
- キャブレターパージポートコネクター

4. 排出ガス関連のコンポーネントには、排出ガスを減少させることだけが目的
の他の部品や、故障してもエンジン／機器の性能を大きく低下させずに排出
ガスを増加させる部品も含まれています。

適用範囲制限
認証メーカーとして、BRPは所有者またはオペレーターの不適切なメンテナンス
や使用、メーカーには一切責任がない事故、または天災や不可抗力によって生じ
た故障の排出ガス関連の保証請求を拒否する場合があります。例えば、オペレー
ターによるエンジン／機器の酷使、またはオペレーターによる設計目的以外の使
用方法が直接の原因で発生し、メーカーは全く原因に関与していない故障に関し
ては、排出ガス関連の保証請求は付与されません。

* 蒸発ガス制御システム関連
* 米国内では、製品の流通とサービスは BRP US Inc. が行います。
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BRP国際限定保証：2018年型SKI-DOO®スノーモー
ビル
1)限定保証の範囲
Bombardier Recreational Products Inc. (「BRP」)* は、米国の50州、カナダ、欧
州経済地域 (「EEA」) の加盟国 (欧州連合加盟国ならびにノルウェー、アイスラ
ンドおよびリヒテンシュタインにより構成される)、独立国家共同体(ウクライナ
とトルクメニスタンを含む) の加盟国 (「CIS」) ならびにトルコを除く地域に、
Ski-Dooスノーモービルを供給することをBRPにより認定されたディストリビュー
ター／ディーラー (「Ski-Dooディストリビューター／ディーラー」) によって販
売された2018年型Ski-Dooスノーモービルについて、下記の期間中および条件の
下で素材または製造上の瑕疵がないことを保証します。
この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリーを保証しませ
ん。該当する部品およびアクセサリーの限定保証に関する文章を参照してくださ
い。
以下の場合は、この限定保証は無効になります：(1) スノーモービルがいずれか
の時点で、レースなどの競技活動に使用された場合 (前のオーナーによる競技活
動も含む)、または、(2)スノーモービルが、その動作、性能もしくは耐久性に悪
影響を与える方法で変更もしくは改造された場合、または用途を変えるために変
更もしくは改造された場合。
2)責任の範囲
法律が許す範囲内で、この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または
特定の目的への適合性の何らかの保証を含むがそれだけに限定されない明示的ま
たは暗示的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。それらが
否認され得ない限りにおいて、黙示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定
されます。付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外されます。ただ
し、一部の国では上述の否認、制限、除外が認められておらず、それが所有者に
も適用される可能性があります。この保証は特定の権利を付与するものであり、
所有者は国ごとに異なるその他の法的権利を留保することができます。（オース
トラリアで購入された製品については、以下の第4項を参照してください）。
Ski-Dooディストリビューター／ディーラーとその他の人物とを問わず、この限
定保証に含まれるもの以外に、製品に関する確認、表明、保証を行う権限は与え
られておらず、それが行われた場合にもBRPに対する強制力はありません。
BRPはこの保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販売され
た製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更されないことに同意
します。
3)除外規定（以下は保証修理の対象とはなりません）
どのような場合においても、以下はこの限定的保証の対象ではありません。
- 通常の摩耗および消耗品
- 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
- オペレーターズガイドに示されている過失、または適正なメンテナンス／保

管を怠ったために発生した損害
- 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造の結果として生

じた損傷、または製品に適合していない、もしくはその動作、性能や耐久性
に悪影響を与えると合理的に判断される、BRPが製造もしくは認定していな
い部品もしくはアクセサリーの使用の結果として生じた損傷、または整備を
するBRPディーラー以外の人によって行われた修理の結果として生じた損傷；

- 製品の乱用、誤用、懈怠、レース競技、雪面以外の表面で製品を走行させる
ことによって生じた損傷、オペレーターズガイド記載の推奨される操作に一
致しない方法による製品の操作によって発生した損傷；

- 事故、水没、火災、雪もしくは水の吸入、盗難、破壊行為またはあらゆる天
変地異の結果として生じた損傷
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- 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（『オペレーター
ズガイド』を参照）

- エレメントの錆、腐食または露出から生じた損傷
- 二次的または間接的な損害、あるいは牽引、保管、交通費、電話、借用、タ

クシー、不便、保険担保、ローンの支払い、時間的損失、収入の損失、また
はメンテナンス作業に関わる作業停止時間による収入および時間の損失を含
むがそれらのみに限定されないその種の損害。

- ならびに、BRPの指示事項に適合しない仕方でトラックに取り付けられたス
タッドに起因する損傷。

4)保証対象期間
この保証は、（1）最初の小売消費者に納品された日と、（2）その製品が初めて
使用された日のうちいずれか早い方に発効し、以下に定める期間中効力を有しま
す。
個人使用または業務使用の所有者の場合は、連続する12ヶ月間。ただし、ある年
の6月1日と12月1日の間に納品されたスノーモービルの保証期間は、次の年の12
月30日に失効します。
この保証による部品の修理もしくは交換、または整備の実施によって、保証の本
来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。
保証期間および保証の他の条件は、お客様の国で適用される関連する法令に従い
ます。

オーストラリアで販売された製品のみに適用
これらの保証の利用規約は、オーストラリアの消費者法またはその他の法律を含
む、Competition and Consumer Act 2010 (Cth)（2010 年競争消費者法）によっ
て授与または黙示されるいかなる条件、保証、請け合い、権利または善後策の適
用を除外、制限または変更しないものとし、法律を違反しないものとします。違
反する利用規約がある場合、それは無効となります。この限定的保証で得られる
メリットは、オーストアリアの法律で守られている権利および善後策に加えて与
えられます。
弊社の製品の保証は、オーストラリアの消費者法によって守られています。重故
障に対する交換または払い戻し、またはその他のいかなる合理的に予見可能な損
失または損害に対する補償が約束されます。お客様には、製品が許容される品質
を満たせず、その故障が重故障とならない場合、その製品を修理または交換する
権利があります。
5)保証の適用を受けるための条件
この保証範囲は、次の条件のそれぞれが満たされた場合にのみ適用されます：
- 2018年型Ski-Dooスノーモービルは、その販売が行われた国においてSki-Doo

スノーモービルの販売を許可されているSki-Dooディストリビューター／ディー
ラーから、最初のオーナーが未使用の新品として購入したものでなければな
りません；

- BRP が指定した納入前点検を完全に実施し、納入前点検チェックリストを作
成していること。

- 製品は、正規Ski-Dooディストリビューター／ディーラーによって正しく登録
されなければなりません；

- 2018年型Ski-Dooスノーモービルは、購入者が居住する国で購入されなけれ
ばなりません。

- 保証の有効性を維持するために、オペレーターズガイドで概説されている定
期メンテナンスが適切な時期に実施されていることが必要です。BRP は、こ
の保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の証明を求める
権利を留保します。
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BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使用す
る所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRPが製品の安全
ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要です。
6)保証を受けるためにしていただくこと
お客様は、異常が発生した直後にスノーモービルの使用を中断しなければなりま
せん。お客様は瑕疵の発現から2日以内に、整備を行うSki-Dooディストリビュー
ター／ディーラーにその旨を通知し、合理的と認められる製品へのアクセスと修
理の機会をディストリビューター／ディーラーに与えなければなりません。ま
た、お客様は製品の購入を証明するものをSki-Dooディストリビューター／ディー
ラーに提示し、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先立って修理/作
業注文書に署名しなければなりません。この限定保証に基づいて交換された部品
は、すべて BRP の所有となります。
通知期間はお客様の国で適用される関連する法令に従うことに留意ください。
7) BRPが行うこと
法律が許す範囲内において、この保証に基づくBRPの義務は、本書に記載される
条件の下で、保証期間中、通常の使用、メンテナンスおよび整備が行われたにも
かかわらず瑕疵が発見された部品を、部品代および工賃を請求することなく、任
意の正規Ski-Dooディストリビューター／ディーラーにおいて、当社の判断によ
り、修理することと、新品の純正Ski-Doo部品と交換することのいずれか一方に
限定されます。BRPの責任は、部品の必要な修理または交換を行うことだけに限
定されます。保証の不履行に対する請求は、所有者に対するスノーモービルの販
売の取り消しの理由とはなりません。権利者は国ごとに異なるその他の法的権利
を留保することができます。
最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、例えば輸送料金、保険、
税金、ライセンス料、関税、および、いかなるそして全ての他の金融手数料に関
して、これらに限定せず、国、州、地域やそれぞれの機関によって課される場合
も含めて、所有者は地域の慣習や状況による全ての追加料金に関する責任を負い
ます。
BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことなく、
製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。
8)所有権の譲渡
保証期間中に製品の所有権が移転された場合は、この限定保証も同時に移転さ
れ、BRP または正規Ski-Dooディストリビューター／ディーラーが、旧所有者が
所有権の移転に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡先を受領する
ことを条件に、残りの保証期間の間も有効となります。

140

BRP国際限定保証：2018年型SKI-DOO®スノーモービル



9)お客様への支援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、Ski-Doo
ディストリビューター／ディーラーレベルで問題解決を試みてください。当社
は、その問題について、正規Ski-Dooディストリビューター／ディーラーのサー
ビスマネージャーまたは店主とよく話し合うことをお勧めいたします。
解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.comにあるお客様連絡先フォー
ムに記入して BRP に連絡するか、このガイドの「お客様窓口」のセクションに
記載されている所在地のいずれかに郵便でご連絡ください。

* この限定保証が適用される地域では、製品の流通とサービスは Bombardier
Recreational Products Inc. または子会社が行います。
© 2017 Bombardier Recreational Products Inc. 無断複写・転載を禁じます。
® Bombardier Recreational Products Inc.の登録商標です。
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ヨーロッパ地域、独立国家共同体 (CIS) 地域および
トルク向けBRP限定保証：2018年型SKI-DOO®スノー
モービル
1)限定保証の範囲
Bombardier Recreational Products Inc. (「BRP」)* は、欧州経済地域 (「EEA」) の
加盟国 (欧州連合加盟国ならびにノルウェー、アイスランドおよびリヒテンシュ
タインにより構成される)、独立国家共同体(ウクライナとトルクメニスタンを含
む) の加盟国 (「CIS」) ならびにトルコに、Ski-Dooスノーモービルを供給するこ
とをBRPにより認定されたディストリビューター／ディーラー(「Ski-Dooディス
トリビューター／ディーラー」)によって販売された2018年型Ski-Dooスノーモー
ビルについて、下記期間中および下記の条件の下で素材または製造上の瑕疵がな
いことを保証します。
この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリーを保証しませ
ん。該当する部品およびアクセサリーの限定保証に関する文章を参照してくださ
い。
以下の場合は、この限定保証は無効になります：(1) スノーモービルがいずれか
の時点で、レースなどの競技活動に使用された場合 (前のオーナーによる競技活
動も含む)、または、(2)スノーモービルが、その動作、性能もしくは耐久性に悪
影響を与える方法で変更もしくは改造された場合、または用途を変えるために変
更もしくは改造された場合。
2)責任の範囲
法律が許す範囲内で、この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または
特定の目的への適合性の何らかの保証を含むがそれだけに限定されない明示的ま
たは暗示的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。それらが
否認され得ない限りにおいて、暗示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定
されます。付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外されます。ただ
し、一部の国では上述の否認、制限、除外が認められておらず、それが所有者に
も適用される可能性があります。この保証は特定の権利を付与するものであり、
所有者は国ごとに異なるその他の法的権利を留保することができます。
Ski-Dooディストリビューター／ディーラーとその他の人物とを問わず、この限
定保証に含まれるもの以外に、製品に関する確認、表明、保証を行う権限は与え
られておらず、それが行われた場合にもBRPに対する強制力はありません。
BRPはこの保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販売され
た製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更されないことに同意
します。
3)除外規定（以下は保証修理の対象とはなりません）
どのような場合においても、以下はこの限定的保証の対象ではありません。
- 通常の摩耗および消耗品
- 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
- オペレーターズガイドに示されている過失、または適正なメンテナンス／保

管を怠ったために発生した損害
- 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造の結果として生

じた損傷、または製品に適合していない、もしくはその動作、性能や耐久性
に悪影響を与えると合理的に判断される、BRPが製造もしくは認定していな
い部品もしくはアクセサリーの使用の結果として生じた損傷、または整備を
するBRPディーラー以外の人によって行われた修理の結果として生じた損傷；

- 製品の乱用、誤用、懈怠、レース競技、雪面以外の表面で製品を走行させる
ことによって生じた損傷、オペレーターズガイド記載の推奨される操作に一
致しない方法による製品の操作によって発生した損傷；

- 事故、水没、火災、雪もしくは水の吸入、盗難、破壊行為またはあらゆる天
変地異の結果として生じた損傷
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- 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（『オペレーター
ズガイド』を参照）

- エレメントの錆、腐食または露出から生じた損傷
- 二次的もしくは間接的な損害、または牽引、輸送費、保管、電話、賃貸、タ

クシー、不便、保険適用、ローンの支払い、時間の損失、収入の損失、もし
くは整備作業のための不稼働による時間の損失を含むがそれらに限定されな
い損害；

- ならびに、BRPの指示事項に適合しない仕方でトラックに取り付けられたス
タッドに起因する損傷。

4)保証対象期間
この保証は、（1）最初の小売消費者に納品された日と、（2）その製品が初めて
使用された日のうちいずれか早い方に発効し、以下に定める期間中効力を有しま
す。
個人使用の所有者の場合は、連続する 24 ヵ月間。業務使用の所有者の場合は、
連続する12ヶ月間。ただし、ある年の6月1日と12月1日の間に納品されたスノー
モービルの保証期間は、該当年の12月30日に失効します。保証期間中の一部で
あっても、スノーモービルが収入の発生または何らかの業務もしくは雇用に関連
して用いられる場合、そのスノーモービルは業務用途で使用されたものと見なさ
れます。また、保証期間中のいずれかの時点で、スノーモービルが商業用のタグ
を付けられた場合や、業務用途の認可を受けた場合も、そのスノーモービルは業
務用途で使用されたものと見なされます。
この保証による部品の修理もしくは交換、または整備の実施によって、保証の本
来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。
保証期間および保証の他の条件は、お客様の国で適用される関連する法令に従い
ます。
5)保証の適用を受けるための条件
この保証範囲は、次の条件のそれぞれが満たされた場合にのみ適用されます：
- 2018年型Ski-Dooスノーモービルは、その販売が行われた国においてSki-Doo

製品の販売を許可されているSki-Dooディストリビューター／ディーラーか
ら、最初のオーナーが未使用の新品として購入したものでなければなりませ
ん；

- BRP が指定した納入前点検を完全に実施し、納入前点検チェックリストを作
成していること。

- 製品は、正規Ski-Dooディストリビューター／ディーラーによって正しく登録
されなければなりません；

- 2018年型Ski-Dooスノーモービルは、EEA域内ではEEA居住者、CIS域内では
CIS居住者、およびトルコではトルク居住者によって購入されなければなりま
せん。さらに、

- 保証の有効性を維持するために、オペレーターズガイドで概説されている定
期メンテナンスが適切な時期に実施されていることが必要です。BRP は、こ
の保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の証明を求める
権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使用す
る所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRPが製品の安全
ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要です。
6)保証を受けるためにしていただくこと
お客様は、異常が発生した直後にスノーモービルの使用を中断しなければなりま
せん。お客様は瑕疵の発現から2か月以内に、整備を行うSki-Dooディストリビュー
ター／ディーラーにその旨を通知し、合理的と認められる製品へのアクセスと修
理の機会をディストリビューター／ディーラーに与えなければなりません。ま
た、お客様は製品の購入を証明するものをSki-Dooディストリビューター／ディー
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ラーに提示し、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先立って修理／作
業注文書に署名しなければなりません。この限定保証に基づいて交換された部品
は、すべて BRP の所有となります。
通知期間はお客様の国で適用される関連する法令に従うことに留意ください。
7) BRPが行うこと
法律が許す範囲内において、この保証に基づくBRPの義務は、本書に記載される
条件の下で、保証期間中、通常の使用、メンテナンスおよび整備が行われたにも
かかわらず瑕疵が発見された部品を、部品代および工賃を請求することなく、任
意の正規Ski-Dooディストリビューター／ディーラーにおいて、当社の判断によ
り、修理することと、新品の純正Ski-Doo部品と交換することのいずれか一方に
限定されます。BRPの責任は、部品の必要な修理または交換を行うことだけに限
定されます。保証の不履行に対する請求は、所有者に対するスノーモービルの販
売の取り消しの理由とはなりません。権利者は国ごとに異なるその他の法的権利
を留保することができます。
EEA、CISまたはトルコの外で整備が必要である場合は、所有者は、輸送、保険、
税金、ライセンス料、輸入税、ならびに、政府、州、準州およびそれらの各官庁
が課す手数料など、あらゆるその他の金融費用を含むがそれらに限定されない、
現地の地域の慣行や状況によるすべての追加料金について責任を負います。
BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことなく、
製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。
8)所有権の譲渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその諸条項に基づ
いて譲渡され、BRPまたは正規Ski-Dooディストリビューター／ディーラーが、
もとの所有者が所有権の譲渡に同意したことの証明書、および新しい所有者の所
在地を受領することを条件に、残りの保証期間中も有効になります。
9)お客様への支援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、Ski-Doo
ディストリビューター／ディーラーレベルで問題解決を試みてください。当社
は、その問題について、正規Ski-Dooディストリビューター／ディーラーのサー
ビスマネージャーまたは店主とよく話し合うことをお勧めいたします。
解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.comにあるお客様連絡先フォー
ムに記入して BRP に連絡するか、このガイドの「お客様窓口」のセクションに
記載されている所在地のいずれかに郵便でご連絡ください。

* EEAでは、製品の流通とサービスは BRP European Distribution S.A. および BRP
のその他の関連会社または子会社によって行われます。
© 2017 Bombardier Recreational Products Inc. 無断複写・転載を禁じます。
® Bombardier Recreational Products Inc.の登録商標です。
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フランスのみに適用する追加利用規約
次の諸条項はフランスで販売されている製品だけに適用されます。
販売者は契約に適合する製品を納品し、納品時に認められる瑕疵の責
任を負います。販売者は、契約による自らの責任で、または自らの責
任で行われたパッケージング、組み立て指示または取り付けに起因す
る欠陥の責任を負います。契約を成立させるには、製品は次の条件を
クリアする必要があります。

同等品の通常の用途に適合していること。さらに、該当する場合
は、1.

製品が販売者の説明と一致し、サンプルまたは模型を使用して購
入者に説明された品質を有していること

-

製品が、広告やラベルを含む、販売者、見本の製造業者の公的発
表により購入者が合理的に期待する品質を有していること、また
は

-

製品は、当事者間で相互に合意された特性を持っている、または購
入者が事前に販売者に特定の使用目的を相談し、販売者が目的を満
たせると承諾した特性を持っていること。

2.

不適合に関する措置は、納品から 2 年間と定められています。販売者
は、製品に購入者の使用目的を満足できなくなるほどの潜在的な欠陥
がある場合、またはその欠陥を事前に知っていればより安価で購入し
ていた可能性がある場合、その潜在的欠陥に対する保証の責任を負い
ます。そのような潜在的欠陥に対する賠償要求は、欠陥の発見から 2
年以内に購入者によって行われる必要があります。
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顧客情報
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個人情報
お客様の連絡先情報は、安全性の確保と保証に関する目的で使わせていただきま
す。また、BRP およびその子会社は、顧客リストを使用して BRP および関連製
品のマーケティングおよびプロモーション情報を配布させていただくことがあり
ます。
お客様のデータに関するご相談、訂正またはダイレクトマーケティング用のアド
レスリストからの削除については、BRP までご連絡ください。

privacyofficer@brp.comEメール：
BRP
Senior Legal Counsel-Privacy Officer
726 St-Joseph
Valcourt QC
Canada
J0E 2L0

郵便：
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お客様窓口
www.brp.com
北米
565 de la Montagne Street
Valcourt (Québec) J0E 2L0
Canada
Sturtevant, Wisconsin, U.S.A.
10101 Science Drive
Sturtevant, Wisconsin
53177
U.S.A.
Sa De Cv, Av. Ferrocarril 202
Parque Ind. Querétaro, Lote2-B
76220
Santa Rosa Jáuregui, Qro., Mexico
ヨーロッパ
Skaldenstraat 125
B-9042 Gent
Belgium
Itterpark 11
D-40724 Hilden
Germany
ARTEPARC Bâtiment B
Route de la côte d'Azur, Le Canet
13590 Meyreuil
France
Ingvald Ystgaardsvei 15
N-7484 Trondeim
Norway
Isoaavantie 7
PL 8040
96101 Rovaniemi
Formvägen 16
S-906 21 Umeå
Sweden
Avenue d'Ouchy 4-6
1006 Lausanne
Switzerland
オセアニア
6 Lord Street
Lakes Business Park
Botany, NSW 2019
Australia
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南米
Rua James Clerck Maxwell, 230
TechnoPark Campinas SP 13069-380 Brazil
アジア
15/F Parale Mitsui Building,8
Higashida-Cho, Kawasaki-ku
Kawasaki 210-0005
Japan
Room Dubai, level 12, Platinum Tower
233 Tai Cang Road
Xintiandi, Lu Wan District
Shanghai 200020
PR China
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住所と所有権の変更
お客様が住所を変更された場合、またはスノーモービルの新しい所有者になった
場合は、以下のいずれかの方法でBRPにご連絡ください。
- 正規Ski-Dooディーラーにご連絡ください。
- 北米のみ：1 888 272-9222に電話する。
- このガイドの「お客様窓口」のセクションに記載されているBRPの住所のい

ずれかに、以降のページにある住所変更カードを郵送する。
所有権の変更の場合は、以前の所有者が譲渡に合意している証明書を添付してく
ださい。
限定保証の期間が終了した後でも、安全上のリコールが行われた場合など、BRP
が必要に応じて車両の所有者に連絡できるように、BRPにご連絡いただくことが
重要です。BRP に連絡することは所有者の責任です。
盗難に遭った場合：スノーモービルが盗難に遭った場合は、BRPまたは正規Ski-
Dooディーラーにご連絡ください。お客様の氏名、ご住所、電話番号、車両識別
番号、そして盗難が起きた日付をお知らせください。
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